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第六章　森の湖畔の処女厨











逃げたいですよね！　獣姦です！









　今日というこの日、俺は一体どこで何を間違えてしまったのだろうか？　偶然見付けた泉で、水浴びしようと思ったのが間違いだったのだろうか？　しかし、そうは言ってもここは不便な中世の世界だ。文明の利器で溢れ返った現代日本と違い、追い炊きボタン一つで温かい風呂に入る事すらままならない。

　王子達と暮らしていたあの家で風呂に入ろうとすると、必然的に外で薪を焚きながらドラム缶風呂に入る事になる。

　すると「私の姫シュガーの美しい肌が火傷でもしてしまったら一大事だ、私が薪の様子を見よう」とか何とかそれっぽい事を真顔で言いながらやってきた男が、薪を口実に入浴中のスノーホワイトの裸体を視姦しはじめ、「ああ、寒い。風邪を引いてしまいそうだ、どうか私も湯につからせておくれ」と言いドラム缶の中にまで入って来て、最終的にスノーホワイトの中にまで入って来るというのが常であった。

　天気が良い日、近くにある川で水浴びするとしても、気がついた時には誰かしらの何かしらの棒バーを突っ込まれているのが日常であった。

　そういうわけでここ最近、一人でのんびりと風呂に入る機会に恵まれなかった俺が、偶然見付けた綺麗な泉を見て、水浴びしたいと思ったのがそんなにいけない事だったのだろうか？

　今日は陽気も良かった。

　こんな森の奥だし、野生の動物に覗かれる事はあっても人に覗かれる事はないだろう。

　そう高を括り水浴びをしていたら、なんと泉の畔に白い野馬達が集まってきた。

（ん……？）

　その野馬達は馬にしては大分小さい。

　ポニーだろうか？　と思ったが、よくよく見てみるとポニーよりも一回り小さい。

　スノーホワイトちゃんの潤艶ストレートヘアーをゴシゴシ洗っていた俺は、顔を上げて陸の方を振り返り、──そして、感動した。

　獅子の尾に牡山羊の顎鬚、風に波打つ毛並みは、目に沁みるほど白くて美しい。二つに割れた蹄、額の中央から真っ直ぐに天を指すように生える立派な角。

　彼等は野馬ではなかった。

　──伝説の生き物、一角獣ユニコーンの群れだった。

「すごい、本物だ」

　スノーホワイトの唇から感嘆の声が漏れる。

　この世界でも一角獣は伝承の生き物と言われている。本当に存在するのかさえ不確かな、魔法生物だった。

（王侯貴族のハイスペックイケメンエリート達だけではなく、幻の魔法生物まで呼び寄せちゃうなんて、流石最強美少女プリンセス白雪姫スノーホワイトちゃん18歳の裸！）

（──って、ユニコーン？）

　全身から、血の気がスーッと引いていく。

（やべぇ……）

　これはアレだ。噂の巨根猟師の登場の前座イベントの、一角獣の角攻めとかいうアレである。

（あいつらの所から逃げて来たはずなのに、どうしてこうなった……？）

　これが乙女ゲームの強制力という物なのだろうか？

（なんなんだこれ。どうすれば新キャラ登場とこいつらの角攻めから逃げられる!?）

　──よし。

　ザバアアアアアッ！

　俺は勇ましく、男らしく泉の中から立ち上がった。

　服は一角獣達の方にあるので今は諦める。とりあえず逃走して、後で取りに来よう。

「男だらけの逆ハーレムなんて、完成させてたまるかあああああああああああっ！」

　奴等がいない方向の岸へと俺は全裸のまま走り出した。

　──しかし、

　ドン、

　俺は目の前に突如現れた毛むくじゃらの何かに頭から突っ込み、草の上に尻餅を付く。

（げっ）

　スノーホワイトの目の前に現れたのは、煉獄の炎の如く燃え盛る長い赤毛を持つ美しい青年だった。

　一瞬まさかコイツが新キャラか！　と思ったが、それは違う事にすぐに気付く。

　何故ならば、目の前の男は人ではなかったからだ。馬の首から上に、人間の男の上半身を据え置いたような姿のその生き物の名前は、──ケンタウロス。

「俗世の穢れを身にまといし人間の娘よ。よくもミュルクヴィズの不可侵領域、闇の泉イボバビアを侵してくれたな」

　本日二種類目の稀少生物の登場に、俺は引き攣り笑いを浮かべた。

（ドライアドに森の主にユニコーンにケンタウロスに、スノーホワイトちゃんのめぐり合わせって一体どうなってんの……？）

　名探偵が外に出掛ける度に殺人事件に出くわすような、幻の生物達とのエンカウント率に開いた口が塞がらない。これはスノーホワイトのヒロイン力のなせる技なのか。

　しかしそんな伝説の生物やら稀少生物に巡り会う幸運に恵まれていたとしても、俺は今、全く嬉しくなかった。

　何故ならばケンタウロスも一角獣達も、決して友好的な様子ではないからだ。

　酷く興奮している様子の怒れる一角獣の群れは、鼻息荒く、前足で地面を掻くようにしながら、俺の周りに集まってきた。

「えと、その、えっ、あ、う……、」

　ジリジリと追い詰められ、背中がドンと何かにぶち当たる。

　俺の背後にはクライマーが見たら大層喜ぶであろう、それはそれは高い崖が聳え立っていた。

　パラパラと小石が降ってくるその急斜面を見上げ、俺は絶望する。

　この崖を非力なスノーホワイトの体（しかも全裸）で登るのはどう考えても不可能だ。

（絶体絶命……？）

　スノーホワイトの顔が蒼くなっていくのを感じながら、俺は引き攣った笑みを口元に浮かべた。








避けたいですよね！　苗床ＥＤ！









　全裸の美少女スノーホワイトちゃん18歳微乳美尻美少女の前には、怒れる一角獣の群れと、彼等の言葉を通訳をしてくれる美形ケンタウロスがいる。

　前足の蹄で土をカツンカツンやっている一角獣達の怒りの理由は、ケンタウロスの解説でなんとなく分かった。

　こいつらは「この非処女が！　非処女の分際で俺達の泉に入りやがって！」的な事を言ってお怒りになられているらしい。

　前世、勝手にシンパシーを感じていた処女厨なかまの一角獣達に、激しい敵意を向けられて俺は動揺した。

　いや違うんだ、違うんだ同士達よ。

　俺が非処女になったのは不可抗力なんだ。全てはあの王子ドーピーが悪い。

　そもそも俺もスノーホワイトちゃんも、元々は貞潔な乙女でしてね。俺なんか前世は死ぬまで清い体だったのよ。わかる？　風俗通いしてベンツ乗り回してる生臭坊主達がいるような汚れた世界で、俺のように清らかで汚れなき存在がどれだけ稀少だったか。なあ、わかるだろ？　つまり俺は、前世から聖職者達よりも清貧な生活を心掛けていた善良かつ高潔な精神を持つ汚れなき青少年でして、その清い体のまま天に召されちゃった系の男子なのだよ。だから君達の親友なんだって。仲間なんだって。ＯＫ？　おお、心の友よ、俺の同士達よ。もちろん分かってくれるよな？　──と、言い訳じみた事を言ってみるが、彼等の怒りはますますヒートアップしていくばかりだ。

（ああ、そうか、これは非処女の言い訳に聞こえるのか……）

　俺も前世、処女厨だったから君達が激怒する気持ちは分かる。勃起している理由も分かる。

　──ってちょっとまて。

　怒ってるのはいい。いいとして……。

（ケンタウロスも一角獣もなんでギンギンにおっきしてんの？）

　いやいやいやいや！　確かに俺っつーかスノーホワイトちゃんは美少女よ。継母の鏡曰く、世界一の美少女よ。でも、それでも俺達人種違うじゃん？　それでもお前等おっきしちゃうの？

　どれだけスノーホワイトからフェロモン出てると言うんだ、美少女恐るべし。

　怒れる一角獣達の額の中央には、鋭く尖った長い角が一本生えている。

　あの螺旋状の筋の浮いた鋭い角で攻められるのはクリトリスだけなのだろうか？　それともまんこもあのトルネードした角でズブズブやられるのだろうか？

（む、無理だ。あんなの絶対痛い……）

　ぶっちゃけスライムの触手も、淫蕩虫のイボイボ付の触手も男根型の触手もすんげー気持ち良かったよ。特にクリの上に張付いた淫蕩虫本体のにゅるにゅるうにゅうにゅは、気が狂うかと思った。最高に気持ち良かった。正直病み付きになった。

　でもあの角は絶対痛いだろ。あれはムリムリ。絶対無理。

（スノーホワイトがコイツ等にどこまでヤられるのか、姉アキの話を真剣に聞いておけば良かった……）

　いや、ある意味聞いてなくて良かったのかもしれない。

（まんこに突っ込まれたら死ぬんじゃねぇのか、これ……？）

　それとも奴等の下腹部で今も尚みなぎっている、人間の男とは比較にならない長さと太さの男根で今から俺は犯されてしまうのだろうか？

　先っぽからダラダラと涎のような物が滴りはじめている怒れる一角獣のグロイ物を見て、俺は軽い眩暈に襲われた。

（どっちにしても無理だろ、入るわけねぇよ）

「人間の娘よ、我等が泉を汚したその罪、その体で償え」

　ケンタウロスのその感情の起伏のない淡々とした声と、無表情が怖かった。

　ケンタウロスはスノーホワイトの細腰をガッチリと掴み、大地に座らせると大きく足を広げさせる。

「深き森の白き神獣達よ。この娘を供物として捧げるので、どうか怒りをお鎮め下さい」

「や、やめてぇっ！」

　蹄をカツンカツンさせながら、鼻息荒く一頭の一角獣がこちらへ近寄ってきた。

　キラリと光る鋭い角が秘所に近付き、俺はギュッと目を瞑る。

　じゅる……ペロペロ、

「あれ？」

（痛くない。むしろ気持ち良い……？）

　不思議に思いそっと目を開けてみると、一角獣はあろう事かスノーホワイトの秘所をベロンベロン舐め始めた。

「ふぁ……や、ッ」

　人の舌よりも太くて長いその舌は、分厚くて幅がある。

　生温かい舌で一舐めされた瞬間、腰が跳ねる。一角獣は意外にもなめらかな触感の舌をベトっと花芯に当てたまま下にスライドさせて、そのまま舐めあげる。

「ッひあ！」

　──困った。気持ちいいです。

　人間の舌とはまた違った悦さがあるな、これ。

　口が人間よりも大きいせいか、人間よりも唾液も出るらしく、すぐにスノーホワイトの秘所は一角獣の唾液でねとねとのどろどろになってしまった。

「っんぅ、……っは、ぁ！　あぁッ、も、やめ……て……！」

　まずい。このままじゃ馬にイかされてしまう。

　その時、秘肌をしつこく舐めていた舌先が秘裂を割る。

　器用に縦に丸められた一角獣のその舌先が、熱いとろみで溢れ返った蜜窒の中ににゅるりと入り込んだ。

「ひっ！　……く、あ、あ、ああっ!?」

「娘、暴れるな。神獣様のお情けだ、ありがたく頂戴しろ」

　必死に身を捩るが、両腕をケンタウロスに後から押さえつけられていて動けない。

　その時、頭を近付けてきたもう一頭の一角獣は、その凶器と言っても過言ではない角をスノーホワイトの秘所に容赦なく振り下ろす。

　中には舌が入っているので、奴の狙いは恐らくクリトリスだろう。

　今度こそこれから襲い掛かるであろう痛みに、本気で覚悟をして目を瞑る。──が、しかし、

　にゅるん！

　またしても想像していた激痛に襲われる事もなく、俺は目を開き、──そして絶叫した。

「えっ？　って、ええええええええええええ!?」

　なんという事だろう。一角獣の頭から生えていた角だが、男根の形に変わっていた。

　角の表面に巻きつくようにして浮き彫りになっていた螺旋状の筋は、螺旋状の血管となり、興奮時の人間の男の陰茎の如くドクドク脈打っている。

　スノーホワイトを背後から抱き締めるようにして押さえているケンタウロスが、淡々とした声で言う。

「人間如きが神獣の陽物を挿れて貰えると思ったか？　ウニコーンは同属同士の繁殖時以外にその生殖器を使う事はない」

「へ？」

（ウニコーン？　ユニコーンじゃないのけ？）

　いつの間にかスノーホワイトを囲む一角獣は、一角獣ではなくなっていた。額からちんぽを生やす馬達の面白集団と化している。

　なんかシュールな図だなおい。

　こいつらの額のアレで、今から俺はズコバコされんのか。

「お前のように禁忌を犯した愚かな者を苗床にする時は、頭のその角茎をつかうのだ」

　同人やエロゲによく出てきた懐かしくも恐ろしい単語に、俺はギギギッと首だけでケンタウロスを振り返る。

　つーかケンタウロス。なんでお前までどさくさに紛れて俺氏（スノーホワイト18歳、感度抜群美乳美少女）のおっぱいモミモミしてんの？

　無表情のままの人外に乳を揉まれ、俺は躊躇いがちに聞き返す。

「な、苗床……？」

「そうだ。お前は今から闇の森ミュルクヴィズの生命の源、イボバビアの泉を守護する従僕を産む為の苗床となる。ありがたく闇の神獣ウニコーン様達の子種を頂戴しろ」

「そ、そんな！」

　人の乳首引っ張りながら、この人ひ馬となんか恐ろしい事言ってる！

（もしやこれ、バッドエンドの苗床ＥＤって奴!?）

　俺の体に悪寒が走り、背筋が凍りついたその時だった。

　パァアアアン！

　高らかな発砲音と共に、スノーホワイトの体を抑えていたケンタウロスが大地に倒れる。

「低級魔獣もどきが神獣を名乗り、我が国の姫様を汚そうとするなど、おこがましいにもほどがある」

　猟銃を構えた、見知った大男の顏に俺は叫んだ。

「メルヒ！」

　その男はいつぞやこの森にスノーホワイトを逃がしてくれた猟師、『白雪姫と７人の恋人』の攻略キャラの一人、メルヒだった。

　あっと言う間に一角獣もどきの集団も猟銃で撃ち倒した猟師は、スノーホワイトの前まで来ると膝を着いて頭を下げた。

「姫様、ご機嫌麗しゅう。……ご無事でございましたか？」

　とりあえずあの頭からちんぽを生やしていた馬集団に犯され、奴等の苗床になるという笑えるんだか笑えないんだかイマイチよく判らない事態を避ける事には成功した。

　しかし新しい攻略キャラの登場を妨げる事に失敗した俺は、さめざめと涙した。──これからまたシナリオ通りに、この猟師の隠し持つ大層な猟銃でスノーホワイトちゃんはズコバコ撃たれてしまうのだろう。

　このメルヒという男、随分とがたいがよく身長も二メートル近くありそうだ。

　ああ、もう何も言うな。脱がなくても分かる。服の上からでも分かる。

　コイツ、絶対ちんぽもでかい。








ありがちですよね！　主従モノ！









　メルヒの話によると俺が一角獣だと思っていた生き物、はウニコーンという低級魔獣モンスターの一種で、ケンタウロスだと思っていた生き物は人妖らしい。「ケンタウロスの頭髪は、炎ではありません」と言う猟師のそれっぽい説明に、納得する俺だった。

　猟師の話によるとウニコーンは淫獣の一種なのだとか。ウニコーン達は若く美しい人間の処女が大好きで、森に迷い込んだ処女を見つけると破瓜して三日三晩愉しむという。その後は自分達の群れが信仰している泉に供物としてその少女を沈めるらしい。

　ちなみに処女でなければ騙されたと怒り狂い、額の角茎で飽きるまでその体を弄び、子供が産めなくなるまで自分達の苗床として使うのだとか。ウニコーンと人間の間にできた子はあのケンタウロスのような形の人妖となる事が多いらしい。そうして産ませた人妖達に泉を守らせるのだそうだ。

　ウニコーン怖い。そこまで処女厨極めてどうすんだよ……。

　そしてこんな生物がうようよしてる、乙女ゲームの世界も怖過ぎる……。

「助けてくれてありがとうございました」

　そんな恐ろしい連中から救って貰ったとなると、俺の頭も素直に下がった。

　何故ならばウニコーンの苗床ＥＤは、昔姉から聞いていた覚えがあったからだ。この猟師が助けに来なければ、俺はウニコーン達の苗床となり生涯を終えていたのだろう。想像してみただけでも恐ろしい。

（そうだ、確かまだあった……）

　確かイルミナート・エルヴァミトーレの鬼畜兄弟の選択肢を間違えても、何らかの苗床ＥＤとなったような気がする。

　しかしもう既にあの二人は俺の前に登場している。気を引き締めてかからなければならない。

「頭を上げて下さい。もとはと言えば、もっと早く姫様を探し出せなかった私が悪い」

「い、いえ。私もいけないのです、折角メルヒがくれたお守りを落としてしまったから…」

　あの日、継母に白雪姫を森の奥で殺して、その証拠に心臓を持って来いと命じられたメルヒは「どうかどこか遠くにお逃げください、姫様」と言って、俺を逃がしてくれた。

　しかし森は危険だ。

　か弱い姫君を、こんな場所に置き去りにすれば、すぐに死んでしまう。そこで、メルヒはスノーホワイトに魔物避けのお守りを渡した。

　しかし、護符も万能ではなく、強力な魔獣や妖魔の類になると意味がない。そしてその効果は一ヶ月も持たないと言われている。

　それからスノーホワイトは、「ここなら魔物は来ない」とメルヒに教えられた大木の樹の穴の中で身を潜め、ジッとしていた。

　メルヒは「すぐに迎えに来るので、ここで大人しくしてください」と言っていた。──しかし、ここで乙女ゲームの強制力が発動する。喉の渇きを覚えたスノーホワイトは、川を探して森の中を彷徨い歩き、メルヒに貰ったお守りを落としてしまう。

　そしてスライムに襲われたスノーホワイトはアミール王子と出会い、話は冒頭へと舞い戻る。

「姫様はあれからいかがなされていたのですか？」

「私ですか？　親切な方に助けて戴いて……」

　子供の頃から自分を知っているこの男に、その流れで隣国の王子にラッキースケベをされたとは流石の俺も言い難かった。

　しかし怒り狂ったウニコーン達に、陰茎ではなく角茎で襲われていたスノーホワイトを見たこの男は、もうスノーホワイトが処女ではない事を察しているだろう。

　メルヒに肩に掛けて貰った上着で身を隠しつつ、スライムに襲われた時の話をしていた時の事だ。

　ドクン。

（え……？）

　心臓が大きく跳ね上がり、眩暈を覚えた俺は目の前の男の胸の中に倒れこんだ。いや、正確には胸ではなく腹部か。

　40cmはあるだろう身長差に、朦朧としながらメルヒの顔を見上げる。

　頭は霞がかかったようにぼんやりとして、思考がどんどん鈍くなってきている。

「あれ、私、なんか……？」

「姫様？　もしやウニコーンに、粘膜の部位を舐められましたか」

　頷くとメルヒは渋い顔になった。

　メルヒ曰く、ウニコーンの唾液には催淫効果があるのだとか。

　その催淫効果のある唾液で、女を苗床にする。快楽浸けにされた女たちは、逃げる気も起きなくなってしまうらしい。ウニコーンの催淫効果は、出産の痛みまで快感にすり替える。一度出産してしまうと、女達はウニコーンの子を産むのが病みつきになってしまい、人の世に帰る事など考えられなくなってしまうそうだ。出産の快楽を知ってしまうともう手遅れで、例えウニコーンたちの元から救出したとしても、自ら彼等の元に帰っていくようになるのだとか。

　それを聞いて、俺はこの世界は本当に18禁乙女ゲームの世界なのかと訝しんだ。

　いや、だってさ、男性向けのヌキゲー並みにハードじゃね？

（なんだこれ……？）

　話している間にも、前後不覚の状態に陥り体がフラフラとして自力で立っているのが難しくなってきた。

　実はさっきから下腹の辺りに違和感があった。

　月の物がきた時のようにどんよりと重苦しい感じがしていたのだが、その痛みに似た、しかし痛みだけれはない何かが急速に膨らんでいく。

　ふと股の付け根の肉の閉じ目から、何かがどろりと滴り落ちる気配に慌ててその部分を手で押さえた。

（あれ……？）

　生理がきたのかと焦り、こっそりと確認するがそうではなかった。手の平を濡らした熱いしたたりは、情事の最中秘めやかな場所から零れ落ちる悦びのほとばしりと同一の物だった。

（ウニコーンのせいか、……くっそ、あの馬め）

　スノーホワイトの体は発情していた。

（だめだ、頭がクラクラする……）

　下腹の切ない疼きはいつしか身を焦がすような熱に変わり、体がガクガク震え出す。

　──もう子供ではないスノーホワイトは、この熱を発散させる手段も、禁断の果実の味も、その甘美な蜜の味も知っている。

『夜着は私が脱がせてあげようね、このままじゃ貴女も辛いでしょう？』

『ん……ッん、……は、ぁ』

『ほら、起きて。夜はそんなに長くはないのだから』

『な…に……？』

『人生だってそうだ。残酷な運命の女神がまた、私達をいつ悪戯に引き裂いてしまうかも判らない。──だから、ねえ、私のスノーホワイト。他の皆が起きる前に、私と愛を確かめ合おう』

『ッあ！　だめ！　そん、な……いきなり……っ！』

　いきなりでも、無理矢理でも、強引でも、不本意でも。──触れられれば最後、抵抗する気も起きなくなってしまう。

　散々快楽を教えこまれたこの体は、抗うのが馬鹿くさいと思うほど、ソレが悦いという事を知っている。

　──だから。今すぐあの猛々しく脈打つ熱を自分の中に捻じ込んで、乱暴に腰を掴んで、奥までグチャグチャに掻き回して欲しい。

（って、今何考えた。誰を何を思い出した、俺……）

「大丈夫ですか、姫様」

　フラつくスノーホワイトの体を押さえる大きな男の手を見つめ、ハタッとある事を思いついてしまった。

（目の前にはちょうどよく手頃な男が……って、おい、ちょっと待て）

　俺は頭をブンブン横に振って、自分を落ちつかせるために大きく息を吸って吐いた。

「え、ええ。どうすれば良いのですか……？」

「分かりませんが、恐らくウニコーンの唾液を洗い落とせば……」

「そ、そう……ですね」

　確かに一理ある。唾液を全て洗い流せばなんとかなるかもしれない。

　とりあえずこの男が裸のスノーホワイトを見ても襲ってくる気配がないので安心したが、ガクガク膝が震えて俺はもう立てなくなっていた。

「すみません……メルヒ、あしが、」

「……失礼します」

　メルヒはスノーホワイトをひょいと軽く肩に抱き上げて泉まで戻る。

「っ！　ぅあ！　……あっ、ああ、ッぅ」

　彼が一歩歩く度に肩に担がれた体が揺れ、その振動にまで感じてしまい、自分の肩をギュッと抱き締めた。

　メルヒも、スノーホワイトの様子には戸惑っているらしい。

　昔から表情の乏しい男だったが、その瞳の中には動揺の色がありありと滲み出している。

　秘所を押さえビクビク痙攣するスノーホワイトを、彼は躊躇いがちに泉の中に降ろした。

「……ご自分で、洗えますか？」

　確認がてら聞かれるが、こちらはもうまともに話せる状況ではなかった。

　男は分かったというように一つ頷くと革靴を脱いだ。

　そのまま泉へと入っていき、自分の膝の上にスノーホワイトの体を横たえる。

「っは！　あ、あぁっ……は、はあ、はあ、……ッん！」

　この時点でスノーホワイトの理性は崩壊していた。

　うずうずと疼いて仕方のない部分を押さえていただけのはずの手は、いつの間にか自分で自分を慰めている。

　そんなスノーホワイトに彼は短く「失礼します」とだけ言って、彼女の指を秘唇から引きぬいた。

「だめぇ！　そこ、さわりたいの……っ！」

「駄目です姫様、まずはユニコーンの唾液を洗い流さなくては」

「ふぇぇ、やぁ、いや……っ！　あ、あぁ……ッん！」

　メルヒは左手でスノーホワイトの両手首をおさえると、右手で彼女の秘所を恐る恐るといった手付きで洗いだした。

　パシャパシャと水をかけながら、剥き出しの割れ目の部分を開かれる。

「っひぁ、ん、……はあ、あ、あっ！　あぁっん！」

　この状況は一体何なのか。

　何故か俺は、肌を隠す物が何もない状態で泉の中にいる。

　スノーホワイトは太陽の光が燦燦と降り注ぐ中、子供の頃からの自分をよく知っている男に脚を開かれ、恥ずかしい部分を指で洗われていた。

　そんな非日常すぎる風景に、一国の王女であったスノーホワイトの日常は一体どこで狂ってしまったのだろかと考える。

　継母が城に来た日からだろうか？　それともこの森に来てから？　いや、生まれてきた時点で既におかしかった。──何たってキモオタの俺がこんな美少女に転生したんだから。

　その時、近くで魚がぱしゃんと水面を飛び跳ねた。

　魚の鱗が太陽の光りを反射して光る。こんな明るい場所では、秘められた花もその奥の肉の洞も全てが丸見えだ。

　猟師にされるがまま、俺は朦朧としてこの非日常の風景を見守った。花唇の左右にある可憐な花びらの色や、中の鮮やかな粘膜の色まで、よく見える。

　なんだかんだでいつも傍に誰かいるし、俺はスノーホワイトちゃんの裸をこんなに明るい所でマジマジと観察した事はなかった。

　昔見た洋物無修正の動画よりも美しい、色素沈着のしの字すら見付からないスノーホワイトちゃんのパーフェクトボディーに我ながら感心する。

　ここまで美しいと、服を着て隠す事の方がむしろ罪悪だとすら思えた。美術館にある裸婦画や彫刻のように、裸でも恥ずかしくないと言うか、むしろ裸そのものが芸術だとでも言うか。

　ほら、銭湯とかでも恥ずかしいから皆隠すわけだし。

　自分のブツに自信があるズル剥け巨根野郎は、大浴場でもタオルで股間を隠したりなんかしないで、見せびらかすようにして堂々と男湯に入ってくるだろ？　でも自分の息子に自信のない奴や皮被ってたりする奴は、タオルで隠したり、見栄剥きしてちょっと膨脹させながら風呂に入ってくるあの原理。

（なんで俺がこのパーフェクトボディーの美少女なんだろう。なんでこの美少女に俺だけハメられないんだよ……）

　毎度の事ではあるのだが無性に泣きたくなってきた。

「っぁ、は、っは、はあ、あ」

　そんな風に猟師の大きな手で洗われている場面を、じーっと見ていたのがいけなかったのかもしれない。

（やば、い……っ！）

　体の奥でジリジリ燻っていた熱が、大きな音を立てて燃え上がっていくのを感じる。

　バシャバシャと秘所にかかる水は腫れぼったくなっている部分の熱を冷ますどころか、そのささやかで物足りない刺激に焦らされるようにして体の熱は高まっていく。

　「恥ずかしいです」と言っていやいや首を横に振ると、猟師は無言で頷いた。

　柔かな肉の狭間のぬめりを落とすように、メルヒの大きな手が透明な水の中で上下に動いている。

　メルヒは赤く充血している肉の芽にもウニコーンの唾液が付着している事に気付いたのだろう。スノーホワイトのその鋭い感覚のかたまりをにゅるにゅると洗い始めた。

「ひ、あ！　んっ……んん！」

　洗われているだけなのは分かっている。

　分かっているのだが、──ウニコーンのぬるぬるしつこい唾液を落とすために熱心に花芯を擦られて、揉みほぐされてゆくうちに、スノーホワイトのその小さな尖りは屹立してしまった。

「ぁ……や…やだ……、」

　苞を半分押し上げたその尖りにメルヒは、その中までしっかり洗った方が良いのだと思ったらしく、指で残り半分の皮を剥く。

「きゃあ……っ!?」

「姫様、がまんです……」

　包皮を剥かれ完全に露出した敏感な部分を押し潰すようにされたり、周りの溝にたまっている唾液を落とすために、丸を描くようにゆっくり撫で回すようにされると、もうスノーホワイトは嬌声を抑える事が不可能になってしまった。

「っ！　──、ッん、あ、あ！」

「……すみません、もう少しの辛抱です」

　膝の上で体をビクつかせるスノーホワイトに、彼は戸惑いがちに言う。

「もしや、中にも舌を挿れられたのですか？」

「は、はい、舌、ナカにじゅぶじゅぶ、され、て……ッあ、ふぁあっっ！」

「……失礼します」

　無骨な男の無骨で太く長い指が蜜をいっぱいに溜めこんでいる部分に潜り込み、ウニコーンの唾液の混ざった蜜を掻きだそうと動く。

「やっ！　いあ、あ！　あぁっ、」

　恥ずかしい部分をまさぐっている指のその動きは、手淫と何ら変わりがない。

　男根の抽挿を彷彿とさせるその指の動きに、スノーホワイトの呼吸はどんどん乱れていく。

　泉の中だというのもいけなかった。

　下手に水に下腹部を浸しているので、彼が手を動かす度にバシャバシャと水音が派手にあがる。それがとてもいやらしく聞こえ、耳を塞ぎたくなった。

　ウニコーンの唾液が少し落ちたせいか、思考は正常に戻りつつあったが、自分の体でありながら、自分の意思に反して反応する体に気付いてしまえば最後、逆に羞恥心を煽られるだけだった。

「メル、ご、ごめんなさ、い、……ッあ、ああっん！　……こんな事、させ、て……っ！」

「……い、いえ」

「ッあ！　や、あん、でも、あっ！　そんな、そこ、だめ！……あ、あた、し……ん、ッあ、あぁぁ……っ！」

「……もう少しの辛抱です。姫様」

　感じまくっているスノーホワイトとは対極的に、男の口調は淡々としていた。

　呆れられているのだろうか？　一国の姫であるというのにどうしようもない娘だ、はしたない娘だと軽蔑されているのだろうか。

　そう思うと何だか無性に恥ずかしくて、自分で自分が情けなくて泣きたくなってきた。

　声を抑えなければと思うのに、しかし中に入れられたウニコーンの唾液を掻きだそうとする指の動きに、糖蜜のように甘ったるい声は止まらない。

「あ……」

　その時、自分を膝に乗せた男のズボンが大きく膨らんでいるのに気付いた。

　ちょうど顔の脇にあるその膨らみに気付いた瞬間、スノーホワイトの中にあった羞恥心は掻き消される。

（メルヒも、興奮してる……）

　恥ずかしいのは自分だけではないという安堵感を感じるのと同時に、ゾクゾクとしたものが背筋を駆け上がる。

（これ、ほしい）

　もう、本能だとしか言いようがなかった。

　スノーホワイトはそのまま身を捩るとメルヒの腰をつかみ、ズボンの上から彼の肉の塊に舌を当てた。

「姫様、何を……？」

　驚きの声を上げるメルヒを無視し、先端部位だと思われる部分を布越しにちゅうちゅう吸う。

　男の匂いがした。少しだけしょっぱい興奮している雄の味に、口元に笑みが浮かぶ。

「ひめさま、いけません……」

「でも、これ、ほしいの、……ほしい、のっ！」

　いつしかメルヒに押さえられていたスノーホワイトの手は解かれており、俺はそのまま彼のベルトを外し、ファスナーも外した。

　ズボンの中から顔を出しそそり立つ肉塊は今まで見た事もない信じられない大きさで、一瞬我が目を疑った。

　王子達の陰茎も大きいと思っていたが、これは彼等の大きさを優に越えている。

　亀頭が自分の拳ほどの大きさがあるそれに、しばし呼吸をするのも忘れ見入ってしまう。

（これって、マジで中に入るのか……？）

　長さは30cm、40cm？……いや、もっとあるかもしれない。

　こんな大きい物で体を貫かれたらどれだけ気持ち良いだろう。

　こんなの挿れられたら、挿れられた瞬間、達してしまうかもしれない。……いや、そもそも入るのか？　裂けて出血してしまいそうだ。と言うかと言うか、小柄なスノーホワイトちゃんの中にこんなの挿れちゃったら、俺、死ぬんじゃね？　だってこれ、どう考えてもどう見ても明らかにデカ過ぎる。

　なんだか妙に喉が渇いていた。

　ゴクリと唾を飲み込むと舌が上顎に引っ付いて、乾いた音の咳が出た。

「姫様と私では、身分が、違いすぎます」

　ゆっくりと左右に首を振るメルヒは、自らの衝動に身を任せ、この凶器でスノーホワイトを犯す気はないらしい。

（仕方ない……）

「メルヒは、わたしの事、きらいですか……？」

　大きく口を開き、限界まで伸ばした舌を見せ付けるようにして、飴色に光る男の怪物に這わせながら彼を上目遣いで見つめる。

「し、かし、……私は先王陛下の時代から、姫様を、」

　うっと顔を顰める大男を見て、確信する。

　──落とせる。

　スノーホワイトの美少女アイコンが、こんなにも頼もしいと思った事はなかった。

「つらいんです……どうか、メルヒのこれで、私を慰めてはくれませんか……？」

　メルヒの琥珀色の瞳が揺れる。

　口の中に収まりきらない巨大な亀頭の先をチロチロと舐めながら、唾液と泉の水でびしょ濡れの猛りたつものを上下に擦りあげる。

　男の物を扱く手首のスナップに、自分でも慣れてきたなと感心し、そして小さく苦笑した。

「あなたは今、正気ではない。……後で、絶対に後悔します」

（だろうね、俺もそう思うよ）

　自分から男を誘惑してるなんて、正気じゃない。

　──でも、それでも今はこれが欲しい。

　欲しくて欲しくて、堪らない。

「こうかい、しません。──だから、ねえ、メルヒ、私を抱いてください」





　　＊＊＊＊






　──一方、こちらでは。

「メルちゃんキタアアアアアアアアっ！　きょ、巨根！　これが噂のメルヒの巨根なのね!?　す、凄い凄い、想像以上に凄いっていうかエグイ！　うわ、あれ入るの!?　入っちゃうの!?　アキラ君の中に入っちゃうの!?　えええええっ！　股裂けるでしょ！　いや、絶対痛いでしょ!?　無理、無理だよね!?……え、え、ええええええええええええええええっ！」

　バンバンバンバン！

　鏡の女王は、えらく興奮した面持ちで、隣に座る使い魔の肩をバンバン叩く。

　ベッドの上の固定位置に正座をしながら、鏡の中を見守る主の隣に待機する使い魔を包む空気は、とても冷ややかな物だった。

　スゥッと開いた使い魔のパーシャンローズの瞳は、氷のように冷たい。

　しかしそれに気付く気配もない彼の主は、両手の平で顔を覆い隠しながらも、指の合間から鏡の中の映像をチラチラ盗み見しながら叫ぶ。

「うわあああああああああああああ！　……はっ、入った！　入っちゃったあああああ!?　…………すご！　すごすごすごっ！　わ、うわ、うわ、うわわわわわっ！　ねえねえ、あれどう思う!?　痛くないのかな!?　痛くないのかな!?」

「アキ様」

　振り返るとズボンの前をはだけさせ、己の一物を露出させている使い魔にアキは飛び上がって後ろに仰け反った。

「ん？　って、……なに？　どうしたのそれ！　なんかいつもよりも、大きいくない!?　てかそもそもなんで脱いでるの!?」

「大きさは割と自信がある方だったんですが。……しかしアキ様は、私のサイズでは物足りないご様子なので、いつもよりも20％ほど増量させてみました」

　ガシッ！

　笑顔の使い魔に押し倒されたアキは蒼白となる。

「それとももっと大きい方がよろしいですか？　そうだ、私達も触手や淫蕩虫を使ってみましょうか？　アキ様も興味がおありのようでしたし」

　鏡の妖魔の燕尾服の背中の部分が裂け、にゅるにゅると伸びて来た触手を見てアキの顔に冷や汗がダラダラと流れ出す。

（そうだ！　すっかり忘れてたけど、コイツ人間じゃなかったんだ！）

「ち、ちがう！　誰も物足りないなんて言ってない！」

「嘘おっしゃい！　涎を垂らしながら猟師の巨根を見ていたくせに！」

「失礼ね、涎なんて垂らしてないから！　って、ぎゃ！　ちょ、ま、待って!?」

「待ちません！　男の嫉妬は怖いんです！　その身をもって思い知って下さい！」

「ギャアアアアアアアアアアアアッ!?」

　──その後、使い魔に襲われたリディアンネルは、楽しみにしていたメルヒとスノーホワイトの巨根プレイを見逃してしまった。

　しかし彼女は、見逃してしまったシーンを使い魔に「鏡で見せて」と言う事が出来なかった。

　ぐったりとベッドの上に横たわる自分の髪の毛を一束手に取ると、愛おしそうに口付ける男を見ながら思う。

（この人って、私にとって何なんだろう？）

　カラスの姿に変化して部屋の窓枠に待機している他の使い魔達とこの使い魔は、自分の中でも何かが違うという事にアキも気付いていた。

　窓から入って来た若葉の香りに誘われるようにして、重い瞼を閉じる。

　もうすぐ夏が来る。夏が来る直前のこの独特の青臭い緑の香りと、雨上がりの土の香りは、不思議な事にこの世界でも向こうの世界でも同じだ。

（あっちの世界は、今どうなってるんだろう……？）

　あれからずっと、元の世界の話を聞けずにいる。

　何とはなしに、自分の使い魔の端正な横顔を見上げた。

「どうしました？」

　目が合うと擽ったそうな顔で笑う男からスッと目を反らす。

（聞けない……）

　最近、思うのだ。もしかしたらここは自分の夢の世界なのではないか？　ここは自分が逃げたかった現実から逃げた先の夢の中なのではないのか？　と。ずっとここにいたいと願っても、どんなに目覚めたくないと思っても──朝が来れば無情に終わる夢。

（私は、ずっとどこか遠くに行きたかった……）

　つまらない毎日。変わり映えのない日々。そんな毎日が退屈で仕方なかった。「今日は何か、特別な事が起こればいいな」なんて期待に揺られながら満員電車に乗って登校するが、変化というほどの変化のない平凡な一日が続く。どこまでも、どこまでも。

　漫画やアニメのように、世界の存亡を揺るがすような大事件に巻き込まれたり、身も心も焦がすようなドラマチックな恋愛をする事もなく一日一日が、ただ過ぎていく。

　こんなつまらない日々の延長線上で大人になって、結婚適齢期になったら適当な男と適当に結婚して、子供を産んでおばさんになって死んでいくのだろうと思うとゾッとした。

　そんな安易に想像出来てしまう自分の未来に絶望した。

　大学は決まったが特に夢もない。やりたい事もない。

「アキ様？」

　耳を擽る男の低い声は優しい。

　聞けない。……聞いてしまったら最後、この夢から覚めてしまいそうな気がする。

　この世界とも、この男とも、お別れのような気がして、──聞く事が出来ない。

『アキ、アキラ、朝よ』

　今、遠くでお母さんの声が聞こえたような気がした。

　カーテンを開けながら「早く起きなさい、今日も良い天気よ」と笑うお母さんの声。

（今日、学校休んじゃ駄目かな？）

　お母さん、ごめんね。

　──私、まだ起きたくないんだ。








おっきいですよね！　巨根野郎！









　「避妊具は？」と至極まともな事を聞かれ、一粒で一ヶ月持続する避妊薬を飲んでいると答えると彼は納得したらしい。

　──それからは早かった。

　無言になった猟師に泉から抱き上げられて、近くの木陰で押し倒された。

「姫様、ずっとお慕いしておりました……」

　俺が何かを言おうとする前に、目を細めたメルヒにそのまま唇を奪われる。

　唇を塞がれた俺の手は自然と男の頭へと伸びた。何とはなしにモスグレーの珍しい色の髪を撫でてみると、少し伸びたその短髪はとても手触りが良かった。

　言うなれば野球男児のスポーツ刈り。坊主頭から髪が数cm伸びた小学生の頭。あの触り心地に近い。

　そんな事を考えていると、くちゅりと唇を舐められて、口の中に舌を捻じ込まれる。

　獣のように激しく唇を貪られ、舌を深く絡ませられ、口腔内を犯されていく。口内を犯す舌の動きにどうやら頭までもが犯されてしまったようで、すぐにまともな思考ができなくなった。

　体を突き動かす本能に身を委ね、男の舌に自ら舌を絡ませる。

　絡め取られた舌を向こうの口腔内に思い切り吸われた瞬間、達しかけた自分の体に思わず苦笑いした。

（あつ、い……）

　岩のように硬く熱を持った肉がスノーホワイトの下腹部に当たっていた。

　それに気付いた瞬間、目が潤む。

　その熱は触れた場所から伝染するようにしてスノーホワイトの体に拡散されていく。

　もう耐えようがないくらいに、ジンジンと下腹の辺りが疼いていた。

（やばい。きもちいい……。）

　秘裂に伸びる指にメルヒのしようとしている事を察し、その手を押さえる。

「そんなのいいから、早くちょうだい……」

　前戯なんてまどろっこしいものなんかなくていい。早く欲しい。

　もう、待つ事なんて出来なかった。

　スノーホワイトのその言葉に、男の琥珀色の瞳から戸惑いの色が消えた。

　彼はいささか乱暴にスノーホワイトの両の膝裏を掴むと、足を持ち上げる。

　どろどろに蕩けたその部分に、弓なりに怒気をみなぎらせた灼けるように熱いものの先端を押し当てられた瞬間、期待で胸が震え、目が眩んだ。

「っ！　──ぅあぁッ！　あ、あ、ああああああああああ！」

　スノーホワイトの真っ白の内股の中心にある剥き出しの割れ目に、あらわにのぞく一条の亀裂に、男のかぐろい毛叢の間から屹立した肉塊がメリメリと音を立てながら埋め込まれていく。

　スノーホワイトの花開いた肉は泉の中で散々ほぐされてはいたのだが、やはりこのサイズとなるとそう簡単には収まりきらないらしい。

　ハッハと短く呼吸を繰り返しながらチラリと下腹の方を確認すると、男の凶悪な頭部は未だその先端すら埋まっていない。

「っ……は、」

　苦しげに眉を寄せる大男の姿に、コイツもこんな艶やかな顔をする事もあるんだな、と少しばかり感心する。

　元々メルヒは、銃の腕を買われ、城に来た人間だった。城の警備をし、侵入者があれば始末する事もある。

　しかしリンゲイン独立共和国は貧しい小国であり、侵略する旨味もない。

　隣の大国リゲルブルクにおんぶに抱っこをされている状態なので、諸外国の脅威もなく、たまに血気盛んな蛮族に押し寄せられる事がある位であった。

　国全体が貧しいのでごく稀に内紛の火種が付く事があっても、厳冬地帯故に冬が来れば自然消滅してしまうような有様で、常に平和な国であったと言っても良い。

　そんなわけで、仕事のないメルヒはよく森に狩りに行っていた。彼が獲ってきた獲物は、城の住人達の食事となった。

　仕事がないらしく、狩りから帰ったメルヒは、城の裏で薪を割っていた。

　スノーホワイトは暇さえあれば、そんな彼の仕事ぶりを見学に行ったものだ。無口だが面倒見がよい彼は、森で珍しい木の実を見つければスノーホワイトのために拾ってきてくれた。一緒に怪我をした小鳥やリスの手当てをして、自然に帰した事もあった。彼はスノーホワイトが本当の父の代わりに父性を感じていた男だった。

　──あのメルヒに今、組み伏せられている。

　なんだろう、ウニコーンの唾液だけだとは言い切れないこの興奮。謎の背徳感。

「やっぱり……入らない、ですか？」

「力を抜いて、ください」

　不安気に顔を見上げれば、任せろとても言うような顔で頷かれる。

　スノーホワイトの頬を擽る男の吐息には、発散出来ずにいる彼の熱気が滲み出ているようだった。

　いつになく興奮している男の素顔に、自分は今とてつもなく珍しいものを見ているような気がして仕方ない。

「っく、あ、は、はあ、ッッ───！」

　次の瞬間、また男の猛々しいものがメリメリと肉壁を広げ、スノーホワイトの華奢な体の内に押し入ってきた。巨大なモノで体を抉じ開けられ、押し広げられていく痛みと衝撃で喉が引き攣る。硬く太く、大きく反り返った男の肉で、ぎちぎちと中を抉じ開けられていく。

　男の赤黒い物の穂先がスノーホワイトの中の弱い部分をズルリと擦った瞬間、意識が吹き飛んだ。

「あ……っん、は、あ、あぁ……」

（こわい……っ！）

　涙をボロボロ零しながら、震える手でやおら広い男の胸板を押し返す。

　大きく広げられている脚を閉じようと、わななく体で上体を起こし、身を捩る。そんなささやかな抵抗も虚しく、男は自分の腰をスノーホワイトの太腿のあわいに割り込ませるようにして、奥へ、更に奥へと腰を打ち進めていく。

「ひッ!?　あっ、あ！　や、やだ！　まだっ、やああぁ……ッ！」

「力、抜いて……、ください」

「やっ、むりィ……っ！」

　俺は全力で首を横に振った。

　メルヒはスノーホワイトの喉から漏れる、涙ながらの苦鳴を飲み込むように唇を奪う。

　口腔内に侵入した舌を受け入れながら考えた。

（やっぱり、こんな大きいもん挿れようした事自体間違ってた……！）

「んっ……あっ、ああ……っ！」

　体が縦に真っ二つに裂けてしまいそうだ。

　自然と背骨が海老反りになり、喉が仰け反って重なった唇が外れた。背筋から脳髄まで、電気のようにビリビリと走った何かを体の内から逃がすように、浅く短く呼吸を繰り返す。

「もう少しで、全部入ります」

「あくっ……ッう！　深……いっ！」

（まだ全部入ってないのかよ！）

　俺は顎を仰け反らせたまま、歯を食いしばった。

　どう考えても明らかに限界を超えている男の肉の圧迫感と、中で脈動する雄の違和感に息が出来ない。

「いき、ますよ……」

「や！　やだぁ、ひ、いっ、あ……ッあああああああああああっ！」

　ぐっと力を込めて再度膝を持ち上げられる。

　子宮口にみっちりと密着させた男の塊で、最奥から更に奥へ。内臓を上に突き上げるように深く、尚深く、ぐりぐりと凶悪な肉柱を押し込まれ、生理的な涙がボロボロと溢れた。

（こわい……っ！　やっぱりこんなのムリだ！）

　俺は初めてセックスで恐怖……いや、命の危機を感じた。

　スノーホワイトの首を折る事なんてたやすいであろう、太く筋肉質な腕で体を押さえられて、身じろぎも出来ないまま、肉壁を抉るように強引にこじ開けられていく恐怖。秘肌や粘膜だけでなく、交接器まで男の肉で破られて、壊されてしまうのではないかという恐怖。一本の鋭い槍で、内股のあわいから喉を目掛けて胴体を貫かれ、口から槍の先端が今にも飛び出してきそうな、そんな錯覚すら覚えた。

「いやぁ！　メルヒ、やっぱり私、怖い……っ！」

「今更、何を」

「死ぬ！　死ぬ！……ッたし、死んじゃ、う……っ！」

　涙ながらに訴えるが、男はうむと誇らしそうな顔をして頷く。

「光栄、です。お褒めの言葉と受け取っておきます」

　違う。待て。ちょっと待ってくれ。

　褒めてない。褒めてないってば！

　だからお前のはデカ過ぎるんだって！　この巨根野郎！

「ち、違！　ひッ、あ、う、あ、ッああああぁ、い、や！　イヤあああああ！」

　目玉の裏側、──恐らく脳ミソの中で白い何かがバチバチと弾け飛んだ。

　スノーホワイトのあらぬ部分を突き上げる男の鮮烈な熱に、自分を抱き締める男の太い腕の灼けるような熱さに、脳髄まで灼かれてしまったのだろうか。内臓が突き上げられていく感覚に、身体がビクビク痙攣した。

　はやる鼓動と合わせるようにして、呼吸がどんどん浅く、短くなっていく。──その時、

　じゅぶぶ……！

　にゅち……っ、

　何故かいきなりメルヒは腰を引き、熱を入口近くまで引き抜いた。

（え……？）

　凶悪な頭部の傘の部分に粘膜を激しく擦られ、中のひだを荒々しく掻き乱されて大きな声が上がる。

「っ!?　───あ！　あ、んッ、んん……！　あ、あっあああっ！」

　喉から漏れた苦鳴は、自分でも信じられない事に甘い悲鳴に変わる。

　スノーホワイトが感じはじめてきた事が向こうにも伝わったらしく、男は無言で微笑みながら一つ頷くと、しばらく浅い場所で軽い抽挿を繰り返す。

　浅い部分の抜き挿しというなかれ。女体にはＧスポットと呼ばれるものがある。

　男が腰を引くと、お化け茸の傘の部分が中のひだひだを掻き回しながら、その部分を有無を言わさぬ強さで擦るのだ。尿意に似て非なる感覚に必死で耐えるが、サラサラとした方の女の精は既にだだ漏れだったらしい。尻臀を熱いものが流れ落ちる。

　ぐちゅぐちゅという浅ましい水音は、気が付いた時には泉の中にいた時と変わらぬぐらい大きなものになっていた。

「メル、ヒ！　だ、だめ！　やめ、て……っ！」

　羞恥の極みに追い込まれ、さっきから何度もやめるように頼んでいるのだが、何故かスノーホワイトに従順なはずの男は、今日に限ってやめてはくれない。

「駄目、ですか？」

「……ん、うん！　だめ、だめなのっ！」

　涙を零しながら駄目だと訴えると、男は「分かった」といった顔で頷いた。

　真面目な顔で頷いておいた癖に、メルヒはその後も何度も何度も浅い場所での抜き挿しを繰り返した。──表情の乏しい男の口元には、さっきからずっと笑みのようなものすら浮かんでいる。

（な、なんで……？）

　嗚咽を漏らしながら、何故メルヒがこんな意地悪を自分にするのだろう？　と考えて、ふといつものパターンを思い出した。

（──ああ、そうか。こいつは本気でスノーホワイトが嫌がってるって思ってないんだ）

　今のスノーホワイトちゃんがどんな顔をしているのか、俺にも簡単に想像出来た。

　そして俺は絶望する。──この男にはスノーホワイトが自分の物で涙を流しながら悦び、よがり狂っているようにしか見えないのだろう。

「ひめさ、ま」

　ぐりゅ！　と最も深い場所を貫かれ、体がわなないた。

　今度は声も出なかった。脊髄に鳥肌が立つほどの快感が体を走り抜ける。痛みが、恐怖が、苦痛が。──戸惑い、躊躇い、迷い、その全てが快感にすり変わる。

「ひあああぁ……ッ！　あっ、ぁ、ああぁッ！　ンっ、い、あッ！　イヤ！　死んじゃう……っ！　死んじゃ、んっあああァ……ッ！」

　宥めるような優しい手付きで花芯に触れられるが、そんな事されたらますます気持ち良くなってしまう。これ以上悦くなってしまったら、人格どころか精神までもが崩壊してしまいそうで怖かった。だから俺は必死にかぶりを振りながら、花芯を指で転がす男の手首を押さえて目で訴えるが、男はしたり顔で頷くだけで指の動きを止める事はしなかった。

「メル、……ヒっ！」

「はい」

「だめ、そこ、だめ……だってっ！」

「はい」

　はいじゃねーよボケ！

　駄目だっつってんだろ!?

「ッいや、いやだ、だめ、だめ、だめっ！　馬鹿、ばかぁ……っ！」

「たくさん感じてくださっているようで、嬉しい、です」

「ッ！……いや、いやぁ……っ！　だめ、そんな、あっああ！　おかしく、なる、おかしく、なっちゃう！　っ……からぁっ！」

（やばいっ、イク……！）

「ぁんっ！　やぁあっ、も、ッいく！　っん！　イク、イク、イクッ、イ、いやっ！　も…いっちゃぅぅッッ！」

　男の手首を押さえたまま、スノーホワイトの体は達してしまった。

「姫様、……お慕いしておりました、ずっと、ずっと、お慕いしておりました」

「っあ、……あ、ッああぁ、はあ、はあ、……はぅ、……ぁ…んん……ッ」

　唇に甘く口付けられるが、スノーホワイトは、もう、彼の接吻に応えられる状態ではない。

「まさか……こんな夢のような日が、訪れるなんて」

　もう男が何を言っているのかもよく分からなかった。

　激しい快楽により、震える体は痺れて自由がきかなかった。

　荒い息と滲んだ視界の上で、男が笑う。体を貫いた肉杭はそのままに、メルヒは大きな手の平でスノーホワイトの頬を優しく撫でる。

　メルヒはこんな時でも通常通りの顔で、しかし満足そうに息を吐きながら言う。

「全部、入りました」

　俺は浅い呼吸のまま喉をごくりと鳴らし、泣き笑いした。

「ぜん、ぶ……？」

　全部中に収めるまでのその過程で、一体何度イっただろう。

　言われてみれば、スノーホワイトの秘肌には余すところなくぴったりと大男の腰が当たっていた。あらぬ所にみっちりと埋めこまれた大男の熱が、どくどく脈打っている。

　くろぐろと盛んな繁茂がざわりと花芯に触れた瞬間、びくりと爪先が跳ね上がった。

「はは、は……」

　力なく笑うと、上の男もわずかに微笑んだ。

　するとたっぷりとした男の垂れ袋がたぷたぷと揺れて、後ろの小さな蕾に触れる。その感触が何だか妙にこそばゆくて、また笑えてきた。

　どうやら裂けはしなかったようだが、確実に裂ける寸前だったと思う。

　裂けなかった事への安堵の涙が零れた。

「夢のようです」

「あ、う……？」

「姫様に悦んでいただけるよう、頑張ります」

　ぬちっ！

　じゅ、じゅち、……ぐちっ、

「ひ、いっ……や！　やぁ、っぅあ！　あ、あああああ!?」

　下男のその言葉の意味を理解する前に、凶器をずるりと先端まで引き抜かれ、再度最奥まで貫かれる。

　霞んだ世界でパチパチと情火と忘我の白い花火が散った。

「悦いですか？」

「お、おく、だめ！　っあ！　あ、や！　──っだめ、やだ、やだ、やだ……！」

　縋るように自分を犯す大男の背にしがみつき、必死にかぶりを振る。

「よろしいようで、何よりです」

「いや、それ、やだ、や、……やだぁぁっ！」

　無理矢理中に捻じ込まれたサイズオーバーの凶器が、ガツガツと激しく奥を穿ちはじめた。

　骨の髄まで響く猛然たる振動に、首は自然に仰け反り、目にまっさらな青が飛び込んできた。

　見上げた空はどこまでも青かった。

　スノーホワイトが空に向かって吐いた、何の意味もなさない、言の葉にすらなっていない何かは宙に溶けては消えていく。

　死ぬほど気持ち良かった。

　抱きついた男の身体はひどく熱かった。健康的な色に焼けたメルヒの肌は、男の癖に妙に滑らかで肌触りが良くて、抱き合っているだけでとても気持ちが良い。

　今、自分を犯している男が、スノーホワイトに従順な下男で良かったと心の底から思う。

　何故ならば「結婚してくれ」とか「子供を産んで欲しい」とか、その手の無理難題を言われたら、今の俺は絶対に拒めそうにない。

「姫様、姫さま、……ひめさ、まっ！」

　メルヒの突き上げがどんどん激しくなっていく。

「っん！　はぁ、あ、ああああぁぁ────ッ！」

　胎に熱い物を吐き出され、とろけるような恍惚感と狂おしいほどの充足感に満たされながらスノーホワイトは深い眠りに誘なわれた。







　──と、思ったのだが。

「う……、」

　夢現ゆめうつつの中、しとどに濡れる熱の塊りをズルリと引き抜かれる感触に、混濁した意識が覚醒する。一歩遅れて、充血の引ききらない肉の合わせ目がほころびて、濃く煮つまった男の白い情熱がどろりと溢れ出た。

　腰から背骨の辺りにかけて、酷くだるかった。腹の底はまだ鉛を呑みこんだような重苦しい感覚が残っている。据えられた置物のように体は重く、瞬きするのも億劫に感じた。

「すみません、年甲斐もなく興奮してしまいました。……次は姫様の背に負担がかからぬよう、この体位でいたしましょう」

「……は？」

　スノーホワイトの細腰をひっ掴み、自分の膝にまたがらせた男に俺は自分の耳を疑った。

（嘘だろ、まだヤんの……？）

　サアアアッと顔が紙のように青ざめていくのが自分でも分かる。

「や、メルヒ、私は、その、もう充分満足したと言いますか、」

「遠慮なさらないで下さい、主を悦ばせるのも臣下の勤め……です」

「いらない！　ムリ！　もう結構ですっって、っ!?　──ッは、あ、……ッいや、だめ、だめ、ちょ、まっ、……いやあッ！」

　男の膝の上で揺さぶられながら俺は思った。

　オッサン、ハッスルしすぎだろ！　お前いくつだよ！　いや、男って三十過ぎてもこんなに回数こなせるもんなの!?





　　＊＊＊＊






　──事後。

　立てなくなったスノーホワイトの体を泉でバシャバシャ洗いながら、メルヒは「申し訳ありませんでした」と頭を下げた。

　事後のメルヒは、スノーホワイトのよく知るメルヒだった。爬虫類のように表情の変化が乏しくなったその顔に、情事の最中の事を思い出し「本当にお前悪かったと思ってんのか!?」と引っぱたきたくなるが、その衝動を堪え口元に笑みのようなものを浮かべてみる。

「い、いえ……」

「誘ったの俺の方だしな……」と思いながらも、セックス酔いをした頭のまま首を横に振る。

　酔ったのは頭だけでなくどうやら体ものようだ。奴の人間離れした大きさの物で散々内臓を揺さぶらされたせいか、世界はまだグルグル回っている。体の平衡感覚もなかった。体の中の内臓という内蔵全ての調子が悪く、嘔気もあった。彼の物を受け入れた入口と中の粘膜はヒリヒリしている。

（巨根、恐るべし……）

　気持ち悪い。だるい。具合悪い。……でも、あー、うん、すっげー良かった。

　ウニコーンの唾液が全て落ちたせいか、それとも何度もイキまくったせいか、謎の爽快感もある。体がだるい事には違いないが、妙にスッキリした気分だった。

「これから、どうしますか？」

「どうしましょうか。……メルヒ、あなたもお義母様に追い出されたの？」

　グラグラする頭を押さえながら問うと、メルヒは俺のよく知るいつもの愛想もそっけもない顔のまま答える。

「いいえ、私は彼女の横暴に耐え切れず辞職してきました」

「そう」

「私は先代様の時代からリンゲインの王族に仕える身です、私の全ては姫さまのものです、どうぞご自由にご用命下さい」

「あ、ありがと」

　会釈で返しながら、これって「俺のちんぽ使いたかったらいつでも言ってくれって事だよなー」と不謹慎な事を考えた。

　いや、勿論献身とか従属とかそっちの意味なんだろうけど。







　メルヒ曰く、もうリンゲインには帰らない方が良いとの事だった。

　この森を突っ切って隣のリゲルブルクに逃げ、親交の深いリゲルブルクの王室に助けを求めるのが良いのではないかと彼は言う。

　確かにリゲルの王族は皆スノーホワイトの身内なのだ。

　今は亡きベルナデット王妃は、スノーホワイトの母親の従姉妹に当たる。

（そうか……そうだった。そう言えばあの王子はスノーホワイトの遠縁だったっけ）

　意地の悪い継母に虐め抜かれ、ついには殺されそうになった可哀想な姫君に、リゲルの身内なら恩情を与えてくれるだろう。もしかしたら兵を出し、リディアンネルを討ってくれるかもしれないと言うメルヒの言葉に、俺は笑顔のまま固まった。

「えっと、それは……」

　──そんな事になったら、恐らく……。

　リンゴーン、リンゴーン。

『ご成婚おめでとうございます！』

『アミール国王陛下！　スノーホワイト皇后陛下！』

『美男美女でなんてお似合いの夫婦なのでしょう！』

　教会の祝福の鐘が鳴り響く中、色とりどりの花吹雪とライスシャワーが舞い、次々と花火が打ち上げられる。

　いつまでも止む事のない国民達の大歓声と拍手喝采の中、大通りにオープニングセレモニーの馬車が現れる。

　生花で飾りつけられた華やかな馬車の上で揺られながら、国民に笑顔を振りまく玲瓏たる美男美女は、──アミール王子とスノーホワイトである。

　ハラハラと振り出した粉雪に、二人は空を見上げた。

『どうやら大神も、私達の門出を祝福してくれているようだ。──見てごらん、スノーホワイト、雪だよ』

『本当だわ、とても綺麗ですね』

『可憐な冬の妖精達の舞いのように軽やかに舞い落ちる風花も、こうして手で触れれば儚く消えてしまうひとひらの雪のその刹那的な美しさも、神秘性を秘めた幻想的な雪の花のこの白さも、──スノーホワイト、あなたの美しさの前では霞んでしまう』

『そんな。アミー様、恥ずかしいです……』

『ふふ、照れた顔も可愛いね。スノーホワイト、ほら、その可愛いらしい顔を私にもっとよく見せて』

『アミー様……』

『あなたのような素晴らしい女性と結婚出来るだなんて、私はやはり世界で一番幸せな男だね』

『だ、だめです。大勢の方々が見ていらっしゃいますわ』

『たった今、神の下で永遠を誓い合った若い二人が口付けを交わす事に一体どんな罪があると言うの？　ほら、皆、私達を祝福してくれているよ。見たい奴には見せてやればいい』

『もう……』

『そんなに拗ねないで。あなたが私だけのものになってくれるだなんて、嬉しくて嬉しくて仕方ないんだ。これが浮わつかないでいられるものか。……でもあなたは拗ねた顔も可愛いね、夜が待てないよ。ここで押し倒して、今すぐ食べてしまいたい』

『……私、怒りますよ』

『ははは、ごめんごめん。どうか機嫌を直して、私の可愛い白砂糖姫』

　アミール王子はこくんと小さく頷くスノーホワイトの掌を取ると、純白のレースの手袋ごと口付けをした。そして真剣な瞳をして顔を上げる。

『──私は命を懸けて君を守ると誓おう。たった今、この空から降って来たばかりの清らかな六りっ花か達よりも、白く透き通った君の汚れなき心身をどうか私に守らせてくれ。この命尽きるまで』

『アミー様……』

　それはいつの日か姉に見せられた、アミール王子のトゥルーエンドのムービーの映像だった。

　甘クサイ台詞にゾワゾワと全身に鳥肌が立ったその時、また頭の中に選択肢が浮かぶ。





　１「そうだわ、アミー様に助けて貰いましょう」

　２「リディアンネルを討ち、私がリンゲインの正統なる女王として君臨しましょう。メルヒ、私を手伝いなさい」

　３「そんな、お義母様が可哀想です！」






「…………」

（あー、うん。なんつーか、もう分かってきたわ。３だろ３）

　１がアミール王子ルートに入るんだろ？　２はなんだかバッドエンド一直線っぽい。きっとこのゲームの事だから士達の肉便器エンドとかになるんだろ？　これ３だわー、絶対３だわー。

「お義母様が可哀想です、彼女にだって何かしらの理由があったはずです」

「あんな酷い仕打ちを受け、命まで狙われたというのに、……姫様は本当にお優しい」

　ピコーンというお馴染みの音と共に、メルヒの背後で上を向く矢印が見えた。

（あれ。これでいい……んだな？　間違ってないよな……？）

　猟師は今のスノーホワイトの言葉に、えらく感動したらしい。

　昂ぶり涙で潤む瞳と僅かに赤く染まったその頬を見て、俺の頬を一筋の汗が流れる。

「そう言えば、姫様はあれからどうなさっていたのですか？」

「私は……今、ある方々の家で厄介になっていて」

　それからスライムに襲われた一連の流れで、今、この森の奥にある家の中で暮らしているアミール王子の世話になっていると言うとメルヒは表情を和らげた。

「戻りましょう、アミール王太子殿下なら姫様を悪いようにはしないはずです」

　いやいやいや、なんでそうなんのかな。俺があの小屋を出てきたって事で察してくれよ。

「正直、私一人では姫様を守りきれるか怪しい」

　そう言って眉を顰めるメルヒ曰く、リディアンネルは人間ではなく魔女なのだそうだ。彼女は凶悪な魔獣や、妖魔までもを使い魔として使役しているらしい。

　しかし隣国の友好国の王太子様ご一行の元にいれば、彼女もそう簡単に手出しは出来ないだろう、と彼は言う。

（そうか、やっぱり戻るしかないのか……）

　スノーホワイトの瞳が虚ろになったその時だった。

「スノーホワイト！」

　聞き覚えのある声に後ろを振り返ると、一頭の白い馬がこちらに向かって駆けつけてくる所だった。

「ああ、良かった！」

　噂をすれば何とやら。馬上から飛び降り、スノーホワイトをひしりと抱き締める金髪の美男は、言わずと知れたアミール王子その人だ。

「ったく、この私の手を煩わせるとはいい度胸ですねぇ」

「イルミ様……」

「スノーホワイト！　心配したんだからね！　悪い子！　悪い子！　悪い子！」

「ひ、ヒル……？」

「スノーホワイト、何か困った事があったら何でも僕に言ってねって言ってたのに、もう！　酷いよ！　なんで僕に何の相談もなく出て行くの!?」

「エル、うん……」

　アミール王子に一歩遅れて、駆けつけて来た馬の上から飛び降りるとスノーホワイトを取り囲むのは見知った顔の男達で、俺は目を白黒させた。

　なんだか、毒気が抜けてきてしまった。

（──って、流されるな、俺！　ってかスノーホワイトちゃん！）

「わ、私帰りません！」

「姫様」

　窘めるような声を下男が出すが、俺はプイッとそっぽを向く。

「私の何がいけなかったの？　もしかして愛が足りなかった？」

「その逆です！」

　困ったように微笑む王子様に俺は叫んだ。

　お前等盛り過ぎ！　身がもたない！　少しはこっちの負担や体力について考えろ！　という内容を、スノーホワイトちゃんのお口から、プリンセスらしいお上品な言葉のオブラートに包んで言うと、男達は目配せをし合った。

「一人一日一回までって、これでも私達は我慢していたつもりなんだけど」

「それでも多い！　こっちは一日四回なんです！　それに絶対に四回じゃ終わらないでしょう！」

　話し合いの末、すったもんだで一日一回、日替わりで交代制という事で決着した。

　ただ、スノーホワイトが恋人達を誘うのは有りという事らしい。

（なんだそれは。俺からは誘うワケねえじゃん）

　そんなやりとりをしていると、メルヒがごほん！　と咳払いをする。その音で、王子達もようやく彼の存在に気付いたらしい。

「その男は？」

「私は先代様の代から、リンゲイン王家に仕えている者です」

「私をこの森に逃がしてくれた人で、」

「では、あなたは私とシュガーの恋のキューピットになるのか。ありがとう」

「はあ？」

「メルヒ、こちらがリゲルブルクのアミール王太子殿下で、こちらが宰相の、」

　──そして森の奥の小屋に帰宅した後、お約束通り開催された６Ｐに俺は頭を抱えた。

　俺は誘わなかった。誘ったつもりは一切なかった。

　しかし「その仕草は誘ってる」「その表情は誘ってる」「その目付きは誘ってる」と意味の分からない難癖をつけられて、スカートを捲られて、「その下着は誘ってる」とわけの分からぬ言いがかりをつけられて、いつもの様におっぱいモミモミ割れ目サワサワされてる内にスノーホワイトの体は出来上がってしまい、「ほら、やっぱり私が欲しいんでしょう？」「素直になりなさい」「俺がんばるっ！」「たっぷり愛してあげる」「……姫様」という流れで、気がついたらおっぱじまっていたのだ。

（なんだこれ。なんだこれ……）

　頭が痛い。外の空気でも吸って気分転換でもするかと思い、小屋の外に出ると小屋の前にはメルヒがいた。

　薪割りをしているその姿に懐かしさを覚えながら、近くの切株に腰を下ろして、彼の仕事ぶりを見守る。

「メルヒ、薪割りを手伝ってくれていたんですね、ありがとうございます」

「…………」

「どうしました？」

「いえ、……まさか姫様が複数でなさるのが好きだったなんて」

「は？」

「少し、驚いてしまいました」

「違います、別に好きじゃありません」

　無言で頷く猟師の頬はよくよく観察してみるとうっすら赤い。

　ああ、なるほど。この猟師はBashfulなのか。

　Dopey、Doc、Happy、Sneezy、Bashfulと攻略キャラが順調に五人も揃ってしまった。

　──このゲームの強制力から逃げられる気がしない。








性奴仕込ですよね！　俺ピンチ！









　──それはあるうららかな午後の事。

　昼食の食器を下げたテーブルをリネンで拭いている白雪姫を、にこやかに見つめながらアミール王子は言う。

「ねえ、姫、それが終わったら私と一緒にチェスでもどうだい？」

　振り返るとアミールは、チェスだろうが、ベッドのお誘いだろうが、女ならば誰もが二つ返事で了解するであろうあま～い王子様スマイルを浮かべていた。しかし、彼を見るスノーホワイトの目は半眼である。

「どうせまた、私が負けたらまたエッチな事をさせるつもりなんでしょう？　アミー様の考えている事なんてわかっていますから」

「あはははは、やはり私のシュガーは可憐で愛くるしいだけではなく、聡明さも兼ね揃えた女性だ」

「まったく」

　スノーホワイトは水が入ったブリキのバケツの中にリネンを突っ込むと、プリプリしながら部屋を出ていった。

　そんな彼女を鼻の下を伸ばしながら見送るアミール王子に、今日の天気について話すような口調でイルミナートが言う。

「ところでアミー様、そろそろマナの祝祭日が迫ってきましたが」

「ああ、もうそんなに経つんだね」

　その答えに、イルミナートはいささかムッとした表情で読んでいた本から顔を上げる。彼が耳にかけた銀縁眼鏡のチェーンが、微かに揺れた。

「エミリオ達の事だろう？　そんなに心配せずとも、もうそろそろ来るだろう」

「来なかった場合の話をしているのです。私は以前から何度も申しあげておりますが、今回の賭けはリスクが大き過ぎる」

「リスクが大きい分、賭けに勝った時のリターンは大きい」

「自分の弟を敵陣の真っ只中に置いてくるだなんて、……正気とは思えません」

「可愛い子には旅させよと言うだろう？　おかしいなぁ、イルミなら私の気持ちを解ってくれると思ったんだけど」

「何がおっしゃりたいのですか？」

「別に。私はお前の家の事情に口出しをするつもりはない」

「…………」

　バタン！

　その時、部屋の穏やかでない空気をブチ壊すように、玄関のドアが開く。

　スノーホワイトと入れ替わりに、部屋に飛び込んで来たのは、ヒルデベルトだった。

「王子王子！　昨日の夕方、若い人間の男が二人、森に入ったって森の動物達が言ってたよ！　一人は金髪って言ってたからエミリオ様とルーカスじゃないかな!?」

「ほら、来たよ」

「…………」

「では、私はそろそろ結界を解いてくるとするか」

　革のブーツの紐を締めなおし、椅子の横に立てかけていた剣を持ってアミール王子は小屋を出た。

「いにしえの邪神、〈幽魔の牢獄〉よ」

　アミール王子の手が、剣の柄に埋めこまれているパールブルーの宝石を撫でると、石はボウッと光りはじめた。

　どこからか流れ出した風が、彼の煌びやかな金髪を揺らす。

「我の呼びかけに応え、今こそ迷霧の闇を解け」

　パァン！

　水が弾けたような音が辺りに響くのと同時に、周囲の空気が軽くなった。

「さて、これでエミリオ達も迷わずここに辿り着けるだろう」

　アミール王子はそう独りごちると、剣を持って伸びをしながら遠くを見つめた。

　──〈幽魔の牢獄〉とは、この世界に七つ存在する〈神の石〉の一つだと言われている。

　〈神の石〉とは、いにしえの時代、悪戯に世界を騒がせた邪神達を唯一神が封じ込めた物である。その石を、ある大天使が堕天した時に天から地上に持ちこみ、歴史は変わった。

　しかしそれはいわゆる神話の一つだ。その大天使を奉る、アドビス神性国は聖書で普及している話なので真相は不明だ。

　この石について、アミール王子が知っていることはそんなに多くはない。彼が知っているのは、昔、リゲルブルクがアドビス神性国と友好条約を結んだ時に、この石を友好の証として貰ったという事と、この石がとても大きな魔力を秘めているという事。そして最後に、この石に自分は気に入られているらしいという事だ。

　事実、戦闘時〈幽魔の牢獄〉は自分をよく助けてくれた。

　アミール王子は魔力を持たずにして生まれたが、この剣のおかげで彼は水魔法を使う事が出来る。魔導大国としても有名な、アドビス神性国に魔術を学びに行ったイルミナートやエルヴァミトーレが「なんで基礎すら学んでない王子が、剣一本でこんな高位魔導師顔負けの術を……」と渋い顔をする程度の技は使いこなせている。

　この石の凄い所は、中に込められている魔力が無尽蔵で、何度も繰り返し術を使える事だろう。

　〈神の石〉に選ばれた人間は、魔力を持たずとも術が使えるようになる。魔力を持っている魔導士も、己の魔力を使わずとも術が使えるという優れ物で、値段がつけられないほど稀少な物だ。

　よってこの石は、リゲルブルクの国宝として認定されている。

「あれ、私のシュガーは？」

　部屋に戻ると、アミール王子が探していた人物はそこにはいなかった。

「一緒に紅茶でも飲もうと思っていたのだけれど」

「王子のものではありませんよ、私のものです」

「イルミ、シュガーは？」

　ぼそりと呟くイルミナートの言葉を、聞こえているのかいないのか。首を傾げるアミール王子に、イルミナートは愛想もそっけもない口調で答えた。

「さあ」

「さあって」

「スノーホワイトなら、川へ洗濯に行きましたよ」

　薪の暖炉の中で焼いていたクッキーの焼け具合を確認していたエルヴァミトーレがそう答えると、アミール王子は眉を寄せる。

「結界を解いたから、外に出る際には用心をするようにと言おうと思っていたのだが」

「ああ、それなら問題ありませんよ。先日、スノーホワイトには僕が作った魔物避けの護符を渡してあります。魔物が出る時間でもない。川で洗濯をするくらいなら大丈夫でしょう」

「私も、姫様には獣避けの鈴を渡しています」

　裏でやっていた薪割りが終わったのだろう、首にかけたタオルで顔の汗を拭いながら部屋に入って来たメルヒにアミール王子は破顔する。

「そっか、それなら安心だね」

「それより、スノーホワイトが帰ってきたら皆でお茶にしませんか？　もうそろそろクッキーも焼けますから」

「やったー！　俺、俺、ここの席！　スノーホワイトの隣がいい！」

「犬っころ、お前はそろそろ遠慮というものを覚えなさい」

「私の知らない所でも、こんなに沢山の人に慕われていたなんて、……姫様は流石です」

　──朗らかに笑う男達は、スノーホワイトに対人間用の防犯アイテムを渡していない事に気付いてなかった。
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　男が五人もいると、洗濯物の量は馬鹿にならない。

　今日のように天気の良い日は、洗濯は最優先の家事だった。

　男達の洗濯物が山のように入った大きな籠を持ち、川に向かったスノーホワイトは──今、川から少し離れた茂みの中で、見知らぬ男達に押し倒されている。

（何故だ。一体何故？　またしても、何がどうしてこうなった……？）

　あっという間だった。三日月型の短剣ダガーを持った、いかにも盗賊といった風体の男達に囲まれて、口を塞がれ、悲鳴を上げる暇もなかった。

　叫んで助けを呼ぼうにも、男の日に焼けた真っ黒い手が、スノーホワイトの口を塞いでいる。

「な？　だから言っただろ、ここに小屋があって女がいるのを見たって」

「信じらんねぇ。こんな別嬪さん、生まれて初めて見た」

「これだけの上玉だ、処女ならいい値段が付くだろう」

「綺麗な肌だなぁ。野良仕事で日に焼けた様子もないし、お貴族様の愛妾か何かか？」

「服も高そうだ。──おっ！　こっちの籠の中に入ってる服も、全部売れそうだぞ！」

　必死に手足をバタバタさせて抵抗するが、舌なめずりしながら自分を押し倒している男達にすぐに押さえつけられ、下着を脱がされてしまう。男に足を広げられ、花溝の合わさった花びらを開かれ、奥のあらぬ部分まで暴かれて。俺の頭の中は──恐怖、羞恥心、屈辱感、嫌悪感、色々な感情でごちゃ混ぜになった。

「なんだなんだ。こいつ、処女じゃねえな……」

「ああ？　じゃあ売れねぇのか？」

「大した値が付かんようなら、性奴にしてうちで飼うか？」

（おい、待ってくれよ）

　今、恐ろしい言葉が聞こえた。さらりと聞こえた。

「いや、処女じゃなくてもこの容姿だ。性奴として仕込めば、それなりの値段はつくだろう」

「なら売る前に俺達も楽しませて貰おうか、もう膜がねぇんだからヤリたい放題だ」

「むー！」

（ヤリたい放題!?　ちょっと待って！　何言ってんのコイツ等！）

　じたばた暴れながら小屋がある方を振り返るが、誰も気付かない。誰も助けに来ない。

（こ、これは……まさかバッドエンド？　盗賊達の性奴隷ＥＤ？）

　頭が真っ白になる。

「しっかし女なんて久しぶりだなぁ、新しいアジトに移ってから女日照りが長かったから楽しみだぜ」

「お前は王都にいた頃から、商売女にも相手にされてなかっただろうが」

「違いない」

　ドッと笑う男達を俺はしばらく呆然と見上げていたが、汚い指で膣口を弄られている現実を脳が認識した瞬間、猛烈な怒りが込み上げてきた。

　自分の体を、自分の許可なく好き勝手にされてる事に対する怒りだ。

　──正直な話をしてしまうと、俺は男時代からレイプ願望があった。──勿論する方ではなくされる方である。

　しかしその対象は自分好みの美人相手だ。こんな汚いおっさん連中ではない。

　自分が美少女になって、無理矢理襲われるシーンを妄想してしこった回数も数え切れない。しかしその対象もやはりこんな汚いおっさん連中ではない。俺好みの痴女系爆乳美女や清楚系のふたなり美人メイド、性欲過多のサキュバス、ロリババア吸血鬼、スク水を着たボーイッシュな幼馴染、金髪ツインテのツンデレお嬢の男の娘が相手だ。

（こんなの……無理……っ！）

　毛がぼうぼうと生えた浅黒い腕には毛穴が浮かび、淡褐色のシミや老人性イボまで浮いている。黄ばんだ爪の先には少し泥が入り込んでいて、息も臭かった。

　男達の全てに生理的嫌悪感が催し、吐き気がする。

　女の体は受け入れる側だからだろう。不潔なもの、醜悪なもの、汚らわしいと感じるもの、不衛生な男を受け入れる事は基本的に難しいのかもしれない。

　性交には、病気や妊娠のリスクもある。女にとって妊娠や出産は命懸けだ。この中世の世界ならなおの事。だからこそ、好きでもない、特に魅力も感じない、優秀だとも思えない男の遺伝子を残す事に自分の命を賭けるなんて、とんでもない事だと感じるのだろう。

　これは、女の生物的な防衛本能によるものなのかもしれない。

　ふと、王子達の顏が脳裏に浮かぶ。

（あいつ等とこいつ等の一体何が違うんだ？）

　自分の体を好き放題されている事実は何も変わりない。アミール達に、こんな激しい嫌悪感を感じた事がなかったのは、あいつ等が清潔感のある美形達だったからなのだろうか？

　それとも他に何か理由があるのだろうか？

　──分からない。

　いや、本当はどこかで気付いてる。……ただ、俺が認めたくないだけで。

「っ！　いやぁ、あっ、ァッ、……や、あぁああっ！」

　と思ったのだが。

（あれ？　これはこれで悪くないかもしれない……）

　スノーホワイトのような超絶美少女が、小汚いおっさん達に汚されていくこの感じ。イケメン達の交わりでは感じる事の出来なかった、綺麗なものが汚いものに汚されていくこの感じ。

（そうか、これはあれか……！）

　敗北した姫騎士がオークの集団に捕らえられ、陵辱される同人ゲーム的なアレ。可愛い素人ＪＫが腹の出たオッサンに犯される援交動画的なアレ。「アイドルだ☆マスター」や「ラブライフ！」の同人誌で、アイドル達が脂ぎったブサデブのおっさんプロデューサーに枕を迫られて、無理矢理犯られちゃうアレ。もしくは彼氏とのツーショットをドルオタに撮られて、「週刊誌にバラされたくなければ」と脅迫されて犯されたりするアレ。この感覚、アレに近いと思う。

（おお、これはこれで、なかなか……？）

　「避妊薬飲んでるし、まあいっか？」と自分で自分の許容範囲の広さに感心しながら、あんあん言っていたその時の事だ。

「こっちはどうだ？」

「あー、こっちも開通済みだなぁ、仕込まれてるねぇ」

　唾をつけた親父の芋虫みたいな汚い指が後ろの蕾の中に挿入された瞬間、顔が引き攣った。

（──と思ったけど、やっぱり自分がされるのは無理！）

　そんな事を思っていると、盗賊の一人が、近くの樹の幹に引っ付いていた黒い何かを捕まえて、こっちへ持って来た。

「いいもん捕まえたぞ」

　一瞬、蛇かと思ったが、よくよく見てみると蛇でもない。鎚に似た形態の、胴が太いヘビのような不思議な生物だった。結構ぐろい。

　その謎の生物は、おどろおどろしい見た目とはミスマッチな意外にも可愛らしい声で「チー！　チー！」と鳴きながら、男の手の内でビタンビタンと暴れている。

　亀頭を彷彿とさせるその頭部には目や鼻はないが口があり、口の中からは二又に別れた舌先がチロチロと覗いていた。

　もしやこれが噂に聞くツチノコ……だろうか？

「お嬢ちゃん、これが何か分かるか？」

　ポカンとした表情を浮かべるスノーホワイトの目の前に、盗賊はその謎の生物を突きつけるようにして笑った。

「これは〝膣ちつの子〟っていう淫蟲なんだよ」

（チツノコ……？）

　チツノコの紅い舌に鼻先を舐められた俺は、しばし呆然としていたが、ふと我に返る。

　はい！　また来たよ淫蟲シリーズ！

　淫蕩虫の次はチツノコかい！　もういい加減にしろ！

「名前の通り、こいつらは女の膣の中に入るのが大好きな子でなぁ」

「ひぁっ！」

　膣口にチツノコの頭部を近づけられて、思わず腰を引こうとするが、後ろから押さえている男がいるので、体はビクともしない。

「おまんこに入れてもいいし、こうやって尻ン中に入れてやってもいいんだよ」

「きゃあ!?　あぁっ、はぁ、ッあ！　だめ、だめぇっ」

　チツノコは、スノーホワイトのもっとも秘めやかな蕾ににゅるんと入っていく。

「こっちに入れるとなー、中のもん全部喰ってくれるから、前処理をしなくて済むんだぜ。だから娼館の姉ちゃん達には大人気の蟲なんだ」

「いや、ぁ……こんな、ヘンな、の！　取って、くださ……っ！　ぁんっ！」

　あっと言う間に、チツノコはスノーホワイトの体内に潜り込む。尻尾以外の全てが、中に収まってしまった。

　未知の淫蟲に恐怖を感じる間もなく、チツノコの頭が腸壁越しに子宮を揺さぶるように攻めはじめる。

「やぁ、んっ！　ッぁあ、あっ！」

「もう感じはじめてやがる、このお嬢ちゃん」

（嘘だ……そんなわけ、）

　下卑た笑みを浮かべて笑う男の言う通りだった。

　スノーホワイトの蜜壷からとろりと零れた蜜を見て、男達はまた笑う。

「ッん！　ぁ、やぁああっ！　やめ、て、イヤ……っ！」

「ほれほれ、男が欲しいんだろう？　言ってみろよ」

「いらな！　いらな、い……っ！」

　汚い指で入り口付近を弄ばれ、涙ながらに抵抗すると男の一人が縄を取り出した。

「とりあえずアジトまで連れて帰ろう」

「え、ここでヤっちゃわねーの？」

「俺達が先に犯したら親分に怒られちまうだろ」

「黙っておけばバレなくね？」

「バレた時が怖いだろ」

　そのまま猿轡を噛ませられた俺は、馬に乗せられる。

「まさかこんな森の奥にこーんな別嬪さんがいるとはなぁ」

「な、俺の見間違いじゃなかっただろ？」

（誰か！）

　馬上で暴れながら、俺は、いつの日か姉が言っていたことを思い出した。

『エミリオたんとルーカスさんは、盗賊に浚われたヒロインちゃんを助けに来るんだけどね。18禁版はそん時、初っ端から３Ｐなんだって！　凄い過激でしょ!?　ちなみにステータスが足りなかった場合は二人は助けにこないの。その代わり盗賊のアジトに着いたら、右に逃げるか、左に逃げるか、選択肢が２つ現れるんだ。右に逃げても左に逃げてもレイプＥＤなんだけどね！』

（あれ、もしかして、これ、最後の二人が揃っちゃうイベント……？）

　それとも右に逃げても左に逃げてもレイプＥＤって奴なんだろうか？

　石のように固まった俺の背筋を、冷たいものが流れた。








ツンデレですよね！　王子さま！









　盗賊達のアジトは、スノーホワイト達が暮らしている小屋から少し離れた場所にあった。

「門を開けろー、お帰りだぞ！」

「今日は良い土産があるぞ、お前等！」

（うわ、デカ……！）

　大きな湖面沿いに建てられているその古城は、シャンティエルゴーダの城よりも大きく、圧倒されてしまった。

（あれ、この紋章……？）

　大きな門扉の両端には、見覚えのある紋章が埋め込まれている。赤い盾の中に描かれた、金色の龍の紋章は、スノーホワイトにとってとても馴染み深い紋章だった。

　この城は、どうやらスノーホワイトの──リンゲイン王家の物らしい。スノーホワイトの知識によると、八百年前、教皇国カルヴァリオからリンゲインが独立した時に建てられた物なのだとか。

（でも、まさか、盗賊達に乗っ取られているとは……）





　　太陽の化身を従え、蒼天を制する紅鏡の王

　　かの者は言う　ロードルトの敵には旱魃かわきを

　　かの者は言う　落暉の王には永劫の殃禍を

　　太陽王に終りなき栄光を

　　太陽王に光あれ






　その時、俺の頭に浮かんだのは、リンゲイン独立共和国の国歌の一節だった。建国記念日や、国家的行事などで国民が一斉に歌うアレだ。

　一説ではリンゲインの建国者、ロードルト・リンゲインは金色のドラゴンを従えていたと言われている。

（そうだ、確か……）

　俺の頭に、スノーホワイトの知識がブワッと溢れだした。







　むかしむかし、リンゲインという国が誕生する前の事。西の大陸を、教皇国カルヴァリオが制していた頃。この辺りは、カルヴァリオに搾取されるだけの辺境の土地だった。

　そんなある日、一人の青年が立ち上がる。彼の名前は、ロードルト・リンゲイン。太陽の化身のごとく、光り輝く金こん色じきの竜神を従えた彼は、その力を持って、民達を虐げる兵達を追い払った。そしてロードルトは、誰もが皆、何者からも支配を受けない、自由の国。独立共和国を建国する。──その国の名前は、リンゲイン独立共和国。スノーホワイトの母国だ。

　その時、ロードルトに力を貸したドラゴンは、王家の紋章と国旗になって、今もリンゲインの民達から愛されている。

　しかし、この物語には続きがある。

　民衆は豊かさを求めた。復讐を──侵略を求めた。強い王を求めた。そして、ロードルトを、玉座に座らせようとした。戦争と君主制を何より憎んでいたロードルトは、それを拒否し、森の中にある湖で、竜神と共に永い眠りについたと言われている。

　──それが、この場所だ。

（そうだ、この湖にはスノーホワイトの御先祖様と、王う家ちに仕えるドラゴンが眠ってるんだ！）

「んー！　んむむむむむー！」

　湖に向かって叫んでみる。

「…………」

　返事はない。ただの屍……ではなく、ただの湖のようだ。

　悲しいかな。スノーホワイトの呼びかけに、永き眠りから目覚めたドラゴンが、盗賊達から俺を助けてくれるというファンタジーが起きる気配は、微塵も感じられなかった。

（そうだよな。ここ、正統派ファンタジーの世界じゃないもんな……。乙女ゲームの世界だもんな……。しかもエロゲの世界だもんな……）

　諦めにも似た想いが胸を過ぎる。

　確かに俺もエロゲをやってて、いきなり王道ファンタジーが始まったらキレるだろうし、仕方のない事なのかもしれないが──、

（おい、ドラゴン！　お前の仕える王家の末裔の美しき姫君（俺）の貞操がピンチなんですけど！　……あの、ちょ、俺、本当にロードルト・リンゲインの、太陽王の末裔なんですけど！　このままだと俺、ならず者達に犯されちゃうよ!?　いいの、ねえ、いいの!?　ここは助けとこうよ！）
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　スノーホワイトが連れていかれた城の最上階は、とても不思議な造りの部屋だった。

　どこか神殿めいた造りの玉座の間には、黒曜石の大きな祭壇が厳かな顔をして鎮座している。

　祭壇の奥には壁は存在しておらず、大きな柱の向こうには湖が見え、ミュルクヴィズの森全体が一望出来た。

　スノーホワイトはドレスを剥ぎ取られると、縄で戒められ、黒曜石の祭壇の上に寝かされた。──まるで湖の中に棲む、何者かへの供物か何かのようだ。

「やぁっ、んっ、も……！　許し、てぇっ」

　あれからずっと、後孔に入れられたままのチツノコにより、スノーホワイトの体は完全に出来上がってしまった。

　今までも何度か、淫蟲の類を使われた事はあったが、こんな長時間使用された事はなかった。

　チツノコとは淫蕩虫と同じように、人間の女の体をよく理解しているらしい。スノーホワイトの蕾から二又に分かれたチツノコの尻尾がチョロチョロと出ているのだが、カタツムリの触覚のようなその尻尾は陰核を挟み、中のチツノコの動きと連動して振動する。

　気持ち良いには良いのだが、──しかし、チツノコは今までの虫と違い、達する事が出来ない虫だった。

　陰核への刺激は微々たる物で、中のチツノコ本体の動きも達するには至らない。

　焦らされて、焦らされて、焦らされて、焦らし続けられて、体に溜め込まれた爆発寸前の熱がさっきから解放を求めているのだが、盗賊たちの親分とやらは外出中でまだお帰りにならないらしい。

　もう誰でもいいから、さっさと犯して欲しい。

　スノーホワイトの体は、既にそんな状態になっていた。

「イキた……い、の！　はっ、ッ、っん、はぁ、……い、イかせ、て……っ！」

「ははははは、随分出来上がって来たねぇ」

　盗賊の男の手が、スノーホワイトの幼なさをとどめた乳房に伸びた。

　大きな男の手で、汗ばんだ乳房を鷲掴みにされる。硬く尖りはじめた部分を指先で押し潰されただけで、スノーホワイトは簡単に達してしまった。

「っは！　あ、ああっ、やっ、やだぁっ！」

「若い子のおっぱいは張りがあっていいなぁ」

「おお、本当にいい乳してんな。乳首をこんなに固くしちゃって、俺達に乳を揉まれるのを待ってたのか？　え？」

「ひぁッ!!　んあっ、……ッ！　や、やめ、やめてぇ……っ！」

　ますます下肢は痺れ、狂おしいほどの快楽が体中を駆け巡る。

　俺はもう、ただ喘ぐ事しか出来なかった。

「あー？　何をやめてほしいんだよ？」

「乳首！　やさしく、して……くださ、っ！」

「なら、ちゃんとその可愛いお口で言わなきゃねぇ」

「ッう、はあ、あっ！　やさしく、して……、くださ、い……っ！」

「そんなんで許してもらえると思ってんのか？　あ？」

「ひゃぅっ！　は、んっ、あぁっ！　……ごめんなさ、ごめんなさ、い！」

　キリキリキリと思いっきり乳首を抓って引っ張られて、痛いのか悦いのか判らずに涙がボロボロと零れた。

　そんなスノーホワイトの様子に、男達はまた笑い声を立てる。

　今まで五人の男達と関係を持って来た俺だが、やはりこれは無理だと思った。

　あいつ等にはなんだかんだで俺は愛されてるし、大切にされている。──しかし今、ここに愛はない。スノーホワイトはこの男達の性の捌け口にされ、弄ばれているだけだ。

　自分を性の捌け口にして弄んでる相手が美女ならば、フル勃起確実だが、相手は汚らしいオッサン達なのだ。勃つ物も勃たない。……と言うか、勃つものが今はない……。

　男の体のまま、女達に凌辱されたとしても、俺はここまでの恐怖を感じなかっただろう。だからこそ前世の俺は、そんな妄想をして夜な夜なシコる事も出来たのだろう。

　本当に今更だが、男時代の俺は、明らかに想像力が欠如していた。女の身になってそれを初めて実感した。──望まぬ妊娠の恐怖もだが、男女の力の差、そして生命の危機も。

　何日風呂に入っていないのか、男達からは異臭がした。しかしどんなに嫌だ、気持ち悪いと思っても、後孔で蠢くチツノコのせいで秘所からはとろりと熱い蜜が溢れ出す。

「可愛いねぇ、おじさんもう待てないよ」

　それを見た一人の男が下衣の前を緩め、既にそそりたつ物を露出させた。

「ッあ！　ふぁっ……やぁぁ……」

「駄目だぞ、口使え」

「わかってるよ」

　恐らく数日洗っていないと思われる陰茎を顔に近づけられた瞬間、俺は思わず顔を背けた。むわんと漂う刺激臭がキツイ。

（やっぱ無理ですぅ─────っっ！）

「ほらほら、ちゃんとしゃぶれよ」

「お願いです！　許してくださいっ！　やだ、やだやだ、ダメぇええ……っ！」

　必死に顔を背ける俺の鼻を男が摘む。

「んぐ、んんんんん……っ！」

（苦しい……っ！）

　酸素を求めて口を開いたスノーホワイトの紅い唇に、アンモニア臭漂う恥垢がこびりついた陰茎が挿し込まれそうになったその時の事だった。

　バン！

「その少女を放せ、この薄汚いならず者達め！」

（え……？）

　勇ましく扉を開け放ち、玉座の間に乱入してきた金髪の美少年の姿に、俺はギョッとする。

（こ、この美少年は……）

　彼が剣を構えた瞬間、彼の肩の肩章と胸の飾緒がちゃらりと音を立てて揺れる。

　薄暗い城の中で惜しげもなく黄金をばら撒く鮮やかな金髪、厳かな夜の月の光のような青い瞳、気高さと気位の高さが見え隠れしている気品ある顔立ち。すらりと引き締まった体軀を包む金で縁取られた白い軍服。──俺はこの美少年の事を知っている。

「なんだなんだ！　侵入者か!?」

「何者だ！　下の警備はどうなっている!?」

（アキの最萌えキャラ、エミリオ王子だ……）

　彼の登場で、場の照度が一気に上がったような錯覚を覚える。この現象にも、覚えがあった。今もあの小屋にいるであろう王子様が登場すると、このようにキラキラと場が華やぐのだ。あれはアミール王子のメインヒーローならではのエフェクトだと思っていたが、どうやら弟の方も同様の効果を持っているらしい。

　今日からあのキラキラを、俺の中で王子様エフェクトとでも呼ぶ事にしよう。

「動くな！　この女がどうなってもいいのか!?」

　白刃をふりかざし、バッタバッタと盗賊達をなぎ倒して行くエミリオ王子に、一人の盗賊が叫ぶ。

「きゃあ！」

　そして盗賊はスノーホワイトを羽交い絞めにすると、喉元に短剣を突きつけた。

「こ、殺すぞ……！」

　しかし王子様は、どこか人を試すような挑戦的な瞳を細め、フンと鼻先で嘲うだけで、その足を──そして、剣の捌きを止める事はしない。

　震える盗賊の手中にある剣先が、スノーホワイトの白い肌に食い込んだその時──、

　ガッ！

「よっと」

　突如天井から降っていた男の手首により、スノーホワイトの喉元にナイフを突きつけていた男は音もなくその場に崩れた。

「正義の味方参上！　なんちって」

「……へ？」

　首を振って長い三つ編みを背中に流し、格好付けたポーズを取りながらこちらに向かって小さくウインクする長身の騎士を呆然と見上げる。

　王子様の方と比べればキラキラ度は劣るが、やはりこちらも美形で、何かしら人目を惹き付けるものがある前途有望そうな青年騎士だった。

　アクが強い、一癖も二癖もありそうなこの男の顔にも俺は見覚えがある。

（このロンゲの垂れ目の騎士は、アキが付き合いたいって言ってた、チャラ男騎士ルーカス……？）

　何人もの女の子に孕ませてきたような軽薄そうな雰囲気は、女に縁のない人生を送ってきた俺の肌にも、箱入りプリンセススノーホワイトの肌にも、合いそうにない。

　俺はハッと弾かれたように天井を見上げる。

　ゴシック建築の神殿にも似た造りのこの城の天井は、細い柱によって、格ベ間イと枝リヴによって分節された天井様式ヴォールトだ。格間が細分化されているその下には、以前はスデンドグラスが入っていたのだろうと思われる高窓クリアストーリが幾つも連なっている。

　恐らくこのチャラ男騎士──ルーカスは、エミリオ王子が盗賊達をひきつけている間に、外側の屋根から回り込んだ。そして上部の飛び梁を渡って、高窓伝いにこの部屋に侵入したのだろう。

「浚ってきた女の子に淫蟲を使って性奴に仕込もうだなんて、顔の悪い男達は大変だねぇ。そうでもしなきゃ、女の子の一人も自由に出来ないなんて」

　俺を背後に庇うようにしながら、チャラ男騎士は抜刀する。

「なんだとぉ!?」

「かかってこいよ、相手になってやるぜ」

「ルーカス、そっちは任せたぞ！」

「あいあいさー！　しくじんないで下さいよ、エミリオ様！」

「フン、誰に向かってものを言っている！」

　颯爽と現われた二人は、あっと言う間に盗賊団を壊滅させたのだった。







「大丈夫かい、お嬢さん」

　盗賊たちを縄で縛った後、チャラ男騎士の方に声をかけられるがその時既に遅し。──俺は、チツノコのせいで完全におかしくなっていた。

「ああ、うぅ、」

「これは酷い……、ちょっと待ってろよ、今助けてやっからな」

　慌ててチツノコを引き抜かれるが、体は小刻みに痙攣したままで、体内から抜かれてしまったチツノコが名残惜しくて仕方がない。

（駄目だ、ヤリたい……）

　我慢しろ我慢しろ我慢しろ。

　これ以上、恋人おとこを増やしてどうする。これ以上、経験人数を増やしてどうする。駄目だ駄目だ駄目だと心の中で念仏のように何度も繰り返す。

　どこかで警鐘が鳴っている。──だけど。それでもどうしようもないほど、体が熱くて熱くて苦しかった。

　この体の内で燻ぶった熱を解放して欲しい。

　もう盗賊でも、汚いおっさんでも、逆ハーメンバーでも何でもいいから。

「騎士さま……たすけ、て」

　もう、我慢の限界だった。縋るように男の腕を掴む。

　その騎士は、全裸の美少女スノーホワイトを見下ろして、固まった。きっちりとした騎士服の詰襟の下で、男の大きな喉仏がゆっくりと動く。彼が生唾を飲みこむ音がこちらまで届いた。

　ルーカスの顔から表情らしき物が消える。

　次の瞬間、深いアーモンドグリーンの瞳に燃え上がる情炎に俺は確信した。

（あー、またしても惚れられてしまったわ……）

「チツノコか、……しゃーないな」

　そう言って、その騎士は襟元の鈎ホックを外した。低く押し殺したような声に、今度はこちらの喉がごくりと鳴った。

「……今からあんたを犯す、いいか？」

　「ああ、やっと犯して貰えるんだ」と思った。体が期待でゾクゾクと震えて、それだけで達してしまいそうになる。

　最近スノーホワイトちゃんの体はおかしい。すぐにイク。連日の昼夜を問わない恋人達とのまぐわいで、もしかしたらポルチオとやらが開発されてきているのかもしれない。

　俺は、肯定の代わりに男の腕を掴む手に力を込める。

　騎士はスノーホワイトのその淫猥な期待に応えるように無言で頷くと、ズボンの中から反り勃ったモノを曝け出した。

（うわ、おっきい……）

　野性味溢れる男の物の形と、その雄の匂いに頭がクラクラする。

「る、ルーカス！　何を考えているんだ！」

　──その時、邪魔が入った。

　姉の最萌えキャラ、ツンデレ王子エミリオ君だ。

　スノーホワイトを祭壇の上に押し倒した騎士が、舌打ちしながら王子様を撥ね付ける。

「これは淫蟲です、中で吐精しなければこの子は快楽で悶え狂い死んでしまう！」

　あー、やっぱそんなオチか。

　どっちにしろここでこいつらとのイベントセックスは避けられないようだ。

「し、しかし、初対面の女性に、そんな事を……！」

　生娘のように頬を真っ赤にして叫ぶ主をよそに、チャラ男騎士はスノーホワイトの蜜で溢れ返った場所におのが熱を埋め込んでいく。

「悪いけど、ちょっと我慢しててな」

「っく、はぁ、あぁ、あ、あああああああっ！」

　熱を全て埋め込むと、男はスノーホワイトの細腰を掴んで体を揺さぶりはじめた。

「あの坊やはほっといて、オニーサンとちょっくら気持ちイイ事しましょうねー」

「あっ、は、やぁ、あんっ……ん！」

　膣奥を男の熱でグリグリやられながら、胸の先端を口に含まれて、甲高い悲鳴のような物が上がる。

（あー、確かにこれヤリチンだわ……）

　ワンコの時みたいに躊躇いもせず、一気にちんぽ突っ込みやがった。

　腰の振り方も、胸の愛撫の仕方も妙に手馴れてる。超手馴れてる。──ヤリチン確定だ。

「痛くないですよー、怖くないですよー、ちょーっとお注射するだけですからねー」

「きゃん！　あっ！　……ふぅっ、あ、ああ、」

「ん？　ここ？　ここがいいの？」

「だめ、だめですっ！　そ、そこ、っく、う、ッん！　……やぁあああああっ！」

　何がお注射だ、この変態！

　心の中でこの非童貞を罵りながらも、俺は内心舌を巻いていた。

（やばい、コイツ上手い……っ！）

　奥のいい部分を重点的に攻められて、頭が、そして視界が真っ白になる。目の前でパチパチと白い火花が散って、スノーホワイトは呆気なく達してしまった。

「もうイっちゃったんだ？　んー、キミ本当に可愛いねぇ、オニーサン、真剣に惚れちゃいそう」

　絶頂の余韻も抜けきれず、ビクビク痙攣している体に、男は更なる快楽を刻み込んでいく。

「感度も抜群だし、感じてる声も顔もめっちゃ可愛い。最高。モロに俺のタイプ。この手の平にすっぽり収まるサイズのおっぱいも、マジ俺好み」

「っん！　ッ！　だ、だめ、だめ……っ！」

「てかさー、マジでこのまま俺と付き合っちゃわね？」

「なに、を、い、……あ、ああっ！」

　チャラ男騎士は、恋人同士がするように、スノーホワイトに甘く口付けながらそう囁いた。口調こそ軽いが、その目がえらく真面目に見えるのは何故だろう。

　これが世のヤリチン達の口説きテクなのか？　それともやはり、惚れられてしまったのだろうか？　流石は俺……じゃなかった、最強美少女ヒロインスノーホワイト、世界で一番美しい潤うる艶つやストレートヘアーを持つ18歳！

「……しかし想像以上に凄いなこの淫蟲、ヤバ。もう、持ってかれそう」

「騎士さま、ッあ！　ぁ、ああ……！」

　快楽の涙でぼやけた世界に白い火花が散り、背中がのけぞった。

　チツノコのもどかしい刺激により、体にずっと溜まっていた熱が霧散していく。

（だめ、またイク……っ！）

　達した時、限界までぴんと伸びた左の足首が吊ってしまったようで、足首が痛かった。

　男の背の向こうで揺れる自分の爪先──足の指がおかしな形になったまま固まっているのが見える。

　でも、もうそんなの構っていられない。

　息も絶え絶えになりながら、汗と涙でぐちゃぐちゃの顔でただよがる事しか出来なかった。

「こら！　ルーカス、僕の話を聞いているのか!?」

　不敬極まりない騎士は、スノーホワイトを穿ちながら面倒くさそうな顔で王子様を振り返る。

「女性とお付き合いした経験のないオコチャマのエミリオ様には、刺激が強過ぎますもんね。いいですよ、俺が彼女をお助けしますから、王子は一時間くらいそこいらを散歩でもして来てください」

「な、なんだとォっ!?　ぼ、僕にだってそのくらいっ！」

　チャラ男騎士の言葉に、王子様は激しく憤慨した。ゆでだこのように真っ赤になったツンデレ王子の顔からは、噴き出す湯気まで見える。

　姉の最萌キャラは、バッ！　と勢いよく上着を脱ぎ捨てると、肩を怒らせながら俺達の前までやって来た。

　祭壇の上で喘ぐ美少女──と言うか、俺の前まで来ると、彼はフンと鼻を鳴らす。そして、俺を睨みつけるように見下ろしながら、ズボンのベルトに手をかける。

　下衣から露出した王子様の物は──育ちの良さそうな上の顔と同じく、育ちが良さそうな品のある顔をしていた。

「あなた……は……？」

（と言うか、なんでおまいもちんぽ出すんかな……？）

　恐らく今のスノーホワイトの顔は引き攣っている。

（なるほど、この流れで初対面で３Ｐになるのか）

　そんな事が分かっても、全く嬉しくないんだが。

（アミールの、弟……だよな……？）

　近くで見てみると、エミリオ王子の顏はスノーホワイトの処女を奪った王子ラッキースケベと、とてもよく似ていた。髪色も瞳の色も、そのキラキラした王子様エフェクトも兄そのものだ。

　ただこちらの金髪は、兄よりも猫毛で柔らかそうだ。跳ねっかえりやや癖がある。

　いつも穏かな笑みを湛えているのがデフォルトの兄の方は、よくよく見ないと釣り目がちなのが判らないのだが、弟の方は一目瞭然の釣り目君だ。ハリウッド女優によくいる、綺麗な形の下三白眼をしている。

「僕の名前はエミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルク。リゲルブルクの第二王子だ」

「え……？」

　やっぱりアキの最萌キャラで合っているようだ。

「フン。……女、お前は自分の幸運に感謝する事だ。本来ならば僕のような高貴な者に抱いて貰える機会なんぞ、なかなかないのだから」

（いや、いいです。マジいらないッス）

　あんたに犯られたら流石にまずい。姉バレ……する事はないだろうが、バレたら気まずい。殺される。

　それだけではない。この王子様とヤってしまったら最後、俺の体を通して本当の意味での穴兄弟が二組成立してしまう。なんだかそれってスッゲー嫌すぎる。

「ほら、さっさと脚を開け、抱いてやる」

「きゃぅ！　ま、待、…………、」

　ガッ！

　チャラ男騎士を押し退けて、王子様は俺の脚を開く。

　エミリオ王子を遠目から見た印象は、線が細いイメージだった。エルヴァミトーレと同等の華奢な体付きだと思っていたが、近くで見るとそうでもない。アミール王子と同じく、こちらの王子様も軍に入り戦闘訓練を受けて育ったのだろうか？

「ッあ、あ、あぁあああああっ！」

「くっ……きつ、い」

　自分自身をスノーホワイトの中に全て収めると、王子様は眉を絞り、歯を喰いしばる。

　何故か、キッ！　と睨まれ、俺は動揺した。

「えー、王子。酷いッスよ、俺途中だったのにー」

「そんなの、知るか」

「じゃあオニーサンはこっち使わせて貰っていいかな、お嬢ちゃん」

　スノーホワイトの体は、子猫でも持つみたいに容易くルーカスに後ろからひょいと背を起こされて抱き上げられる。

　にゅぷぷぷ……！

　じゅ、じゅちゅ……ン、

「きゃん！　あっああああっ!?」

「うわ、こっちも凄いねー、キツキツだわ」

「おい！　ルーカス、いきなりそんな激しく、動く、な……っ！」

　後ろからも雄を埋め込まれ、二人の男に揺さぶられながら、俺は絶望していた。

（とりあえず、右に逃げても左に逃げてもレイプＥＤは免れたみたいだが……）

　──ついに、攻略キャラが７人揃ってしまった……。









第七章　君が消えた世界。











俺の残念な名前について。……下の…ね。









　俺はセンスのねぇ人間が嫌いだ。──つまんねぇギャグ、ウィットに富まない会話、だっせぇネクタイ、垢抜けない髪型と化粧、統一性のないインテリア。どんなに安売りしていても誰も買わないような家具を「得した」と言ってドヤ顔で買ってくるそのセンス。見ているだけで苛々する。

　俺は馬鹿が嫌いだ。──馬鹿とは勉強が出来ない馬鹿じゃない。人の気持ちを考えられない馬鹿や、後先の事を考えられない馬鹿の事だ。

　俺の両親の話になるが、センスのない馬鹿に限ってはもうどうしようもない。

　俺の名前は下村茂。──俺は、自分の名前が大嫌いだ。







　別に、下村と言う苗字が悪いわけではない。悪いのは下の名前との組み合わせと、うちの両親の頭とセンスだ。アイツ等は、「下村」の下に「茂」なんて最悪の組み合わせの名前を、何故俺に付けたのか。未来ある若お者れへの嫌がらせだろうか？　それとも実は、望まれた妊娠ではなく、二人は生まれる前から俺を憎んでいたのだろうか？　そんな事を真剣に考えた時期もあったが、両親は真剣に愛し合って結婚し、俺は望まれて二人の間に生まれ、両親の惜しみない愛情を受けて育った。

　──つまり、ただ単純にうちの両親が馬鹿でセンスが悪いだけだった。

　アイツ等は、息子が学校でからかわれる未来を予想出来なかったらしい。

　ちなみに俺の妹の名前は茂しげ実みだ。「お兄ちゃんの「茂」に、お母さんの名前の亜実から「実」を取って茂実にしましょう」と言う、クソババアの安直な考えから妹の名前は茂実となった。

　当然妹も学校で名前をからかわれており、登校するのが苦痛のようだ。

　俺の苗字が上村や中村だったら、名前は「茂」でも許された。

　しかし下村。されど下村。

　下の村に茂る──連想されるものは一つしかない。陰毛だ。それかちんこ。

　妹の場合は茂った実。……連想されるものは一つしかない。いや、妹の名誉のためにここはあえて伏せさせて貰うが。

　苗字が下村でも、下の名前が茂でなかったら許された。

　何故この苗字で茂にした。何故茂実にした。

　妹は将来結婚する事によりこの呪縛から逃げられるであろうが、俺は自分を婿養子にしてくれる奇特な女を見つけるしかない。

　しかし大人になって結婚するまでの道のりが、果てしなく長く感じた。

　自己紹介の度に、吹き出されるという苦痛。

　あと一体何年、この地獄と戦わなければならないのか。

　俺はあのクソジジイ、クソババアを絶対に許さない。

　──俺は両親を呪った。

　この名前のせいで俺は小学校に上がった辺りから、クラスメイト達に散々からかわれるようになる。

　小さい頃はそのせいで俺は虐められっ子だった。

　俺は強くなるしかなかった。虐めっ子達に負けないためには強くなるしかない。

　俺は強くなった。強くならざるを得なかったと言っていい。……とは言っても、別にヤンキーやＤＱＮになったわけじゃない。学校のスクールカーストで、上位に立てるように努力をしただけだ。幸い俺は顔が良かった。容姿が良いというのは、スクールカースト上位に行く時にチートとなる要素の一つだ。

　まずは今流行の音楽やファッションをマメにチェックして、染髪が禁止されている学校で、髪を染めてピアスを付ける。

　不幸中の幸いに、俺はそこそこ勉強も運動も出来た。

　ただこれはヤリ過ぎると「真面目君」や「ガリ勉」になってしまい、スクールカーストを下げる要因になるので、あまり真面目にやり過ぎない。いつも「だりー」と言って、真剣にやらない。いつも不真面目でちょっと悪ぶっているが、やれば出来る・やる時はやるというキャラは、俺の予想を上回る勢いで女子にモテた。

　スクールカーストでは、恋愛力も重要になってくる。可愛い女の子と適当に付き合っては適当にセックスもした。だが自分のカーストを下げるような女には、向こうから告られる事があっても絶対に付き合わなかった。皆に羨ましがられるような女を選んだ。

　そうこうしているうちに、俺はスクールカーストの上位のグループに入り、俺の名前を面と向かってからかってくる奴もいなくなった。

　──そして気がついた時には、俺と幼馴染の間にはどうしようもない、埋めようもない深い溝が出来ていた。





　　＊＊＊＊






　俺には、亜ア姫キと晃アキラという幼馴染の姉弟がいる。アキとアキラは顔も似ていなければ、性格も全く似ていない、双子の姉弟だった。

　家が隣という事もあって、ガキの頃は、毎日二人と遊んだ。子供の頃のアルバムを捲ってみると、どのページにも必ずアイツ等がいる。

　アキラは小学生の頃からヤンチャでムードメーカーで、クラスの中心人物で、俺は奴と幼馴染である事が誇らしかった。……とはいっても、俺の名前を最初にからかいだしたのはアイツだった。それでもアキラの友人という事で、俺は本格的なイジメに遭う事はなかった。

　弟と違って、アキは昔から大人しいタイプの女子だった。休み時間も教室の隅っこで一人で本を読んでいるような、そんなタイプの女子。友達は何人かいたが、いわゆる地味なグループと言うか。制服の着こなしから髪型までダサくてモサイ、あまり可愛くない子達だった。

　それでもアキの顔は可愛い方だったので、その陰キャラグループでは少し浮いていた。たまに派手なグループからグループ勧誘のお誘いはあったようだが、アキはいつも断っていた。あの女の性質上、地味グループの方が落ち着くらしい。

　一方、アキラの方は、若い教育実習の先生が来れば、彼氏の有無や胸のサイズを質問するお調子者系のキャラで、男子の間では人気者だった。女子には煙たがられていたが。そしてそんな弟に、姉の方はいつも溜息を吐いていた。

　小学校の頃は、俺もアキも何がきっかけでイジメられてしまってもおかしくない、低カーストに属している陰キャラだった。俺達がイジメられなかたのは、やはりアキラの存在が大きい。アキラ本人は気付いてないだろうし、俺やアキも奴に迷惑をかけられる事の方が多かったので、礼を言うつもりは毛ほどもなかったが。

　──しかし、そんなアキラに変化が訪れた。

　確か俺達が中学になるかならないかといった時期だったと思う。アキラが“どきどきメモリアル”というゲームにドハマリした。放課後は、毎日陽が暮れるまで校庭でサッカーをしたり、皆でケイドロして遊んだりしていたのに、学校が終わると直帰して、ゲームをするようになった。

「えー、今日も帰るのかよアキラ」

「最近付き合い悪いなぁ」

「悪い、二に次じ乃のさんが俺を呼んでるから」

　放課後「一緒に遊ぼう」と誘っても、アキラはそう言って風のように消えてしまう。

　最初は俺も、クラスの男子達も皆、そんなアキラにポカンとしていた。

　次第にアキラは、休み時間も今までの友達と付き合わなくなった。いつも教室の隅にいた、眼鏡やデブのオタク達──陰キャラ達とばかり話すようになった。そしてそいつらとアニメやゲームの話をして盛り上がっていた。

　女子は「馬鹿なアキラがまた馬鹿な事をやっている」程度の認識だったようだが、男子の間ではそうではない。スクールカースト上位にいたアキラが、自ら下に降りていったのだ。

　最初は皆、様子見といった姿勢だったが、アキラが上に戻ってくる気配がないと悟ると、カースト上位で権力闘争が始まった。

　そして、俺はといえばどうすればいいのか判らなかった。

　この頃の俺には、何の力も影響力もなく、いつだってアキラのおまけのような扱いだった。俺はアキラの隣にいたからこそ陰キャラ扱いされず、クラスでもそこそこの待遇を受けていたというもので。

　次第にアキラは、俺の事も避けるようになっていった。俺はアキラの他に同性の友人がいない。いても皆、アキラ繋がりだ。そして俺は、徐々にクラスで孤立していった。──最初は戸惑っていたが、俺は次第に腹が立ってきた。

（アキラ君は、俺の事全然考えてない。あんなキモオタ達のどこが良いんだよ？）

　気が付いた時には、アキラは見た目も言動までもオタク化していき、クラスの陰キャラ以外とは、ろくに話もしなくなってしまった。

　奴等の会話に耳を傾けたり、話の輪に入ろうともしてみたが、駄目だった。正直、俺にはあいつらが何を話しているのか分からない。

「←←→→↓↑↓↑×でパラメータ初期値が全て999999のチートスタートでござる。アキラ氏も帰ったら試してみるでござる」

「おおおお、助かるよ江藤！」

「デュフフフフ……」

「そ、それよりもアキラ君、昨日のサイバーマリオネットＪの最終回は見た？　エンディングのサビの部分、最終回は速はや足あし原はらさんのシングルの二番の歌詞を挿入されてたんだよね」

「あー、いつもと何か違うと思ったらそういう事だったのか。ニクイ演出だよな。そういやサイバーの監督誰だっけ？」

（何言ってるかわかんねーよ、なんなんだ、コイツ等……）

　俺は楽しげに語り合うオタクグループに舌打ちして、教室を出た。







　いつしか俺達は中学生になり、アキラとはクラスも別になった。

　その頃になると俺はアキラを頼らず、自分のクラスで自分の力でそこそこの地位を獲得していたし、彼女も出来た。

　クラスが変わった事もあって俺達の距離はまた開きだしたが、しかしそれでも俺とアキラはまだ友達だった。

　アキラは俺がどんなに諭しても宥めても、「だせぇ」とからかってみても、オタク趣味をやめる気配はない。

　最終的に俺が折れた。俺もあいつに付き合って、一緒にゲームをする事にしたのだ。

「ついにシゲもどきメモの良さが分かったか」

　「一緒にゲームをやりたい」と言って、奴の家を訪ねた時のアキラのあの嬉しそうな顔は、今でもよく覚えている。

　いつになく饒舌で、俺の肩に手を回し、ゲームについて熱く語りながら二階にあるアキラの部屋に案内された。

　アキラには申し訳ないと思ったが、俺はやはりそのゲームに興味が持てなかった。

「どの子がタイプ？　今日は特別にシゲの好みの子を攻略しような！」

　ファンブックなる物を見せられ、どこの子がいいか選べと言われて俺は困惑する。

「安心しろ、俺がついてるから大丈夫だよ。選択肢で解らない所があったら俺に聞けよ、俺このゲームの事なら何でも知ってるから。全キャラコンプ済みだから」

「え……ああ」

　「大船に乗ったつもりでいろ」とでも言うような顔で、俺の肩を叩くアキラには悪いが、やはり俺には色々と厳しいゲームだった。主人公のステータスをチマチマ上げる作業が面倒に感じたし、最初は声をかけても冷たい女キャラ達にも腹が立った。中には放課後「一緒に帰ろう」と声をかけただけで、悲鳴を上げて逃げていく女までいる。

（なんだこのゲーム。なんだこの糞女達）

　アキラ曰く、この嫌われた状態から女の子達を口説き落とすのがまた快感らしい。

　「マゾかよ、頭がおかしいんじゃね？」と思った。こんな面倒な事するより、クラスの女に声をかけた方が一発じゃん。こんな手間隙かけなくても、リアルの女の方が簡単に落とせるし。

　コイツが今つるんでる陰キャラ達だったら、そりゃクラスの女子に声をかけても気味悪がられるだけだろうが、アキラも顔だけなら並の上程度なのだ。

　もっとちゃんとした格好をして、昔みたいにクラスのムードメーカーに戻って、女子の前での態度を改めればいい。そうすればアキラだって、そこそこ可愛い子と付き合えるはずだ。

　──そして、やっぱり俺はこの手のゲームが生理的に受け付けなかった。

　俺はこの名前の事もあって、ダセぇ奴が何よりも嫌いだ。親友がオタクなんて激ダサな奴になっていくのを、止めたかった。ゲームも一緒にやればやるほどドン引きした。こんなゲーム早く止めさせなければ、と思った。

　それから何度かアキラに連れられて秋葉原に行ってみたが……正直、反応に困る街だった。俺の嫌いなダッセー奴や、キモブサ男達がうようよしている。なんだあの街の眼鏡率とチェックのシャツ率。しかもなんで皆、律儀にチェックシャツをズボンにＩＮしてるんだ。

「せっかく東京に来たんだから、こんな所じゃなくて原宿とか渋谷に行って服買おうぜ」と言うと、アキラは露骨に嫌そうな顔をして「……このリア充が」と呟いた。

「リア充って何だよ？」

「お前の事だよ」

　次第にアキラの言葉にはオタク用語だけでなく、ネットスラングまで混ざってくるようになった。服もどんどんダサくなり（とは言っても元からイケてる方でもなかったが）、部屋までおかしくなった。今のアキラの部屋には、どきメモの女の子のポスターが壁一面に貼られている。登校時に学ランの下に着込んでいるＴシャツも、どきメモのＴシャツだ。部屋にはフィギュアまで飾ってある。

「やめろよそれ。そんなの学校にまで着てくんなよ。最近お前だっせーぞ」

「何言ってるんだ、このイラストは神絵師まかろにーぬ氏のイラストだぞ」

　不服そうな顔で学ランの下のＴシャツの皺を伸ばして、猫耳メイドの女の子を見せられるが「だから何だ？」といった感想しか持てない。

「お前ホント分かって言ってんの？　あのまかろにーぬ氏のイラストだぞ。支部の上位ランキング常連のまかろにーぬ氏の直筆サイン入りＴシャツだぞ。このＴシャツいくらするか判ってる？」

「誰だよそれ、有名人かよ」

「だから支部の超有名人だっつーの」

（支部って何だ？）

　支部とはピクシー部と言うネットのイラスト投稿サイトらしいが、そんな所の有名人なんてオタクじゃない俺に分かるはずもない。

「つーか、ここ数年お前マジでキモイよ。いい加減どきメモも卒業しろよ。ゲームなんてガキのやるもんだろ」

「シゲは、俺の世界も俺の嫁も否定するんだな」

「嫁って。……こんなありえない色の髪の女のどこがいいんだよ、きめぇよ」

「シゲ、お前……」

「普通にクラスの女子と付き合おうぜ。そうだ、お前さ、昔、窪田さん好きだっただろ？　俺がデートセッティングしてやろうか？」

「はあ？　あんなビッチ、興味ねぇし」

「ビッチって何だ？」

「とにかく！　俺はあんな女興味ねーんだよ！」

「サッカー部に入った時、あんなに可愛い可愛い言ってたじゃん。何かあったのか？」

「……別に、何もねぇけど」

「ああ、女のタイプが変わったんなら、うちのクラスの綾瀬なんてどうだ？　今、うちのクラスで人気あるんだぜ。あの女なら、俺、紹介出来るよ！　善は急げだ、早速今週の日曜日でも──」

「シゲ、あのさ」

　アキラは渋々といった顔で、テレビから俺に目線を移す。

「お前と俺はもう住む世界が違うんだよ」

「は？」

　アキラは何を言っているんだろう。

「もうずっと前から、お前と友達でいるのは無理なんじゃないかって思ってた」

　──意味が分からない。

　またそのままテレビの画面に、親友は目線を戻す。

　画面の中ではありえない色の髪の女が、頬を染めて微笑んでいる。

　ゲームのＢＧＭが酷く耳障りだ。

「何言ってんの、お前？」

「だから、住む世界が違うんだ。お前が俺の好きなゲームやアニメ、声優に興味が持てないように、俺もお前の好きな服のブランドや音楽、リアルの女にも興味が持てない。もう昔みたいに付き合えない。俺達は価値観も全然違う。一緒にいてもお互い辛いだけだ」

　今までずっと一緒にやってきたのに。

　マジでこいつ何言ってんの。

「お前が陰キャラって馬鹿にする鈴木や江藤だって、今の俺にとっては大事な友達なんだよ。今じゃお前とつるんでるよりアイツ等と話してる方がずっと楽しい」

　嘘だろ。俺よりもあのオタク達が良いって言うのかよ。

　幼稚園入る前から友達だった俺よりも、親友の俺よりも、あのキモオタ達の方が良いってか。マジでこいつ何言ってんの。

「俺の嫁と俺の尊敬する神絵師まかろにーぬ氏を馬鹿にした奴なんか、もう俺の友達じゃねーから。──もう、二度と俺に話しかけんな」

　──俺はアキラにそう言われて、一方的に絶交された。

　アキラの家を叩き出されて、俺はしばらく放心状態に陥った。

　外から奴の部屋の窓を、茫然と見上げる。そうやってしばらくあいつの部屋の窓を見ていると、二階に戻って来たらしいアキラがバシッ！　と乱暴にカーテンを閉めた。

（なんだよあれ、ワケわかんねーよ……）

　視界が歪み、鼻の奥がツーンとする。

　奴の部屋から漏れる、やたらに声とテンションが高い、ゲームのキャラクターソングが妙に腹立だしかった。

　ガッ！

　無性に苛々して電信柱に拳を入れる。

「オタクとか、マジきめぇ」

　擦りきれた拳が秋風に妙に染みた。








俺の残念な幼馴染について。……オタな。









　アキラに避けられるようになって、俺は自然とアキと二人でいる事が多くなった。

　俺にも彼女が出来たしクラスも違うので、学校で顔を合わせても話す事はあまりなかったが、暇さえあれば以前のようにふらりと隣の三浦家に遊びに行く癖は変わらなかった。

　とは言ってもアキラとはあの通りなので、アキの部屋で「勉強を教えて貰う」という口実で、ダラダラとくっちゃべってるだけなのだが。

　実は少しだけアキラとの仲直りも期待して遊びに行っていたのだが、俺が家に行くとアキラは頑なに部屋から出て来る事はなかった。絶交した手前、アキラは俺に「もう家に来るな」と言いたいのだろうが、俺は元々三浦のおばさんとも仲が良い。彼女も今回の喧嘩の原因を知っている。「本当にどうしようもないわねぇ」と苦笑いする三浦のおばさんは、元々オタク化していく息子を苦々しく思っていたそうで、今回の件については全面的に俺の味方だ。

「ごめんねぇ。あんな頑固なオタクだけど嫌いにならないであげて。おばさんもあとで言っといてあげるから」

「……ウッス」

　そんな話をおばさんとダイニングでしていたら天井が「ダン！」と鳴り、ダイニングテーブルの上の照明が揺れる。

　二階にある自分の部屋で俺とおばさんの話を聞いていたアキラが、どうやら床ドンしたらしい。

「アキラっ！　いい加減にしなさい！」

「あ、別にいいっスよ、俺気にしてないんで」

　おばさんは、上のアキラに向かって叫んだが、俺は涼しい顔のまま煎れて貰ったお茶を飲む。

「そうじゃないの。いえ、それもあるんだけれど、言いたい事があればハッキリ言えばいいのに、本当にあの子ときたら！」

　そう言って肩を怒らせながらドスドスと階段を登っていくおばさんとすれ違い様に、二階からアキが降りてきた。

「今日は数学だっけ？」

「そうそう。今日学校でやったんだけど、Ｕみたいなのが俺苦手なんだわ、コツ教えてくれよ」

「Ｕみたいなの……二次関数の事？」

「ああ、それ」

「えっと、そうだな、ちょっと待っててね、それなら部屋にあるドリルを使った方が良いかも」

「じゃお前の部屋に行こうぜ」

「え？　ごめん、ちょっと待ってて。今、部屋片付けてくるから」

「は？　別に汚くてもいいって。俺とお前の仲だろ」

「年頃の女の子には見られたくない物もあるのよ、もう」

　そそくさとキッチンから出て行くアキの後ろ姿を見送る。

　最近アキの様子が少しおかしい。ちょっと前までは多少部屋が散らかってても俺を入れてくれたのに。何か部屋に隠しているのだろうか？

　数分後、俺はアキの部屋にいた。説教するおばさんの声と、渋々頷くアキラの声は隣のアキの部屋まで聞こえてくる。その後、おばさんはアキの部屋で宿題をやっている俺達に軽く挨拶をして、パートに出て行った。

　俺は三浦のおばさんに信用されている。「年頃の娘と部屋に二人きりにしたとしても間違いが起こるわけがない」と信頼されてるし、「間違いが起こったら起こったでシゲ君なら良いか」というぐらい、好感まで持たれている。実際、何度か「今の彼女と別れたらうちのアキなんかどう？」なんて冗談混じりに言われた事もある。

（でも、アキはないわ……）

　真向かいに座る幼馴染の顔を、テーブル越しに観察してみる。

　長いサラサラストレートの黒髪はいつ見ても綺麗だと思う。美人……とまでは言わないが、まあ、それなりに可愛い方だろう。豚鼻だとか出っ歯だとかそういう致命的な欠点がないというのはデカイ。

　地味な女だが、化粧をすれば一気に化けるタイプの顔だと思う。

　それを本人に言っても「校則を破る事はしたくない」と言って絶対やらないのだが。

（なんて言うかこいつ、全体的にモサイんだよな）

　処女特有のモサさとでも言うのだろうか。床にぺたんと座るその座り方から、髪のかきあげ方、歩き方や笑い方など仕草のどれを取っても色気がない。で、センスがダサい。究極にダサい。今、俺達の下に敷かれているラグやカーテンの柄、そしてアキが今着てる部屋着にいたるまで、全てがダサくて芋臭い。ここまでダサいのはむしろある種の才能なのではないか？　と思う事もある。

　そういった意味でアキは俺の守備範囲外で、年頃の俺達が一つの部屋で勉強していても間違いが起こる事もなかった。

　元々赤ん坊の時からの付き合いだ。今更変な気が起きるわけもない。アキラもアキも俺にとって兄弟のような存在だ。

「で、解はこうなるの。シゲ君もやってみて」

「ん？　ああ……」

　アキは頭が良い。今日も勉強を教えて貰うという口実でアキの部屋に入り浸ったわけだが、俺はアキの話なんて上の空だった。

（アキラ……）

　アキラの部屋がある方向の隣の壁をぼーっと見ていると、アキもすぐに俺が勉強に集中出来ていない事に気付いたらしい。

「そういえば、アキラ君と喧嘩したんだって？」

「喧嘩したっつーか、……絶交された」

「絶交って。……子供みたい、アキラ君って本当にガキだなぁ」

　そのまま部屋には沈黙が訪れて、アキのシャープペンシルがサラサラとノートの上を走る音だけが部屋に響く。

　やる気なんてさらさらない俺は、おばさんがくれた炭酸ジュースを飲み干した後、フローリングの上に敷かれたラグの上にだらんと倒れるように寝転がった。

　アキの事は友人として好きだが、やはり異性なので遠慮はある。アキは元々一緒にいて話が弾んで場が盛り上がるとか、その手のタイプではない。

　それに、女のアキじゃ男同士でするような気のおけない話は出来ない。

　真面目ちゃんタイプのこの女は、アキラとしていたような馬鹿話が出来ない。その手の話なんかしたら、軽蔑の眼差しでチクリと嫌味を言われるだけだ。

「そう言えばシゲ君、綾瀬さんと別れたんだって？　良い子じゃない、何が駄目だったの？」

「だってあいつ中々ヤラせてくんねーんだもん、ヤレねぇなら付き合う意味ねぇし」

「……最低」

（ほらな、すぐこれだよ）

　アキに白い目で見られ、俺はスマホを取り出して奴のベッドの上に寝転んだ。

　ラグの上だとは言え、フローリングに寝転がるのは背中が痛くなる。

「そうは言うけどよー、女って付き合うとマジ面倒くせーんだぜ？　一ヶ月記念のプレゼント寄越せだ、記念プリ撮りに行こうだ。初キス一ヶ月記念だ、初デート記念だ、事ある毎に記念日作ってさ。イベントは誕生日やクリスマスだけじゃねーんだよ、金がいくらあっても足りねぇし。ＬＩＮＥ無視するとすぐにヒス起こすし、電話は長ぇし、……はあ、女ってマジだりぃわ」

「……そんなに嫌なら付き合わなきゃいいじゃない」

「えー。でも彼女は必要っしょ、彼女いないなんて非モテみてぇでダッセーし」

「あっそ。じゃあ我慢して付き合えば？」

　こちらの言い分を主張するが、幼馴染の眼差しはどんどん冷たくなっていくばかりだ。

「でもさぁ、デート費用で小遣い消えるし、放課後デートも俺持ちだし。指輪欲しいって言うから買ってやればよ、『友達の彼氏は大学生でバイトしてるの。だからティファニーニの指輪もプレゼントしてもらってたよ』とか言って溜息つかれるし。ティファニーニが欲しいなら最初から金持ってる大人と付き合えっつーの。……なぁアキ、俺可哀想じゃね？　超可哀想じゃね？　慰めたくなってきた？」

「ぜんぜん可哀想じゃない、慰めない」

　冷たい幼馴染がつんけんした態度で教科書を捲る様子に、俺は唇を尖らせる。

「チッ、冷てぇ女」

「冷たくない、極普通の女の子の反応だと思う」

「ま、そう言うワケで面倒じゃん？　維持するのに金もストレスもかかるのにヤレねーとかさ。なら次に行くわ次」

「本当、三次元の男は夢がないわ」

　呆れた様子で溜息をつくばかりのアキに、俺はベッド脇の壁を見る。

　この壁の向こうにアキラがいる。

　アキラと話したかった。アキラに今の話をしたら、きっとまた意味のわかんねぇ事を言って、俺を笑わせてくれただろう。そうと思うと、何だかまた寂しくなった。







　それから間もなくアキの方もオタク化した。

　正直「またか」と思ったし「何なんだこの姉弟は……」と物悲しい気分になった。

　三浦姉弟のオタク化にげんなりしているのは俺だけでなく、彼等の母親もだったらしい。

　近所のコンビニでおばさんと偶然会って世間話をしていたら「最近ね、あの子達の部屋がどんどん凄い事になっていってるのよ、本当に誰に似たのかしら……」と遠い目をしながらぼやいていた。

　俺も何故こんな若くて美人でイケイケの母ちゃんから、あんな芋娘とキモオタが生まれたのか、常々疑問だった。恐らく今は亡き三浦父が、よっぽどアレな男だったのだろう。

　そして気がついた時には、アキは前髪を長く伸ばして顔を隠し、常に独り言を言いながらニヤニヤ笑っているただの不審者になっていた。

「デュフ、デュフフフフ、……淫蕩虫、雄しべ草、エルにゃん、エルにゃんの生足、太股、純白ドロワーズ……自重、私、自重。……フフ」

（うん。今日もワケわかんねぇしキモイ）

　帰り道、前を歩くアキに気付き声を掛けて一緒に下校している所なのだが、この女、さっきから一人でワケの分からない事ばかりブツブツ呟いている。

　元の顔は悪くはなかったのに、どうしてこうなった。昔はそこそこ可愛かったのに、なんでこんな不気味な谷の魔女みたいな女になってしまったんだ。

「お、俺やっぱ走って帰るわ」

「シゲ君、もしかして急いでる？　なら私も一緒に走ろうか？」

「違ぇよ！　お前と一緒に歩いてる所を誰にも見られたくねぇんだよ、着いてくんな!!」

「え？」

　こうなってしまうと、流石の俺も一緒にいるのが恥ずかしい。それ以来俺はアキに外で会って声をかけられても、徹底的に無視をして知らない人のふりをした。





　　＊＊＊＊






「お邪魔しま～す、アキさんに勉強を教えて貰いにきましたー！」

「あら、シゲ君いらっしゃい」

　それでもふらりと三浦宅に出入りする癖は変わらなかった。この家に出入りするのは小さい頃からの習慣だし、もう俺の習性に近いと思う。

　しばらくアキの部屋には遊びに行っていなかったが、ちょうど彼女と別れて暇だった事もあって久しぶりに顔を出したのだ。

　今回の彼女は俺にしては珍しくもった。なんと四ヶ月だ。自己最高新記録。

　彼女って三ヶ月以上続く事もあんのな、驚いた。

「バイト先からアイス貰ってきたんだけど、食べる？」

「マジスか？　いただきまっす、おばさん今日も美人ッスね！」

「もう、シゲ君たら相変らずうまいんだから。褒めてくれてももうアイスはないんだからね」

　階段から降りてきたアキは、俺とおばさんのやりとりを見るなりげんなりとした顔になった。

「お、アキ。勉強教えてもらいに来てやったぞ」

「今忙しいのに」

　アキは顔を顰めて嫌そうな顔をしたが、おばさんに「忙しいってどうせあんたもゲームしてるだけでしょ、シゲ君と一緒に勉強しなさい」と言われると不承不承に頷いて、俺を部屋に通してくれた。

　学校ではガン無視するのに、下校すればそ知らぬ顔で家に遊びに来る俺にアキは大変不服そうだったが、それでも不満を口にする事はなかった。

　すまんな、アキ。俺にも立場ってもんがあるんだよ。

「つかさ、お前、前髪長すぎ。切ったら？」

「切らない」

「なんでそんなに伸ばしてんの？　デコ出せば？　お前元はそんなに悪くねぇのに勿体ねぇよ」

「……顔、見せたくないから」

「なんで？」

「シゲ君には分からないだろうけど、三次元には見たくないものが沢山あるのよ」

「……そのさ、二次元とか三次元とかオタクっぽい事外で言うのやめろよ、一緒にいるの恥ずかしい。家とか二人っきりの時はいいけどよ」

「…………」

　その髪型や不気味な話し方もやめろと言うが、アキは首を縦に振らなかった。

　何気にこの女も頑固だ。

　ガチャ、

　アキが自室のドアノブを回す。

（これは……）

　おばさんの話していた通りだった。少し遊びに来ていないうちに、弟の部屋同様、強烈な事になっているアキの部屋に唖然とする。

　これはおばさんも死んだ魚のような目をして、力なく笑うわけだ。

　姉の方の部屋にも、アニメのポスターやら何やらがベタベタ貼られていた。ベッドの上に置いてある長い抱き枕は、アニメキャラの等身大抱き枕だろうか？　……ドン引きした。

　恐る恐る抱き枕を引っくり返してみると、抱き枕には表と裏があって、表は普通に服を着ている男のイラストが書いてあるのだが、裏の男のイラストは何故か半裸だ。

「なにこれ」

「エミリオたんよ」

「え、エミリオたん……。お前こういうの好きなの？」

　抱き枕を俺からひったくるようにして取り返すと、アキは憮然と言い返す。

「好きだけど。愛してるけど。最萌えだけど。何か文句ある？」

（最萌えって……）

「いや、別に文句はねぇけど。……ま、まあ、アリなんじゃね？」

　一度アキラで失敗している俺は、真剣に言葉を選んだ。

　すると、長い前髪の下に隠れている幼馴染の目が輝きだす。

「え、本当？　もしかして興味ある？　シゲ君もこういうの好き？」

「あ、ああ、まあ」

　適当に頷くと、アキのマシンガントークが始まった。

「エミリオたんは『白雪姫と７人の恋人』っていうゲームの攻略キャラの一人でね！　リゲルブルクの第二王子殿下なの。お兄ちゃんに甘やかされて育ったワガママ王子だから、攻略するのには〝忍耐〟のスキルが必要になるんだけど、や、でもその我侭な所もエミリオたんの魅力なんだよね！　エミリオたんは油絵が趣味だから攻略するには〝芸術〟のコマンド上げないと駄目なんだ！　王子様だから〝気品〟と〝礼節〟もそこそこ上げないと駄目で、登場するのも中盤からだから『白雪姫と７人の恋人』では二番目に攻略するのが難しいキャラだって言われてるんだけど、この子、好感度が低い時と高い時のギャップが凄いのよ。最初は攻略キャラの中で一番冷たいの。初回は私も何度もキレそうになったんだけど、もうメロメロ！　エミリオたんとイルミ様はこのゲームの二大ツンデレって言われてて、あ、イルミ様っていうのは、リゲルブルクの宰相でね、巷では鬼畜眼鏡とか麻縄宰相とか呼ばれててね、」

「あ、ああ」

「イルミ様を攻略するのがまた難しいのよ。貴族の家の出の気位の高い人だから攻略には〝気品〟も必要になってくるし、〝知力〟はＭＡＸまで上げないと攻略出来ないの。イルミ様の難しい所は、イルミ様の親密度と同時進行で、エルにゃんの親密度も上げなきゃならない所なの。あ、エルにゃんっていうのはイルミ様の弟なんだけど、腹違いの弟で仲があまり良くなくて。それで二人の親密度を同時進行で上げて兄弟イベントを発生させて、イベントを全てクリアし兄弟仲を改善する所まで持っていかないとイルミ様ＥＤは見れないの。あ、でもエルにゃんは兄弟イベントを全部見なくても攻略できるんだな。そうそう、エルにゃんだけど美少女な！　男の子だけどビバ美少女！　ここ大事！　テストに出ます！」

「は、はあ」

「で、イルミ様のＥＤの難しい所は、エルにゃんの親密度を上げ過ぎちゃうとエルにゃんルートに入っちゃってイルミ様ルートに戻れなくなるのね。ここの匙加減がまた難しくてさ。ああ、そうだ、エルにゃんの親密度を上げるには〝家政〟の中の一つの〝料理〟のスキルアップが必要になるんだけど、〝料理〟のコマンドばかり打ってると、ワンコ君のイベントが発生して、ワンコルートに行っちゃうの。皆、初回はここで躓くのよ。イルミ様ＥＤを見るつもりだったのに、気がついたら何故かワンコルートに入っていたってオチ」

「お、おう」

「ああ、話すよりも見せた方が早いか。ちょっとそこ座ってて。今プレスタ起動するから」

（やっと終わった……？）

　ひたすら続くオタトークが終了した事に、俺は安堵の息を吐いた。

　ゲーム画面では、何やらキラキラしたムービーが流れている。

「ＯＰムービー見る？　スキップする？」

「あ……じゃあ、スキップで……」

「そうだよね！　早くゲームしたいもんね！」

「あ、ああ……」

「ちょっと待っててね、今イベントシーン見せてあげるから」

　弟の方もそうだが、姉の方もなんでそんなにイベントシーンを見せたがるのだろうか。オタクという生き物の習性か何かだろうか？　別に見たくもないんだが、他にやる事もないので幼馴染の隣で胡坐をかいて、スタートボタンを押すアキを見守る。

「あ、そうだ！　エミリオたんの前に７人の恋人の攻略キャラを一人ずつ紹介するね！　最初はメインヒーローのアミー様！　アミー様はね、難易度が一番高いキャラでこのイベント見るのに凄い苦労したのよ、三週間もかかった。ＥＤはまだ見れてないんだけど、見れるようになったらシゲ君にも特別に見せてあげようか？」

「お、おう」

「じゃあ、アミー様ＥＤがはじまったら、シゲ君にＬＩＮＥするよ！　そしたらうちに遊びにおいで」

「おう」

　俺の答えに、アキはとても嬉しそうに微笑んだ。こんな嬉しそうなアキの顔、久しぶりに見たような気がする。

（そうか、そうだよな）

　自分の好きなものを否定されれば悲しいし、肯定されれば嬉しい。

　アキラだってそうだろう。アキとの今のやり取りで、アキラとの仲直りの解決の糸口が見えたような気がした。

（つー事は、またアキラとあのゲームやらなきゃなんねーのか……）

　それもまたキツイ。精神的にキツイ。

『私は羽の生えていない天使を生まれて初めて見たよ』

『え……？』

『スノーホワイト、君の事だ』

　そんな事をやっていると、テレビ画面ではアミー様のイベントなるものが始まっている。

　アミー様とやらのクサい台詞に、俺の背中にムズムズと寒イボが立った。

　しかしアキと言えば、隣で頬を赤らめながらうっとりとした表情でアミー様とやらを見つめている。

（マジかよ……）

『それとも君は魔法使いなのかな？　一体どんな魔法を使って、私をこんなに惹きつけるの？』

『そんな……』

『悪い魔法使いにはお仕置きが必要だね。いけない呪文を唱えられないように、私が君の唇をふさいであげよう』

　そして画面にはキスシーンのイラストが表示された。

「きゃあああああ！　アミー様、アミー様、マジ王子！　マジ王子様素敵、素敵、抱いてアミー様あああああああああああああああああああああっ！」

「えっ」

　叫びながら床の上をローリングする幼馴染の姿を、俺は呆然と見下ろす。

　アキは俺の視線に、ハッと気が付くと我に返り、起き上がって一つ咳払いをした。

「これがアミー様とのキスイベントね。イベントは発生してもステータスがイベント攻略数値まで達していないとこのスチルをゲットする事は出来ないんだ。で、スチルをゲットしていないとイベントを発生させていてもＥＤは見れないわけで、」

　また延々とオタトークを展開するアキだったが、彼女の言葉は俺の耳を右から左へと流れていく。

　俺は、アミー様とやらの台詞が表示される画面に釘付けだった。

『君は天使ではなく、私を惑わすために天上から降りて来た墜天使なのかもしれないと最近思うのだよ。嵐が来れば簡単に折れてしまう、そんな可憐な花だとばかり思っていたが、それは私の思い違いだった。今宵の月をも惑わす妖美な常夜の精のように危険な香りを今の君は秘めている。──ああ、スノーホワイト、私の美しい人。どうかこれ以上私を惑わさないで』

　アミー様は、未だ耳が腐り落ちそうなクサイ台詞を吐き続けている。

　──もう限界だった。

　限界が来て、耐え切れなくなった俺は思わず噴き出してしまった。

「ぶわははははは！　クッセ―！」

「え？」

「マジうける!?　てか、お前こんな男好きなの？　いや、ないだろ、これはない！　つかきめーよマジ。いや、ないないないない、これはない！」

「な、な、な、…………なんですって？」

　アキはゆらりと立ち上がる。

　その鬼神の如き表情にまずいと思ったが後悔先に立たずだ。

「私のアミー様が、アミー様が、アミー様が……き、きききききキモイ!?」

　バンッ！

　──そして、俺はまたしても三浦宅を叩き出された。

「シゲ君なんかもう絶交だ！　金輪際うちに来んな！　もう二度とあんたの顔なんか見たくない！」

「はあ!?　お前も絶交かよ!?　お前こそ弟のことガキとか言えねぇだろうが！」

　──かくて。

　俺は三浦姉弟との間には深い溝が出来て、三浦宅にお邪魔する事もなくなった。

　おばさんとは相変らず仲が良かったので、近所のコンビニで会うと今まで通り世間話をしたり、ジュースを奢って貰ったりした。







　俺が三浦姉弟と仲直りの機会を掴めずにいるうちに、俺達は高校生になった。

　姉の方は少し離れた場所の進学校に進学したが、アキラの方は俺とそう学力が変わらないので、地元にある近所の同じ高校に進学した。

　入学式でアキラと同じクラスだと判った時、実は少し嬉しかった。もしかしたら、また昔みたいに戻れるかもしれない。

　しかしアキラは完全に俺を避ける。あんまり頭に来たので、奴がスクール鞄につけたアニメキャラのキーホルダーやオタクグッズをからかったりして絡んでみるが、そんな事をすればするほど俺とアキラの距離はどんどん広がっていく。

（こっちが下手に出れば調子に乗りやがって。……なんだよあのオタク。マジムカつく）

　坊主憎けりゃ袈裟まで憎いという奴か、俺も段々アキラが憎たらしく思えてきた。

　嫌がらせに、アキラがいつも鼻の下を伸ばして、股間を膨らませながらニヤニヤ見ている女子を、あえて口説いて付き合ってみたりもした。そんでわざと大きな声で、アキラに聞こえるように、彼女と寝た時の話をしたりして。

　そうやってちょっかいをだせばだすほど、俺は奴に煙たがられ、俺達の間にできた溝がどうしようもなく深くなっていった──そんなある日。

「お。アキ、今帰りか？」

「アキラ君か。うん、今日は早いんだ」

　駅から少し離れた裏通りまで来た時、路地で合流する三浦姉弟に気付く。

　声をかけても嫌がられるか無視されるのは分かっていたので、俺は声もかけずに彼等の横を早く通りすぎようと足早に歩いた。

　すると──、

「あ、下の村だ」

「リア充キタコレ」

　俺に声をかけるわけでもなく、ひそひそ言い合う姉弟をギロッと睨むと奴等は口を噤んだ。

　向こうも俺と同じ道を歩くのが嫌だったらしく、しばらく大通りの曲がり道で立ち止まったまま何やらぼそぼそ話していた。

　ギイイィイイイッ！

「姉ちゃん！」

　しばし歩いて通りを曲がった後、車が急ブレーキの音とアキラの悲鳴じみた声が聞こえた。

（なんだ？）

　胸が妙にザワついた。慌てて踵を返して元来た道に舞い戻ると、そこには信じられない光景が広がっていた。冷たいアスファルトの上に倒れている男女は、俺がよく知る人間だった。しかしその青白い顔は、俺の見知らぬ人間のようにも見えた。

　二人の下にある赤黒い水溜まりは、どんどん大きくなって行く。

　血糊のついたガードレールと電柱。下校中の女子校生や、夕飯の買い物帰りらしい主婦の悲鳴。子供の泣き声。

　俺よりも先に掛けつけた人達が１１９番に電話をしている声がどこか遠くで聞こえる。

（嘘だろ……？）

　ピーポーピーポーと遠くで聞こえる救急車のサイレンの音が、どんどん近く、大きくなってくる。俺はただ、呆然と立ち尽くす事しか出来なかった。

　──その日、俺は幼馴染を二人失った。








俺の残念な死に方について。……合掌な。









　──あの事故から、あっという間に一ヶ月が経過した。

　なかなか踏ん切りが付かなかったが、その日、俺はアキラ達が入院している病院に見舞いに行く事にした。

　目撃者によると、車に轢かれそうになったアキをアキラが突き飛ばして助けたそうだ。しかしアキラはやはりアキラと言うべきか、それともアキがドン臭いと言うべきか。アキはアキラが突き飛ばした先にあった電柱に頭をぶつけ、そのまま目を覚まさない。

　アキラの方は、全身に軽い打撲といった状態で病院に運ばれた。ただこちらも車に撥ねられた時の衝撃で、頭を強く打ち、目を覚まさない。

　何だかんだで仲の良い姉弟だったと思う。

（でもよ。いくら仲が良くても、姉弟二人で一緒に眠り続けたまま目を覚まさないとか、そこまで仲良くなくても良いんじゃねぇの？）

「シゲ君、来てくれたのね」

　病室の窓を閉める三浦のおばさんの目元は赤い。

　さっきまで泣いていた事を察し、俺は何とも言えない気分になった。

　三浦姉弟の母親は若い。確かまだ三十ちょっとだったはずだ。

　十六の時に妊娠し、両親に「子供の父親の事は言えない、堕胎もしない」と言った彼女は、実家を勘当されたそうだ。最近、実家と和解をしたらしいが、そんな実家の両親も年老いて、今はもうこの世にはいないらしい。

　アキラ達が小さい頃はとても苦労したそうだが、今は祖父母の遺産だ保険金だでそこまで不自由はしていないらしい。

　だが、彼女のように若くて綺麗なシングルマザーが金に苦労をしていないと、それだけで色眼鏡で見られやすい。口さがない奴等が色々言っている事を、俺は知っている。

「あら、また身長伸びてない？」

　薄化粧の上に浮かぶあどけない笑顔は、お世辞抜きで三十代に見えない。

　こんな若くて綺麗な母ちゃんで、あいつらが羨ましい。

　うちのオカンなんてジャイ●ンの母ちゃんみたいな、巨峰デブだからこそ余計に。

　しかしおばさんもここ連日の看病やら何やらで心労が重なったのだろう、流石に少し老け込んで見えた。

「ありがとね、この子達も喜んでると思う」

「……ウッス」

　軽く頭を下げて俺は二人のベッドの中央にあった椅子の上に腰を下ろした。

　二人の顔は青白いが、寝ているだけのようにも見えた。

「……コイツらの調子はどうなんスか？」

　うちのババアから話は大体聞いている。

　いわゆる植物人間状態で、生命維持をするだけで莫大な金がかかるらしい。

　──しかし、

「二人共、怪我はもう大体治ったからあとは目を覚ますだけね。おばさんさ、むしろこれで良かったんじゃないかって思ってるのよ。寝ている間に怪我が治るなんて、不幸中の幸いって言うか、むしろラッキーだったんじゃないかな、なんて」

　おばさんは気丈に話すが、アキラ達はもう一ヶ月眠り続けたままなのだ。

　俺が口を噤んで俯いているの見て、彼女は俺が事情を知っている事に気付いたのかもしれない。おばさんの顔に貼り付いていたような笑顔が消えた。

「お医者様には、諦める日がいつか来る事を覚悟するようにって、遠回しに言われたけれど、──も、私は待つわ。この子達は絶対に帰って来る」

　強い瞳でそう言い切るおばさんの目元に光るものに、俺はまた何も言えなくなった。

（やべ、こっちまで貰い泣きしちまいそうだ……）

　でもそんなダッセー真似、この人の前ではしたくない。

　俺は込み上げてきたものを必死に抑える。

「私、中卒で馬鹿だけど。でも、おばさんもおばさんなりに頑張って色々調べてみたんだ。ほら、意識はないけれど二人とも自発的に呼吸は出来ているでしょう？　って事は、脳幹機能？　とか言う奴は保たれている状態らしいの。この場合、大脳機能がある程度回復する可能性はあるみたいなのね。だから、辛いかもしれないけど、二人には頑張って貰おうって思って、」

「……でも、こういうのってスッゲー金かかるんでしょ？」

「ええ……」

「…………」

　轢き逃げだった。

　車の運転手はアキラ達を轢いた後、警察や救急車に連絡する事もなく逃げたのだ。

　白い車が猛スピードで走り去っていく所を見た人は何人かいたらしいが、車のナンバーまでチェックできた人はいなかったそうだ。

　駅裏であまり人通りがなかったせいで、目撃者も少なかった。

　轢き逃げした犯人が捕まればその相手に医療費を請求出来るらしいが、今はそれも出来ない。

「母子家庭だとこういう時、変な目で見られて嫌ね」

「……おばさん」

　疲れた表情で目を伏せるおばさんを見ていたら、俺は猛烈に腹が立ってきた。──あいつらの父親に対して。

「父親は来ねぇんスか？」

「え？」

「俺、知ってます。昔、アキが言ってました。──本当はアイツ等の父親、生きてるんだろ？　死んだっていうのは嘘なんだろ？　自分の子供がこんな事になってるっつーのに、父親は来ねぇのかよ」

　怒りを押し殺しながら言うと、おばさんは困惑したような顔になる。

「……来たくても、あの人は来れないの」

「仕事が忙しいって奴ですか？　自分の息子と娘が危篤状態だっていうのに来ないんスか？　おばさんだって仕事あって大変なのに、全部おばさん一人に押し付けて、」

「シゲ君はやっぱり良い子よねぇ、うん、とっても良い子に育った。ちょっとチャライけどとっても良い子」

　よしよしと子供の頃されたように頭を撫でられて、俺は思わずそっぽを向いて舌打ちする。

　一気に毒気が抜けてしまった。子供扱いされて腹が立ったが、おばさんの手は相変らず柔らかくてひんやりしていて気持ちが良い。

「……やめてください。俺、もうガキじゃないです」

「それでも赤ちゃんの頃からシゲ君の事を知ってるおばさんからすれば、あなたなんてまだまだ子供みたいなもんよ」

「るせーよクソババア」

「うふふ、言ったわねクソガキ、生意気っ」

　ギュッと後ろから腕を回され、肘で軽く首を絞められるジェスチャーを取られる。おばさんの豊満な乳が背中に当たり、不覚にもドキマギしてしまった。

　それを隠すように俺はベッドに横たわる二人に目を向ける。

「……いや、マジな話ッスけど。父親なら来るべきだと思いますよ。今どこにいるんスか？　俺、連れてきてやりましょうか？」

　おばさんは俺の首から腕を放すと、寂しそうな笑みを浮かべた。

「シゲ君の気持ちだけ受け取っておく、ありがとね」

「いやマジで。俺、おばさんのためなら殴ってでも連れて来てやりますよ」

　おばさんは俺から離れると窓を開けた。

　ふわりと浮いたレースのカーテンに、おばさんの姿は隠される。

「無理なのよ、シゲ君じゃ行けない。……あの人は、リゲルにいるから」

「リゲル？」

「……リゲルブルク」

　聞いた事がない。名前の響きからして、ヨーロッパ辺りの小国だろうか。

「ヨーロッパですか？　でも、電話で連絡すれば、」

「電話しても通じないわ。そもそも電話がないから。それにあの人はアキとアキラの存在も知らないの」

「電話がない？　つか、なんで子供の事教えなかったんスか？」

　彼女はレースのカーテンの向こうで、空を見上げているようだった。

「教えたくても教えられなかったのよ。……この子達の父親がいるのは、異世界だから」

「は？」

　その言葉に、俺は一つ瞬きをした。

（異世界……？）

　俺が「異世界」という言葉を、心の中でもう一度繰り返したその時──

「なんちゃって」

　おばさんは悪戯っぽく笑いながら、レースのカーテンの中から出て来た。

　クスクス笑いながら、彼女は窓脇に置いていた花瓶を手に取る。

「冗談よ。ちょっと待っててね。おばさん、お花のお水替えてくるから」

　俺はそそくさと病室を抜け出すおばさんの背中を、ポカンとした表情で見送る。

　アキラ達の父親にも腹がたったが、自分を子供扱いして妙な嘘を吐き、うまい具合に話を煙に巻いて逃げたおばさんにも腹が立った。

「なんだよ、マジで……」

（こっちは真剣なのに）

　舌打しながら後ろ頭を掻く。

　溜め息を吐くと、おばさんが消え、静かになった病室で心電図のモニターの音だけが流れていた。二人の心音は穏かだ。

「あんま、おばさんの事泣かすんじゃねーよ」

　ベッドに横たわるアキラの鼻を軽く摘んだり、耳朶を引っ張ったりしてみるが反応はない。

「アキを庇って轢かれるとか、そんなんお前のキャラじゃねーだろ。格好つけやがって」

　アキラの頬を抓りながらアキの方を振り返る。

「アキもさ、大学の推薦取れたんだろ。マジもったいねぇよ、早く戻って来いよ」

　──その時、

「みーつけた」

　それはかくれんぼをしている小学生のような、無邪気な声だった。

　しかしそんな無邪気な声と反比例するように、現れた女のどろりと濁った瞳に俺の背筋を冷たいものが流れる。

　それは、俺が先月別れた女だった。

　綾小路レイナ。うちの学校一のお嬢様で美少女だ。

　その苗字と外見に惹かれて口説いたが、これがまた高慢高ビーで嫉妬深くて面倒くさい女だった。俺はすぐに別れを切り出したが、向こうからすれば自分を半年も口説いてきた男に折れて仕方なく付き合ってやったら、すぐに振られてしまったという最悪な形になるのだろう。しかも数回セックスをした後捨てたので、ヤリ捨てされたと感じているようだ。

　当然向こうは納得出来なかったらしくＬＩＮＥをブロックしてから鬼電、家凸をされて大変だった。最近は連絡もないので、もう諦めたと思っていたが……。

「ここで張ってたら、いつか絶対会えると思っていましたのよ」

　スクールバッグの中から綾小路が取り出したのは、新聞誌で巻かれた何かだった。

　新聞紙の中から覗く柄を綾小路が引きぬくと、鈍色のナイフが光る。

　俺の顔が引き攣った。

「綾小路」

　俺が椅子を立つと、綾小路はその大振りのナイフの刃を見つめながら語りだす。

「おかしいと思っていたんです。シゲ様はわたくしと付き合っている時も、いつも上の空で」

　綾小路の目線は、ベッドのアキへと向けられている。

　今までも何度か歴代彼女達に誤解された事があったが、俺とアキとは真剣にそういう関係ではない。

「いや、だからアキは違うって」

「わたくしの事はずっと苗字で呼んでいらしたのに、その女の事は名前で呼ぶのですわね……」

「ま、待て、アキはマジで関係ねぇ！」

　二人のベッドの前で両手を広げると、綾小路の動きがぴたりと止まった。

　彼女の視線は俺の鞄が置かれてある、アキラのベッドに固定されていた。

「……そうだったのね……、そうか、そっちか、そっちが本命か……」

「あ？」

「シゲ様、シゲ様はこのキモオタの事が好きだったんでしょう？」

「は？」

（なに言ってんだ、コイツ？）

　綾小路のトンでも発言に、思わず俺の目玉は裏返り白目になってしまう。

　開いた口が塞がらない。俺は今、もしかしたら世界で一番間の抜けた顔をしているかもしれない。

「……今思い返せば、ああ、そうですわ。そう考えると納得のいく事ばかり。わたくしと付き合ってる間もアキラアキラアキラこのオタクの話ばかりしていましたし」

「そんなわけあるかよ！」

「酷いですわ！　わたくしとエッチまでしたのに、あれはただのカモフラージュでしたのね！　ホモでしたのね！」

「やめろ、真剣にやめてくれ」

　涙を千切り悲劇のヒロインよろしく叫ぶ綾小路に「なんだなんだ」と病室の入り口にワラワラと人が集まって来る。

「うるさい！　裏切り者！」

（やべっ!?）

　綾小路が振り下ろしたナイフを、スクール鞄で受けると彼女は窓脇に置かれていた花瓶を手に取る。

　バチャッ！

「うわっ」

　水と花が顔にかかり、視界がゼロになった瞬間──、

　ガッ！

　ぐらりと視界が揺れた。

　グルグルと景色が回り、俺は思わずよろめき床に膝を突く。

　綾小路が持っていた花瓶が俺の後頭部に命中したのだろう。割れた花瓶の破片が床に落ちるのが視界の片隅に見えた。

「男の癖にシゲ様を誑かどわかすなんて許せませんわ。……泥棒猫には制裁を与えなければ」

　打たれ所が悪かったのか、吐きそうだ。込み上げる嘔吐感を抑えていると、綾小路がナイフをアキラに振り下ろそうとしている所だった。

「やめろ……！」

　反射的に俺はベッドの上に横たわるアキラの上に覆いかぶさった。

　ガッ！

　背中に鈍い衝撃が走る。

「……っ！」

　口から零れた血の赤さに、自分でも驚いた。

　肺に血が入ったのか呼吸が上手く出来ない。喉からヒューヒューと、喘鳴のようなものが漏れる。

「ひどい！　庇うなんて、やっぱりホモだったんですのね、シゲ様！」

（んなワケあるか！）

　反論したい所だったが呼吸も満足に出来ないのだ、言葉が出て来るわけもない。

「死ね！　死ね！　死ね！　死んでしまえっ！」

　綾小路は叫びながら、俺の背中にナイフを何度も突き立てる。

　最初は刺される度に激痛に襲われたが、次第にその痛みも感覚も麻痺してきた。

（やべぇわ、これ……）

　死ぬんじゃねえか？　と、頭の片隅で思った。

　でも、俺は今動くわけにはいかなかった。俺が動いたら、綾小路のナイフがアキラに刺さる。せめてホモじゃねぇよと反論したい所だが、やはり声は出そうにない。

　俺の血がジワジワと、アキラの上にかけられた布団を濡らしていく。

「きゃはははははは！　ざまぁ、ざまあですわ！」

「何、あんた！　ちょっと、何やってんの!?」

　病室に戻って来たおばさんに、駆け付けて来た人達が綾小路を抑える姿を目にした瞬間、体の力が抜けた。

（良かった……）

　もしかしたら、これが走馬灯という奴だろうか。

　俺が覚えているはずない、赤ん坊の時から今までの人生の記憶が目まぐるしい速さで蘇る。

　ガキの頃の記憶の所で、ふいに頬に熱い物が流れた。

『アキラー、シゲ君と冷やしたスイカ取っておいでー』

『うっし、行くぞシゲ！』

『うん！』

『え、待って、アキも行く！』

『シゲミも行く、おにいちゃん待って！』

　それは、小学生の頃の記憶だった。

　ガキの頃は、毎年夏になると、アキラの家とうちの家の家族全員で九十九里浜まで出掛けてキャンプをしていた。バーベキューをして、スイカ割りをして、夜は花火をやるのが、毎年夏の恒例行事だった。

（ああ、この頃は毎日が楽しかったな）

『ばーか！　これは男の仕事なんだよ、女は肉でも焼いてろ！』

『えー、ひどい！』

『るせ、行くぞシゲ！』

『うん！』

　砂浜の砂に足を取られた俺を振り返り、「シゲ」と手を差し出すのは、学校で一番輝いていた頃のアイツだった。

『ありがとう、アキラ君』

『シゲは本当ドン臭いよな』

『う、うるせーよ』

（なんで今、こんな事思い出すんだ？）

　ああ、そうか。俺、こいつの事が大好きだったんだ。

　──俺はあの頃が、あいつらと友達だった頃が一番楽しかったんだ。

『シゲ、大人達が寝たら二人でこっそりテント抜け出して冒険に行こうぜ！　なんか向こうに面白そうな洞窟見つけてさ』

『え、怒られないかな』

『見付かればな。見付からなきゃいいだけだろ』

『なんかドキドキするね、洞窟か』

（俺、馬鹿だ……）

　見た目とか、ステータスとか、学校での立ち位置とか。なんであんな馬鹿みたいな事にこだわってたんだろう。アキラがオタクでもアキがもさくても、そんなのどうでもよかったじゃねぇか。

　好きでもない見た目だけが良い女と付き合って、一緒にいても楽しくないグループの奴等とつるんで、何言ってるのかよく解らない洋楽聴いて、格好付けて、馬鹿みたいに服や靴に金かけて。そのために寝る間も惜しんでバイトして。

　──今思い返すと、俺の人生、他人の目ばかり気にして格好付けて、本当にやりたい事なんて何も出来てない人生だった。

　俺よりも、むしろアイツ等の方が人生の満足度高いんじゃねーの？

　アイツ等はいつだって人目なんか気にしないで、自分の好きな事をやっていた。

　アキラが「リア充」と皮肉っていた俺なんかよりも、あの二人の方がむしろ充実した楽しい人生を送っているように思える。

　──一番ダセーのは俺だった。

　何であんなに赤の他人の目ばっか気にしていたんだろう。

　他人の視線に振り回されて、二人の事も沢山傷付けた。

　でも、あの時は俺も俺なりに必死だったんだ。

　そんなの言い訳にも何にもならないだろうけど。

　どうでもいい奴等にどう思われるかばかり気にして、俺はこいつらを──かけがえのない親友を失った。

　あー、もう。なんでこんな事になっちまったんだろ。

　いつか仲直りできるって思ってたのに。

　いつか元通りになれるって信じてたのに。

　いつか謝ろうって、ずっと思ってたのに。

　ゴホッ、

（アキラを庇って死ぬとか、笑える……）

　なんとか上体を起こし、アキラの頬に触れてみる。

　こんなに近くで、こいつの顔を見るのも久しぶりだ。

　幼馴染の贔屓目を抜きにしても、元の顔はそんなに悪くはない……と思う。

（ああ、でも駄目だ。やっぱ駄目だ。やっぱコイツ、ダッセーわ。近くで見れば見るほどキモオタだわ。やっぱコイツと一緒に街歩くのは無理だ無理。恥ずかしい。つーかなんでパジャマの下のＴシャツまでどきメモなんだよ、畜生）

　──でも、

「おれ、また、お前と…………ちに、なりた、……」

　ぽたりとアキラの顔に透明な雫が落ちる。

　俺の血と涙でグチャグチャに汚れたアキラの青白い顔は、どんどん歪み、ぼやけていく。

「シゲ君！　嘘でしょ、ちょっと、やだ、やめて！　看護師さん、早く、早く来て！」

「だってだって！　シゲ様がホモだなんて思わなかったんですものーっ！」

「えっ！　シゲ君ホモなの!?　ちょ、まさかうちの息子とデキてたって事!?」

「そうなのですわ！　二人はデキていたのですわ！　だから、わたくしは……っ！」

（ちょっと待て。何を言ってるんだコイツ等は）

　おばさんと綾小路に全力で訂正したい衝動に駆られるが、次の瞬間、俺の意識は暗転した。





　　＊＊＊＊






「おい、さっさと目を覚ませ」

（ん……？）

　乱暴に体を揺さぶられ、視界に飛び込んで来たのはキラキラと輝く光だった。

　次第にぼやけた焦点は定まっていき、そのまばゆい光の正体は、俺を揺さぶり起こす少年の金髪だという事に気付く。

「いつまで寝ているんだ、今日は大事な日だと言っていただろう」

　煌びやかな金髪が揺れ、辺りにキラキラと光を撒き散らす。小生意気な猫のように吊りあがったアクアマリンの瞳は、夏の空のように澄んでいる。肌は透けるように白く、不機嫌そうにへの字に結ばれた唇は女のように赤い。細くしなやかな四肢を包むのは白を基調にした軍服だ。これまた高そうなお召し物で、袖もボタンも肩章も全て金で縁取られている。

　俺の顔を覗きこんでいた美少年が、胸の前で腕を組んで仁王立ちになると、彼が腰に下げた宝剣の飾りがしゃらんと音を立てた。

（……なんだこの王子様、スッゲー美少年だな）

　寝ぼけ眼で美少年を見上げたまま数秒考えた後、──俺の思考回路は停止した。

　──俺は目の前の美少年が誰か知っている。

　この顔、この格好、この声、全てに見覚えがあった。

　アキの部屋にあったあのデカイポスターやら抱き枕の、アレだ。あー、なんだっけ、アレだアレ。エミリー……じゃない、エミリオたん。

（って、エミリオたん……？）

「エミリオたん！　な、なんでぇ!?」

　俺の叫びが辺りにこだました。








俺の残念な転生先について。……マジか。









「はあ？　何を言っているんだ、お前は。人を妙な名前で呼ぶな。エミリオ……たん？」

　「たんとはなんだ？　僕の知らない敬称だ」と訝しげな表情を浮かべる目の前の美少年の名前は、エミリオた……ではなく、エミリオ王子殿下。

　これは夢だろうか。いや、夢に決まっている。

　そう思い頬を抓ってみる。

（……あれ、おかしいな、痛いぞ。痛いのに目が覚めねぇし）

　なんとなく横を向くと、外はどしゃぶりの雨だった。窓に映ったその顔は、俺の、──下村茂の顔ではない。

　違う人かなと思って手を上げたり、首を振ったりしてみるが、……困った。これ、俺の顔みたいだ。

「この顔……」

　俺は昼寝をしていたソファーから降りて、窓に映る自分の顔を食い入るように見つめた。

　それは、日本人の顔ではなかった。と言うか黄色人種ですらない。眼窩上部が盛り上がっており、鼻も高く全体的に顔の彫が深い。コーカソイドだろうか？

　サロンで毎月マメに染めて貰っていた髪は、自然なアッシュブラウンになっている。ピアッサーで自力で耳にブチブチ開けていたピアスはあるにはあるが、穴の数が減っていた。軟骨に開けたピアスに限っては消えている。

　俺が今いる部屋も、さっきまでいたはずの簡素な病室ではなかった。

　こないだ深夜やっていた、マリーアントワネットが主役の映画の舞台によく似てる。

（これ、俺の顔じゃない）

　下村茂はこんなに垂れ目じゃなかったし、泣き黒子なんて目の下になかった。そりゃ髪は男にしては長い方だったが、ここまでロンゲじゃない。

　後ろで緩く三つ編みで縛られている長い髪を愕然としながら指でつまんで持ち上げてみた後、俺はマジマジと自分の体を見下ろした。

　同級生と比べれば、身長は高い方だったが、流石にここまで身長はなかった。こんなに筋肉もついてなかった。

（でも、これも俺だ。俺の顔で、俺の体だ……）

　──俺はこの顔をよく知っている。

　窓に映った長髪垂れ目の男の顔は、二十六年間、毎日鏡で見た見慣れた俺の顔でもあった。

「いい加減にしろ、ルーカス。まだ寝ぼけているのか？」

（ルーカス。誰の事だ？　俺の名前は下村しげ……）

（いや……）

　俺は一瞬考え込む。

　──ルーカスであってる。ルーカスも俺の名前だ。

　ルーカス・セレスティン。二十六年慣れ親しんだ俺の名前だ。

　ふと辺りをキョロキョロ見回してみる。

　ああ、そうだ、ここエミリオ王子の部屋だわ。ベルサイユ宮殿じゃねぇわ。

（また俺は護衛中に昼寝していたのか……）

　俺を呆れ顔で覗き込む金髪美少年の名前は、エミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルク。ここ、リゲルブルクの第二王子殿下であらせられる。

　そして俺は、この王子殿下直属の護衛、黒炎の騎士ルーカスだ。

「ええっと」

　俺の頬を一筋の汗が伝う。

（どうなってんだ、これ……？）

　綾小路に刺され、ホモ疑惑が浮上したまま終了した、下村茂の残念な最後の記憶が脳裏に蘇る。

　もしやとは思うが俺は死んでしまったのだろうか？　でもって、俺はアキがやり込んでいた乙女ゲームの世界に転生してしまったのだろうか？

（ああ、そういえばアキラやクラスのキモオタ達がこないだ話してたわ。最近乙女ゲームの悪役令嬢モノや異世界転生奴隷チーレムがアツイって）

　・・・・・・・。

「んな訳あるかああああああああああああああああああ！」

　思わず頭を壁に打ち付ける俺を、エミリオたん……ではなかった、エミリオ様は気味が悪そうな目で見ている。

「ルーカス、お前本当にどうした？　さっきから様子がおかしいぞ」

「どうしたもこうしたも！　…………どうしましょうね……」

　泣き笑いしながら俺は目元を手で押さえた。

　まずは現状を整理しよう。

（俺は、……下村茂だ）

　俺は下村茂という、クソダッセー名前の高校生だった。あの名前をつけた両親を恨んだし、あの馬鹿でセンスのない親元に生まれた自分の運のなさを呪った。

　──昼寝から目を覚ました瞬間、俺は前世を思い出した。

　そして気付いてしまった。──この世界は前世の幼馴染、三浦亜姫が好きだった『白雪姫と７人の恋人』という乙女ゲームの世界だという事に。

「えーっと、ツンデレ王子エミリオたん……で、あってますよね？」

　引き攣った笑みを浮かべながら問うと、主は胸の前で腕を組みながらその形の良い眉を顰める。

「だから。お前はさっきから一体何を言っている？　ツン？　エミリオたん？」

「すんません、寝ぼけていたみたいッス」

（エミリオってやっぱアレだろ？　アキの言ってたエミリオたんだろ？　嘘だろ、マジかよ……）

　やはり俺、──ルーカスの主であらせられるエミリオ王子殿下は、『白雪姫と７人の恋人』の攻略キャラで、アキの部屋に大きなポスターや抱き枕まであった、彼女の最萌えキャラクターのエミリオたんで合っているようだ。

　俺は目の前の美少年の事を良く知っている。例えば身長は１７０cmあると言っているが、実は１６９・８cmしかないという事。ヤリチンの部オ下レに対抗して「ぼ、僕だって女なんか飽きるほど抱いている！」なんて豪語しているが、実は童貞君だという事。幼い頃から兄王子の真似をして珈琲をブラックで飲んでいるが、実はブラックは死ぬほど苦手だという事。誰も見てないと砂糖とミルクをガバガバ入れて飲んでいる事とか色々。本当に色々。

　知っている何も、この王子様とは長い付き合いなのだ。俺が彼の事を色々知っていておかしくない。

　だが違うんだ、そうじゃない。

　今の俺は、彼の護衛として知っているわけがない事まで知っている。

　──俺は、この王子様の少し先の未来まで知っている。

　これから彼が童貞を捨てる場所は、ある森の奥にある盗賊のアジトの古城で、何故か俺もご一緒していて、３Ｐだという事。そのお相手は白雪姫という、隣国のお姫様だという事。

　──そしてこの王子様は、そのお姫様を好きになるという事。

　俺は、この王子様がスノーホワイトと初めてキスをする場所や、デートで行く場所や、プロポーズをする場所や、プロポーズの言葉まで知ってる。いや、マジで。

　──って、ちょっと待てよ……。

（……リゲルブルク？）

　俺はある事を思い出し、ゾッとする。

『無理なのよ、シゲ君じゃ行けない。……あの人は、リゲルにいるから』

『リゲル？』

『……リゲルブルク』

　この国の名前は、リゲルブルク公国。初代国王ディートフリート・リゲルが、陸に打ち上げられていた魚を哀れに思い、泉に返してやったという逸話から、水の精霊ウンディーネの加護を受け、清らかな水と肥沃な土壌、豊かな緑に恵まれたと言われている大国だ。

　いや、常識的に考えれば三浦のおばさんが適当に娘が好きなゲームの中の国を使って俺をからかったと思うべきだ。

　しかし今、俺には非常識極まりない事が起きている。

　今までの常識を当て嵌めて考えるのもナンセンスな話だ。

（ひょっとして、ここにアイツ等の父親がいるって事か？）

　なんだかその可能性もありえるような気がした。

　──って、ちょっとまて。

　俺はもう一つ、とんでもない事に気付いてしまった。

（ルーカス……ルーカスって……？）

　──確かいた。『白雪姫７人の恋人』の攻略キャラの一人に、ルーカスという名のチャラ男騎士が。

「俺の名前って何でしたっけ、エミリオ様……？」

　ギギギッと首だけで主を振り返って後ろに立つ王子様に聞いてみると、彼は呆れたような顔で嘆息する。

「まだ寝ぼけているのか？　ルーカスだろう、ルーカス・セレスティン。お前は僕の護衛の騎士で、どうしようもない女たらしで、いかがわしい夜の酒場の常連で。……正直解雇したいと思う事もよくあるのだが、剣の腕と頭は悪くないから僕の傍に置いてやっている〝黒炎の騎士〟だ。……お前、本当に大丈夫か？　頭でも打ったのか？」

（マジだわ……）

　酷い頭痛がした。

　いや、マジありえねぇ。これってやっぱ夢じゃね？

　綾小路に刺されて、生死を彷徨っている俺が見てる悪夢。

（よりにもよってルーカスか。確かすっげーチョロイキャラだよな……）

　俺はルーカス・セレスティンの事も知っていた。アキが彼氏にしたいと言っていたキャラクターだ。

　──チャラ男騎士と呼ばれていた、ルーカスのキャラ設定が脳裏に浮かぶ。

　それと同時に自分がルーカスとして生まれ落ちてからの二十六年の歴史が、怒涛の嵐のように蘇った。

　確かに俺は、──いや、ルーカスはチャラ男と言ってもいい男で……と言うよりも、チャラ男でしかない。チャラ男そのものだ。

　前世の俺もそれなりに遊んできたが、ルーカスはそれ以上だった。

　この城のメイドや、女騎士団員の綺麗どころはほぼルーカスのお手付きだ。普通ならこんな狭い空間で多数の女性と関係を持てば修羅場になるが、ルーカスは賢くて要領がいい。下村茂のように下手を打って刺される事もなく今までやって来た。そして恐らくこれからもそうなのだろう。

（とりあえず、まずは頭を整理するか）

　様子のおかしい護衛騎士を不気味そうに見ている王子様をよそ目に、俺はテーブルにあった水差しの水を一気に飲み干した。

　──俺はまず、ルーカス・セレスティンの人生を振り返ってみる事にした。





　　＊＊＊＊






　ルーカスは孤児で、物心ついた頃から教会が経営している孤児院で暮らしていた。

　孤児院を出る事になったのは孤児院を経営していた神父が人喰い妖魔で、子供を食べている現場を目撃してしまったからだ。

　温かい里親の家に貰われていったと言われていた仲間達は、皆、神父に喰われていた。

『見てしまったんだね、ルーカス。……君はもうちょっと大きくなってから食べたかったんだけど』

　血に濡れた口元を袖で拭うと、神父は三日月のように目を細めて笑う。蛇のように縦長に伸びた瞳孔は、人間の物ではない。

『そこまでだ！　覚悟しろ！』

　その時、ルーカスの事を助けてくれたのは、リゲルブルクの王宮に勤める騎士だった。

　騎士はその妖魔との戦いで、腕を一本失った。彼はその後、ルーカスを養子として引き取り、愛情をもって育ててくれた。

　ルーカスは騎士を父と慕い、父が失った腕の代わりとなって生きる事を誓った。

　ルーカスも父と同じ騎士の道を選んだ。

　しかし、十四歳になったルーカスが従騎士になって数日後、父は呆気なく亡くなってしまった。年老いて利き腕もないというのに、夜になっても森から帰って来ないという子供を迎えにいき、魔獣にやられてしまったのだ。──ルーカスの父親は、最後まで立派な騎士だった。

『これからは俺のためじゃない、この国のために、友や愛する人を守るためにその剣を振るいなさい。──我が息子よ、いつだって騎士の勇気と誇りを忘れずに、我が国の誉れ高き騎士であれ』

　それが彼の父の最期の言葉だった。

　ルーカスは剣の才能があったらしい。ルーカスはそれからすぐに正規の騎士になり、誰もが嫌がる郊外の夜間警備や見回りなどの任について、積極的に魔物を討ち、メキメキと出世した。

　何度か戦争にも行った。黒煙の中、炎の大地と化した戦場からただ一人帰還した戦の後、陛下に「黒炎の騎士」の称号を賜った。

　──しかし、同期には化物がいた。

　ヒルデベルト。家名はない。この国の第一王子アミール王太子が森で拾ってたと孤児との話だったが、森で物心つくまで育ったという彼の身体能力は化物じみていた。

　ルーカスよりも五つも六つも年下に見えるその騎士は、すぐに彼の事を追い抜いて、アミール様つきの騎士となった。

　ルーカスも数年遅れて、第二王子のエミリオ様の護衛騎士になった。

　王族の護衛に就けるという事は、この国の騎士の最高の名誉だ。

　ルーカスの父も、亡きベルナデット王妃が子供の頃から護衛を務めていた。

　誰よりも尊敬している父と同じ所までこられたのだと思うと、自分が誇らしかった。







　エミリオ様付きの騎士になったルーカスは、彼が抱えている問題──エミリオ様の父親であるラインハルト国王陛下について、頭を悩ませるようになった。

　ラインハルト国王陛下は、王としては有能な人だったと思う。

　ただ父親としては問題が多く、家族に無関心な男だった。風の噂によると、その無関心さが先の王妃ベルナデット様を追い詰め、彼女を自害させたらしい。

　王としての執務はこなしているが、彼の目はいつも虚ろだった。

　ラインハルト国王陛下は、家族でも国でもなく、いつもどこか遠い空を見つめていた。

　エミリオ様は、寂しかったのだろう。母親のベルナデット様の顔を彼は肖像画でしか知らない。父親は無関心で祭事の時しか顔を合わせない。気が付けば継母のフロリアナが城に居座り、継子イジメとともに、新しい兄弟達が増えていく。

　そんな事情から、エミリオ様は小さい頃から兄のアミール王子にべったりで、いつも「あにうえ、あにうえ」と彼の後を子犬のようについてまわっていた。二人は、とても仲睦まじい兄弟だった。

　女とは自分が腹を痛めて産んだ子供が何よりも可愛く思える生き物なのか、元々先妻の子を疎ましく思っていたのか。フロリアナは次第に、アミール王子とエミリオ王子を邪険に扱うようになっていった。

　影で陛下に「次期国王には私のロルフを！」と嘆願しているという噂まである。

　陛下が家族に無関心な事をいい事に、家庭教師を呼びロルフを次期国王として教育まではじめた。

　ある日、彼女はエミリオ様の言動に難癖をつけて、王城の脇にある狭く高い塔の上に王子兄弟を軟禁した。

　アミール王子は薄暗い塔の中で「困ったねぇ」と笑いながら、自分の護衛騎士とトランプをして過ごしていたが、エミリオ様は激怒して「あの性悪な女狐が！」「色で父上をたぶらかした売女め！」と、フロリアナに聞かれたらまずそうな暴言を吐きながら、ひらすら枕パンチをしていた。

　ルーカスも折角王族の護衛という立場まで出世したというのに、一気にランクダウンした食事の内容にゲンナリした覚えがある。

　アミール王子が裏で何かをしたらしく、軟禁は一ヶ月少々で解かれたが、外では「継母に懐かず、優秀な第三王子に嫉妬するアミール様とエミリオ様にお灸をすえた」という事になっていた。

　当然、エミリオ様は烈火の如く激昂した。

『兄上、止めないでください！　ぼくは嘘偽りを吹聴し、ぼくと兄上の名誉を貶めた、あの卑怯な女の事を絶対に許さない！』

　抜刀して部屋を飛び出そうとする、困ったちゃんを押さえながら兄王子は嘆息する。

『お前の気持ちは解るけど。でもここは押さえてくれ、これ以上立場がなくなったら私も流石にやりにくい』

『しかし！　兄上は悔しくないのですか!?』

『時間はかかるかもしれないが、私がこの国の王太子として、いつか父上を説得し、フロリアナ達にも適切な対処を下すと約束しよう。ここは私達の家で、私達の国だ。──そして私は、王位も国も、他の誰かに譲るつもりはない』

『兄上……！』

　ブラコン弟は兄の言葉に感極まっている様子だったが、ルーカスはそうではなかった。

　アミール王子のその氷海の底深い場所の光を留めたような冷たく暗い眼光に、ゾクリと身を震わせた。

　その後も何度かフロリアナと王子達（というよりは主にエミリオ様）は揉めたが、その度にアミール王子が弟王子を宥め、継母の間を取り持ち仲裁していた。

　ラインハルトはあいも変わらず家族にも、家族間の揉め事にも無関心だった。

　彼はいつも、どこか遠くの空を見つめていた。







　──そんなある日、あんなに良かった兄弟仲に亀裂が入る。

　アミール王子が、自ら王位継承権を手放すと言い出したのだ。

『何故です、兄上！　まさかあの女に脅迫されたのですか!?』

　当然、エミリオ様は彼に喰ってかかった。

『これ以上、肉親同士でいがみ合いたくない。私は争ってまで王位が欲しくないんだ。解ってくれ、エミリオ』

『そんな……、あの能なしの豚に王位を譲るというのですか？　そんなの、ありえない！　あの時、兄上は僕にこうおっしゃったはずだ！　王位も国も、他の誰にも譲るつもりはないと！』

　自分の胸倉に掴みかかる弟に、アミール王子は曖昧な笑みを浮かべて笑うだけだ。

『エミリオ、ごめんね』

『この腑抜けが！　軟弱もの！　お前なんかもう、僕の兄じゃない！』

　そして、エミリオ様の傍にいるのはルーカスだけになった。

『いいんスか王子、お兄様と仲直りしなくて』

『あんな腑抜け僕の兄じゃない。──あんな腑抜けや白豚ロルフに王位を譲るくらいなら、この僕が王になってやる』

　そんなの無理に決まってる。

　この王子はパッパラパー……とまでは言わないが、直情的で短絡的だ。

　エミリオ様は兄王子や女官達に、ただ綿に包まれるようにして甘やかされ守られてきた生来の王子様で、その思考回路も甘ったれた末っ子そのものだ。

　世間の厳しさも、外交の難しさも、部下達の管理の方法も、黒い思惑を持って近付いて来る貴族達との付き合い方もまだ何も知らない。

　アミール王子は、あれでも頭がキレるし政治手腕に長けている。

　あの兄王子は、学生時代に自分が王位に就いた時の備えをほぼ身につけた。鉄血宰相ヴィスカルディーの有能な倅を懐柔し次期宰相にと据え置いて、優秀な学友には目を付けて口説いてスカウトし、着実に自分の味方を揃えていったが、エミリオ様の方はといえばお気楽な次男とでもいうのか。もし兄に不幸があった時の事などは考えておらず、何の準備もしてこなかった。

　アミール王子のように貴族や庶民も通う学校に通い、友人を作り、庶民の生活を知る事もなく大きくなった。勉強は家庭教師に教わっていたし、苦手な勉強の時間は逃げていた。社交界や舞踏会など、貴族間の集まりも嫌いでほとんど顔も出さなかった。

　そんなわけで、エミリオ王子の味方は城中城外含め皆無に等しい。

　この国で彼の忠臣と言えるのは、ルーカスくらいだ。

（ま、お手並み拝見といきますか）

　ルーカスはそれからしばらく静観していたが、この王子様、意外に頑張った。

　そう言えば元々エミリオ様はお勉強は出来る方だった。苦手な事は学びたがらなかっただけで。

　兄が今まで歩いてきた道をなぞるようにではあったが、エミリオ王子は次期国王としての帝王学に勤しみ、着実に味方を増やしていった。

　しかしよくよくみてみると、全てがアミール様のお手付きの者達なのだ。

　弟を心配している兄が、裏で根回ししているのがルーカスにはすぐに判った。

　──そして国は真っ二つに別れた。

　第二王子エミリオ王子派と第三王子ロルフ王子派。

　名目上はそうなっているが、裏で二人の糸を引いているのはアミール王子とフロリアナだ。あの二人が弟と息子を使って裏でバトルをしている。

　勿論王位継承権の正当性は、第二王子のエミリオ様にあった。

　そこでフロリアナは、エミリオ王子の心証をを貶める作戦にでた。エミリオ様が狡猾な野心家で、兄のアミール様の王位を略奪しようとしているという話をばら撒いたのだ。

　彼等を子供時代を知っている臣下達からすれば、笑える話だった。あの甘ったれのワガママプリンスが野心家で、敬愛している兄王子から王位を略奪しようとしているなんて誰も信じない。

　しかしそんな事を知る由もない国民にも諸外国にも、尾鰭のついた噂は広まっていく。

　これでアミール王子は、下手に王位継承権を放棄出来なくなってしまった。

　自分が継承権を放棄すると、名実ともに弟が汚名を着せられる事になってしまう。フロリアナもそれを狙っている。

　フロリアナは兄王子の王位継承権を略奪した悪の王子エミリオを、正義の王子ロルフが討ち、彼が次期国王陛下の座に就くという、まるで三文芝居のようなシナリオをお望みだ。

　フロリアナ一派は、ここでアミール様とエミリオ様の仲に決定的な亀裂が入る事を想像していたようだが、残念な事にそれは彼女の読み違いとなった。

　元々、エミリオ様は王位が欲しかったわけではない。何故か「王位を放棄する」と言い出したアミール様を奮起させ、玉座に就かせたかっただけなのだ。

　だがフロリアナ一派は、自分達のようにエミリオ様も王位を欲しているのだとばかり思っていたのだろう。兄王子を討とうとしないエミリオ王子に、フロリアナ一派は焦った。

　下手に退位する事ができなくなり「困ったなぁ」と嘆く兄を見て、エミリオ様は小気味良さそうに笑っていた。

　自分の汚名が返上される事よりも、兄が王位継承権を放棄せずに済んだ事の方が嬉しいらしい。

（もしやあの王子様、最初から王位継承権を放棄する気なんてなかったんじゃないか？）

　まだ幼く感情を抑える事の出来ないエミリオ様は、アミール王子の一番のウィークポイントだった。

　当然フロリアナ一派もそれをよく理解しており、彼のウィークポイントであるエミリオ王子をいつも集中的に攻めてきた。

　アミール王子はあえてエミリオ様と仲違いをして、フロリアナ一派の目を欺き、直情的な弟の暴走を上手い具合に利用したという事なのだろうか？

　いつか塔に閉じ込められた時と違い、この頃のアミール王子はもう無力な子供ではなかった。成人して陛下から国宝の神剣を賜り、城に己の忠臣も揃え、フロリアナ一派も容易には手出しが出来なくなっていた。

　そして玉座を巡った争いは膠着状態に入った。

　しかし、城の者達は誰もがアミール王子が王位に就くのだとばかり思っていた。

　フロリアナ一派の顔であるロルフ王子は、エミリオ王子以上にアレだ。フロリアナが甘やかし過ぎたせいだろう。根気がなく打たれ弱いくせにプライドだけは一丁前の男で、勉学はいつも途中で放棄し、この国の王になるには必要な剣技もろくに学ぼうとしなかった。今も娼婦を呼んで昼間っから遊んでいる。野心家の門閥貴族の家の出で計算高いフロリアナだったが、その子供達はその頭脳も美貌も、彼女からは受け継がなかったらしい。ちなみにロルフの下の弟王子や姫も彼と同じかそれ以下だ。

　ラインハルト国王陛下から神剣を賜ったという事もあり、誰もがこのままアミール王子が王位に就くとばかり思っていた。

　──しかし、ある日事態は急変する。

　陛下は、そのどこからともなくあらわれた黒髪の女に心を奪われた。

　陛下はもう窓の外を見ていなかった。家族も国も何も見ていなかった。ただ、その女だけを見つめていた。

『やっと私の下に戻ってきてくれたんだね、ホナミ君』

『ええ、陛下。私もお会いしとうございました』

　この世界では聞き慣れない「ホナミ」という珍しい名前の女は、とても珍しい闇色の髪と瞳を持つ、それはそれは美しい女だった。

　──そして大国リゲルブルクは傾きだす。








俺の残念なご主人について。……死ぬわ。









　ホナミはすぐに国王陛下の寵妃となった。

　この国の寵妃は、王に寵愛されればされるほど地位が高くなる。王の愛を一身に受ける事が出来れば、寵妃の地位や権限、発言力は正妃をも上回る。

　ラインハルトに溺愛されるホナミの地位は、すぐにフロリアナや王子達よりも高くなり、彼女の地位は確固たる物となった。

　するとホナミは高価な宝石やドレス、高価な調度品を買いあさるようになり、激しい浪費を始めた。

　陛下は何も言わなかった。ただ贅の限りを尽くすホナミを幸せそうに見つめていた。

　ホナミの事を忠言した臣下達もいたが、その度に陛下は彼等に厳しい処罰を与えた。城から追放された者も首を切られた者もいた。次第に誰も陛下にはもの申さなくなった。

　一度、ホナミが税を上げるように陛下に進言したが、ここでアミール王子が間に入った。

　アミール王子が何を言ったのかルーカスの知る所ではないが、流石に息子に諭されてバツが悪かったのだろう。増税の話はなくなったが、それからホナミはしばらく荒れに荒れた。陛下は彼女を諌めるのに、大分苦労したらしい。

　それから陛下はアミール王子が謁見を願っても避けるようになった。

　いつものように「困ったねぇ」と微笑むアミール王子の目は、今回に限り笑っていなかった。

　エミリオ様は動かなかった。いや、動けなったと言った方が正しい。

　何だかんだで、彼の中で兄は万能的な存在として位置づけられている。そんな兄が身動き取れないこの事態に、彼も動揺したのだろう。

　難しい年頃のエミリオ様からすれば、父親の変化もショックだったのかもしれない。自分達だけではない、フロリアナ達に対してもいつだって無関心だった父の、ホナミが来てからのこの変わりよう。昼間から睦みあい、ホナミを連れて馬で遠乗りに行き、夜は二人で寄り添いながら星空を眺める。

　エミリオ様はただ苦々しい顔で、ホナミを寵愛している父親を見ていた。

　現正王妃のフロリアナは、当然面白くない。

　陛下が夜、フロリアナの部屋に行く事もなくなったと言う噂が城内でも持ちきりになった。どうやらそれは事実だったらしく、フロリアナの憎悪の矛先はエミリオ様達からホナミへと向けられた。

　フロリアナは事あるごとにホナミに喰ってかかるが、ホナミはどこ吹く風といった様子で彼女の暴言や皮肉をかわす。そんなフロリアナを叱り、罰を与える陛下。

　アミール王子はしばし静観に入った。今の陛下は正気ではない。今動くのは得策ではないと思ったのだろう。彼は動く機会を淡々と狙っているように見えた。

　エミリオ様も兄のそんな様子を察すると、自分も今は下手に動いてはならないと勘付いたらしい。

『あれ、今回はエミリオ様ずいぶんと大人しいですね』

『あいつが今動かないという事は、何か考えがあっての事だろう。別にそれを邪魔する気はない』

『王子もそういう事にやっと気付ける程度には成長したんですねぇ』

『うるさいぞルーカス、黙れ』







　──そんなある日。

　コンコン。

　深夜、人目を忍ぶようにルーカスの部屋を尋ねてきたのは、アミール様付きの騎士ヒルデベルトだった。

　ルーカスはヒルデベルトが嫌い……とまでは言わないが、苦手だ。天然ちゃんとでもいうのだろうか。女の子の天然ならまだ可愛く思えるが、天然の男なんて苛々するだけだ。何よりこの男、皮肉が通じない。

　ちょうど、眠りかけていたルーカスは渋々ベッドから身を起こし、ドアを開ける。

『何だよ、何か用か？』

『うん、大事な話がある。──ホナミについてだ』

　なるほど、だから目深にローブなんか被って顔隠してるワケな。

　そうなると無碍に扱うわけにはいかない。

『入れよ』

　欠伸を噛み殺しながら部屋に招き入れると、彼の目はテーブルに置かれたアップルパイに釘付けになっている。

　さっき女が持って来たものだったが、そういえば喰い忘れていた。

『喰えば？』

『やった！　ルーカス、君って良い人だね！』

『別にいいよ』

　つーかそんなキラキラした目でこっち見んな。

　男にそんな目で見られても嬉しくねぇし。

『で、話は何だ？』

『あ、そうだった。アミー様からの伝言なんだ。エミリオ様の所に直接行くのは人目に付くし、ほら、色々リスクもあるから君のところに来たんだけど、』

『要点は何？』

『──アレは人間じゃない』

『え？』

　あっと言う間にテーブルの上のアップルパイを平らげたヒルデベルトは、自分の指についたバターを舐めながら低い声で言う。

『人じゃない。……アレは妖狐だ。恐らく妖狐と人間の半妖』

　一気に目が覚めた。

　ルーカスは慌てて戸締りを確認し、盗み聞きされている気配がないか確認する。

『なんで判るんだよ、直接見たのか？　証拠はあんのか？　何の根拠もなく言ってるなら、お前まずいぞ』

　ただでさえ今この国はホナミの絶対王政だ。こんな事を言っている所を誰かに聞かれたらまずい。

『なんでかは言えない。でも、俺にはニオイで判る』

　またニオイとか言い出したよ。この野生児ワンコ君。

『だからエミリオ様が無茶しないように見張っててくれないかって。アミール様からの伝言』

『まあ、言われんでもそれが俺のお仕事ですから』

『エミリオ様の成長は俺達も知ってるよ、アミール様も喜んでる。でも、それでも今のエミリオ様じゃホナミに敵わない』

　少々カチンと来る話だった。

　エミリオ様は、まあ、成長してもワガママプリンスのままでアレだなんだが。しかしその言葉は、同時にあの王子様に忠誠を誓ったルーカスの腕も否定された事になる。

『俺がエミリオ様についてても無理だって言うのかよ？』

『うん。正直、俺が一人でもホナミを討てるか分からない。一人で勝てるって見込みがあるんなら、もうとっくに狩ってる』

　ヒルデベルトはギリギリと悔しそうに親指の爪を噛みながらそう言った。

　この国一優秀な剣士の言葉に、ルーカスは思わず息を飲む。

『今、俺達はあの狐を狩る機会を狙ってる。だからどうか無茶だけはしないように見張っていて。今、変なタイミングで彼に飛び出されたらマズイんだ』

『わーったよ』







　それからしばらくして、フロリアナがお茶会を開いた。

　それは極秘裏に、内密でというお達しで、人目を避けるような場所で開かれた小さなお茶会だった。

　呼ばれたのは、アミール王子とエミリオ王子の二名だけだ。

　敵の敵は味方という奴なのだろう。彼女もホナミを自分だけで追い出すのは難しいと悟り、王子達を味方につける算段のようだった。

　しかしフロリアナのその目論見は失敗に終わる。

　結論から言ってしまうと、そのお茶会でフロリアナは毒殺された。

　どうやら彼女が口を付けたティーカップに、毒が仕込まれていたらしい。

　フロリアナが毒殺された現場にいたのは、アミール王子とエミリオ王子、そして護衛の俺とヒルデベルトだけだった。

　フロリアナが倒れた後、彼女の侍女達もバタバタ倒れだす。侍女達も事前に毒を盛られていたらしい。

『困ったねぇ、これじゃまるで私とエミリオが犯人みたいじゃないか』

『困ったねぇじゃない！　どうするんだ！』

　のほほんと笑う兄王子に、エミリオ様は食って掛かった。

『アミール様！　これも毒入りかな!?　食べちゃ駄目!?　駄目!?』

『駄目に決まってるだろう、阿呆かお前は！』

　テーブルの上にある焼き菓子に手を伸ばそうとするヒルデベルトに、思わずルーカスは声を張り上げる。

『とりあえず、この場にいたのは私達だけって事にしておこうか』

『何を言って』

『ルーカス』

　それでもまだ食べようとケーキに手を伸ばすヒルデベルトを、羽交い絞めにしていたルーカスは、アミール王子に呼ばれて顔を上げる。

『今すぐエミリオを連れてこの場を離れてくれ』

『なにをするんだ？』

『お前達は今日ここにはいなかった、いいね？』

　エミリオ様は「何を言っているのか判らない」といった顔で頭を横に振るが、ルーカスは彼が言っている事の意味を瞬時に理解した。

『迂闊だったよ、確かにこの好機をホナミが見逃すはずがない。用心はしておいたつもりだったが、……見事にしてやられた』

『お前は、何を言っている？』

『これは私の考えなしの行動が招いた結果だ、私が責任を取ろう』

（アミール様……）

　自然とルーカスの膝が床に付き、頭が下がった。

『畏まりました。弟君の事はどうぞ私にお任せ下さい、アミール王太子殿下』

『頼んだぞ、黒炎の騎士よ』

『おいちょっと待て！　なんでお前があいつの言う事を聞くんだ!?　お前は僕のしもべだろう！』

『だって、今お兄様のおっしゃっている事が最善の策ですし』

『僕は逃げないぞ！　僕達は無実だ、何も後ろ暗い事なんかない！　どうせこれもあの女狐の仕業なのだろう!?　いいだろう、ホナミ！　この僕が、エミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルクが相手になってやる！　僕は潔白を証明して、あの女狐を我が国から追放し……って、おいルーカス、こら、待て！　何をしているんだ!?』

　ルーカスは立ち上がると、事の重さを全く理解していないパープリンプリンスを小脇に抱え、もう一度、アミール王子に頭を下げた。

『大丈夫だよ、きっと私が何とかするから』

　ひらひらと手を振るアミール王子に最後にもう一度だけ頭を下げて、ルーカスはその場を離れた。

　──そしてフロリアナの殺害容疑をかけられたアミール王子は、王位継承権と王族の地位までをも剥奪されて、国外追放処分となった。

　同時に王子派の宰相イルミナートと、エルヴァミトーレという高級官僚も一人追放される事になった。エルヴァミトーレはアミール王子派というよりは、彼のスピード出世を快く思わない他の官僚たちから、「アミール王子派」と難癖をつけられて、巻き添えを食らった形で追放されたようだ。

　顔の皮が厚く肝の据わっている宰相殿と違い、犯罪者となったアミール様と腹違いの兄と共に国外追放される彼の顔は酷く暗い。

『皆、付き合わせて悪いね』

『よく言います、最初から付き合わせるつもりだった癖に』

『何の事だろう、私はイルミが何を言っているのかよく分からないなぁ』

『ったく。この貸しは高いですよ』

『分かってるよ。いつか倍にして返してやるから私について来るといい』

『俺はどこまでも王子について行くよ！』

『ふふ、ありがとう、ヒル』

『アミール王太子殿下、エミリオ様を置いていってもよろしいのですか？』

『もう王太子殿下じゃないんだ、アミールでいいよエルヴァミトーレ』

『では、お言葉に甘えまして。アミール様、エミリオ様を今、あの王宮にお一人でお残しするのは危険なのでは？』

『エミリオにも、そろそろ王族としての自覚を持って貰いたい所だからねぇ』

『はあ』

『私は今回、賭けに出て負けた。……でも、私はもう一度だけエミリオに賭けてみたいんだよ』

『と、おっしゃいますと？』

『父としてはともかく、私はこの国の王としてのあの人の事は信用していたんだ。王としてこの国の繁栄を真に考えるのならば、父上は今、私を手放してはいけなかった。……しかし私はこの通り、国外追放処分の身だ』

『…………』

『でもね、私はもう一度だけあの人の事を信じてみたいんだ。ホナミに促されるまま私に処分を下した時、父上は確かに揺れていた。……あの時、ホナミ抜きで父上と二人で話せなかったのが今も無念だよ』

　──真夜中だった。

　ルーカスがその場に姿を現すと、アミール様は巻きこまれ追放の文官からこちらに視線を移す。

　彼等は、ルーカスが隠れて盗み聞きしているのに気付いている風だった。

『やあルーカス、良い夜だね。エミリオは私の見送りには来てくれなかったのかな』

『弟君なら、部屋で不貞寝していますよ』

『そう』

　この王子は自分の責と言って全てを被ったが、本来ならばエミリオ王子も、そして彼を守護すべきルーカスにだってその責はあった。あの罠に事前に気付けなかったのが無念だ。

　ルーカスは迂闊だった自分と主の分まで引責し追放の身となった王太子殿下の前に跪くと、もう一度頭を下げた。

『そう遠くない未来、父上は国王としての責かホナミのどちらかを選択する時が来るだろう』

『陛下が国ではなくホナミを取った……その時は？』

　夜風がアミール王子が目深に被ったローブを乱暴に剥がし、彼の能面のように冷たい無表情が露わになる。

　ルーカスは、いつも穏かな笑みをたたえている彼がこんな顔をするのを初めて見た。

『その時はただの阿呆だ。この国の王に相応しくない。──その時は、私がホナミ共々愚王を討とう』

　王子はすぐにいつもの笑顔に戻ると、小さな紙切れをルーカスに握らせた。

『他にもいくつか理由はあるけれど、今はホナミを討つ時ではないのだよ。時が来たら合流しよう。私達は我が国とリンゲインとの国境の森にある隠れ家に潜伏している。一応お前には地図を渡しておくよ』

『アミール様』

『私の可愛い弟のこと、よろしく頼んだよ』

　そう言って、アミール王子達は夜逃げするように城から消えた。

　──そして野心家のエミリオ王子が彼の王位継承権を奪い、追放したという噂がまことしやかに流された。
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「それよりも、そろそろ行くぞ」

「行くってどこへッスか？」

　エミリオ王子の言葉に、俺は回想から現実に引き戻される。

「決まっているだろう、父上の玉座に図々しく居座っている女狐の所だ」

　覚悟した瞳で、エミリオ王子はスラリと宝剣バミレアウドを抜いた。

「……僕は、今日あの女狐を討つ」

　ああ、思い出した。確かこんなイベントもあった。エミリオ王子とルーカスの登場イベントだ。寵妃ホナミにエミリオ王子が単身挑み、返り打ちにされるイベント。命からがら城を逃げ出した二人は、このゲームのヒロイン白雪姫と運命的な出会いを果たす。

「黒炎の騎士よ、お前は僕に命を預ける覚悟はあるか？」

「へいへい、地獄までお供しますよ、王子様」

　後ろに流した長い三つ編みを指で弾く。格好つけた仕草で答えながらも、俺は内心ゾッとしていた。

（今、ヒロインのステータスはどうなってんだ？　イベントはちゃんとクリアしてんのか？）

　いや、ここが本当にあの乙女ゲームの世界なのか俺には判らない。──判らないが、もしそうだった場合まずい。非常にまずい。

　ルーカスもエミリオ王子も『白雪姫と７人の恋人』の攻略キャラだ。

　ヒロインが俺達を登場させるには、いくつかの発生条件があったはずだ。

　アキのあのオタトークと、彼女に見せられた攻略本やらファンブックやらの内容を、俺は必死に思い出す。

　確かエミリオ王子は〝忍耐〟〝芸術〟、ルーカスは〝美貌〟〝流行〟のスキルを上げるんだ。その四つのスキルを目標ラインまで上げて、各種イベントをクリアしないと、俺達はヒロインの前に登場しない。

（美貌と流行か……）

　ルーカスを攻略するのに必要なもの。……なんとなく、ルーカス・セレスティンというキャラクターと、下村茂は共通点が多いような気がした。……や、でも俺、ここまでチャラくなかったけどな。

（なんか嫌だな……）

　アキの話を思い出すと、ルーカスとヒルデベルトが７人の恋人の中で、簡単に攻略出来るキャラだったはずだ。選択肢を少し間違えても、イベントやスチルとやらを全部見なくても、必要スキルを上げてさえいれば、エンディングが見れるというちょろいキャラ。それが俺だ。

　実はルーカスも、隣国に雪のような白い肌をしたそれはそれは美しい姫君がいるという噂を耳にした事がある。──『白雪姫と７人の恋人』のヒロイン、スノーホワイトは、恐らくこの世界に存在する。

　しかし、俺には会った事もない隣国のお姫様のステータスが今どうなっているか、判るはずもない。

（これ、マジでやばくないか？）

　スノーホワイトのステータスが、俺達の発生条件を下回っていると、俺達はゲームのシナリオに登場しない。──即ち、今後、俺とエミリオ様はヒロインの前には現れる事はない。

（ひょっとして、ヒロインのステータスが足りなかったら、俺達ここで死ぬんじゃねぇの……？）

　その可能性も十二分にあるのだと気付き、俺の顔は引き攣った。

（いや……俺達が女狐に勝利すれば、城から逃げる必要がなくなるから、ヒロインに会わないだけか？　それとも俺達の敗北と逃走は既に決定事項で、ただ単純にヒロインと出会わないだけなのか？）

　アキなら知っているのかもしれないが、そんなの俺が知ってるわけがない。

　楽観的に考えれば、もう既にエミリオ王子とルーカスの登場イベントは始まっている可能性もある。

　自分で言うのも何だが、ルーカスの剣の腕は超一流だ。ヒルデベルトにこそ敵わなかったが、あいつがいなければ俺が実質この国一の剣術使いだ。

　エミリオ王子も、そこらのゴロツキ複数に囲まれても一人で対峙できる程度には強い。

　しかしあの女狐は人間ではない。ヒルデベルトも言っていたが、魔性の類だろう。

　──人の世の者でない彼等に、人間が真っ向から立ち向かってもまず敵わない。

　魔女程度なら運が良ければ殺せるかもしれないが、妖魔や魔族相手だと端から勝ち目はない。

　そりゃ成人の儀式で、国宝の神剣〈幽魔の牢獄〉を授かり、高位の水魔法が使えるようになったアミール王子や、野生児故の嗅覚や動体視力を持ち、戦場では悪魔的な動きをするヒルデベルト、魔導大国に留学して本場の魔術を学んできた凄腕魔術師兄弟がいればなんとかなるのかもしれないが、この王子様と俺程度の戦力ではまず敵わない。

　一番痛いのは俺にもエミリオ王子も魔力がないという事だ。──つまり、魔術耐性がなく、魔防がゼロ。

　ホナミに妖術の類を使われた時点で、俺達は終了する。

　術が発動する前に首をとるのが唯一の勝利の道だが、あいつらは人間の魔術師と違って呪文詠唱を必要とせずに術を発動させる。

　そういうわけで殺るなら闇討ちが一番適しているのだが、あの女狐、その機会を中々与えてはくれなかった。

　俺達はその機会を虎視眈々と狙っていたが掴む事が出来ずに、今日に至る。

「ええっと、やっぱり二人で行くんですか？」

「ああ、兵を連れて行く気はない。僕が勝っても負けても、父上が出てきても出てこなくても、彼等には逃げ場を用意してやりたい。これは僕達家族の問題だ」

　神妙な様子で頷くエミリオ様に俺は感涙する。

（成長したな、このパーピープーリンスも）

　王子の成長が嬉しくもあるが、同時に明らかに足りない戦力配分に俺は泣いた。

（せめて何人か魔術師連れてきましょうよ、魔防ゼロで人外に立ち向うとかどう考えても無謀ッスよ……）
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　玉座の間に行くと、玉座には美しい女が座っていた。

　女が脚を組みなおすと、スリットの入った長いドレスから白い太股が覗く。──寵姫ホナミだ。

　ホナミの足首から太股の上部にかけて、巻付くように描かれた天翔ける龍は刺青だろうか。それともまじないの一種なのだろうか。

　長く美しい黒髪に、冷たいほどの美しさをたたえる闇色の瞳。

　日本では珍しくも何ともない髪色と瞳の色だが、この世界ではとても珍しい組み合わせになる。

（あれ？）

　扇子の下に顔半分隠されたホナミの顔に、今日、俺は違和感を覚えた。

（この顔、どこかで見たことがあるような……？）

「僕は父上に話があるんだ、父上に会わせろ」

「陛下は私以外にはお会いになりたくないそうです」

「……実の息子の僕にも会いたくないと、父上自らがそうおっしゃっていると言うのか？」

「ええ、そうです。陛下のご意向に逆うのですか？」

「くっ……！」

（思い出せない。──でも、誰かに似てる）

　そんな事を考えている間にもイベントは進行している。

「もう我慢ならん。良くも義母フロリアナを毒殺し、アミールに汚名を着せてくれたな！」

「あら、あなたはあの女が憎かったのではなくて？」

「ああそうだ、僕はあの女が小さな頃から大嫌いだった。……しかし殺すまで憎いと思った事はない」

「あなたは国王になりたかったのではないの？　ずっと優秀なお兄様の事が目の上のたんこぶだったのでしょう？」

「……あの能無しの豚に王位を渡すくらいなら自分が王になると言ったまでで、僕は元々王になる気など微塵もなかった。──この国の王に相応しいのは、僕でもロルフでもない、アミールただ一人だ！」

　スラリと抜刀するエミリオ様に習い、俺も抜刀する。

　脚を肩幅に開いて腰を降ろし、剣を構える。

「ホナミ、そこを退け。その椅子はお前ごときが座っていいものではない」

「あー、お兄様にその台詞聞かせてやりたいですねぇ」

「殺すぞルーカス」

　ギロリと睨まれた俺は、王子から視線を反らしピューと口笛を吹いて誤魔化した。

「エミリオ王子、あなたは何を怒っていらっしゃるの？　私がフロリアナ様を殺したという証拠でもあるのかしら？　お兄様を追放したのもあなただという噂をお聞きしましたが？」

「この厚顔無恥な女狐が。よくもいけしゃあしゃあと。……ホナミ、僕はお前が人ではないものだという事にとっくに気付いている。さっさとその醜い化物の姿を現せ」

「へぇ？　これは私も坊やの事を甘く見ていたかもしれないわね」

　ホナミは目を細めると、パチン！　と扇子を閉じて玉座から立ち上がった。

　「いや、あんたが人間じゃないのに最初に気付いたのはこの人じゃなくてヒルデベルトッスよ」と思いもしたが、主人想いの優しい騎士の俺はあえて伏せておく。

「父上を誑かした悪魔め。さっさとこの国を出て行け。──これ以上の狼藉は、見るに耐えん。エミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルクの名に懸けて、宝剣バミレアウドに誓って、この僕がお前を討つ」

　王子が剣先をホナミに突きつけた。エミリオ様の空色の瞳が怒りに燃えている。

「……良い子にしていれば、見逃してあげてもよかったのに」

　ホナミが扇子を床に捨てると、彼女の長い黒髪の銀色に変わった。

　ジワジワと目の色も血のように紅い色に変化して、妖しく光りだす。

（まずい！　この髪、この目、最高危険種だ……！）

　あー駄目だ、死ぬわこりゃ。

　──人とは無力だ。

　下級妖魔でも対峙すれば人はまず敵わない。

　俺はそこそこ剣を使える方だ。うちの凄腕の騎士が十人いなければ倒せないと言われている魔獣でも、一人で倒す事が出来る。妖魔も下級妖魔なら何体か奇跡的に倒した事がある。だからこそ今、この地位にいる。

　しかし、流石の俺もこの世界で最高危険種と呼ばれている銀髪紅眼の妖魔とやり合った経験はない。低級妖魔を倒した時ですら、命からがらだったのだ。

（ま、仕方ねぇか。お供しますよ王子様）

　なんだかんだで、俺はこの王子様の事が結構好きだ。

　そんな事を言ったら「不敬者！」と叱り飛ばされそうだが、俺は勝手にこの王子様を孤児院で神父に喰われた弟分と重ねて、自分の弟のように思っている。

「私も退屈していた所だし、いいでしょう。──来なさい、遊んであげるわ、ぼうや達」

　ホナミから毒々しい色の瘴気が滲み出す。

「エミリオ様、来ますよ！」

「ああ、行くぞルーカス！」

　ブワッ！

　玉座の間が巨大な闇に包まれた。








俺の残念な逃避行について。……首っ丈。









　──そしてシナリオ通りに俺達は妖狐に敗北した。

　ジキジキジキジキ。ゲッゲッゲッ……。

　近くで聴こえる虫の音に梟の鳴き声。

　遠くでは狼の雄叫びに、縄張り争いを繰り広げている魔獣達の唸り声まで聞こえる。

「俺はてっきり『野宿なんて僕に出来るわけないだろう！』とおっしゃられるものだとばかり思っていましたよ」

　時刻は深夜。場所は敗走先の森の中。妖狐に敗北してから早い物で一週間が経過した。

「馬鹿かお前は。この非常事態にそんな悠長な事を言っていられるわけがないだろう」

　不機嫌そうな顔でブヨや薮蚊を追い払うエミリオ様に毛布を渡しながら、俺は苦笑した。

　慣れない野宿にすぐに音を上げると思っていたエミリオ様だったが、この王子様、意外な事に頑張ってくれている。

「今日から森で野宿ですから。灯りないですけど大丈夫ッスね？」

「フン、勝手にしろ」

　いつも灯りがないと眠れない王子様だったが、夜の森はいつもの我が侭を言える場所ではない事くらいは判っているらしい。文句はないようだ。

　夜の森は人の世ではない。夜の森では何が起こってもおかしくない。森とは本来ならば人が踏み込んではならない場所なのだ。昼は我等が人間がお目零しを戴いているだけで。

　俺はエミリオ様の護衛になる前は、主に郊外の夜間警備や見回りなどをしていた騎士だ。

　森の中で狼や魔獣に襲われたりなどの不慮の事故に遭ったり、迷って街に帰ってこれなくなってしまった人間の救出に夜の森に出向いた事は何度だってあるし、夜の森での夜営の経験も生き延び方も知っている。そんな俺のキャリアを知っているからだろう、エミリオ様も森に入ってからは随分と素直だ。

　森でやむを得ず夜営をする時は、決して火を焚いてはいけない。火を熾すと魔獣は寄って来なくなるのだが、その代わりに光に吸い寄せられる虫のように妖魔達が集まってくる。

（今晩は月があって良かったな）

　俺は空を見上げて目を細めた。

　月星が夜空にない夜の森は危険だ。そんな森の中で魔獣に襲撃されれば、暗闇の中、足元もおぼつかない状態での戦闘となる。

　しかしそれでも妖魔に襲われるよりはずっとマシなのだ。

　妖魔の強さにも勿論強弱はあるが、魔獣と比べたら脅威の度合いが違う。

　妖魔の中には稀に魔獣よりも弱い者もいると聞くが、それでも遭遇する妖魔の強さが未知数な限り、決して出会いたいとは思えない。

　エミリオ様はすぐに寝息を立てはじめた。

　一人になって人心地付くと、やはりあの日の事を思い出さずにはいられない。

（寵妃ホナミ。あいつ、一体何者なんだ……？）

　俺の思考はすぐに一週間前のあの日へと舞い戻った。







『ルーカス、後ろだ！』

　エミリオ様の声に後ろを振り返るが時は既に遅し。

　後ろに膨れ上がった光りの玉が弾ける。

　パアアアアン！

　全身を襲う衝撃波に、俺の体は一気に壁へと吹き飛ばされた。

　ガッ！

『かはっ』

　背中から煉瓦造りの壁に衝突した俺は、後頭部を強か打ち、数分間意識が飛んでしまっていたようだった。

『口ほどにもない』

　視界が定まってくると、俺が吹き飛ばされる前は玉座の前にいたホナミが主人に１歩１歩近付いていく姿が見えた。

（やべ、早く起きないと……）

　立ち上がろうとした瞬間、全身に激痛が走り思わず床に膝を突く。

　喉が妙に粘ついて、思わず咳き込み床に吐き出した物には赤い物が混ざっていた。

　ホナミは呪文詠唱もなく、金色に光る炎の狐達を際限なく作り出す事が出来た。

　この狐、実体はなく剣で切っても切ってもすぐに復活する。

　それでもそんな金狐達の攻撃をすり抜けて、なんとか妖狐の元まで辿りついた俺は、奴の出した衝撃波に壁際まで吹っ飛ばされた。

（やはり無謀だったか）

　俺が道を開き、エミリオ様に妖狐のとどめを刺して貰う。エミリオ様が打ち損じたら、俺がもう一撃討ち込んでとどめを刺す。そういう算段だったのだが、呆気なく失敗に終わってしまった。

　カラン。

『クッ』

　金狐の攻撃に、エミリオ様の宝剣が床に転がる。

　自分の目の前まて来たホナミに、エミリオ様は大国の王太子の威厳溢れる表情で憮然と言い放つ。

『殺せ』

　ホナミは王子の言葉に薄く笑った。

　妖狐の白い手が、主の首を締め上げながら宙に持ち上げる。

『エミリオ様！』

　手を伸ばして叫ぶが、主の元には届かない。

『最後に言い残す事は？』

『妖魔の本性の方は、随分厚化粧だな』

　首を絞められながら、苦痛に顔を歪めながら嘲うエミリオ様のその言葉に、玉座の間にブワッと殺気が膨らんだ。

　ガッ！

『このクソガキ……ッ！』

　そのまま妖狐に床に投げ捨てられるように叩き付けられるが、エミリオ様はいつものあの小憎たらしい顔でフンと鼻を鳴らして嘲うだけだ。

　妖狐の白眼の部分までが真っ赤に染まるのがこの距離からでも判った。

　ホナミの白眼の内に、幾条も糸いと蚯蚓みみずのような血管が浮きあがっている。

（あああああ言っちゃった！　エミリオ様のお馬鹿！）

　確かに妖狐は圧化粧というか。──顔に真っ白に白粉を塗り、目元や額、頬には何本もの太い紅色のラインを引いている。目元のアイラインらしきもの以外は、彼女が妖術を発動させると瞳と一緒にボウッと光るので化粧ではなく何かのまじないだとは思うが。

『跪いて足を舐め、許しを請えば命を助けてあげてもいいのだけれど、どうする？』

『この僕を誰だと思っている。そんなみっともない真似をするわけないだろう？　殺せ』

　エミリオ様の不躾なまでに強いその視線は、既に何かを覚悟しているようだった。

『そんなに死にたいのなら、殺してあげる』

　カミソリのように冷たく鋭い妖狐の眼差しに、彼女からほとばしるその冷気に、俺が今着ている騎士服が、凍り付いてパリパリと音を立ているようなそんな錯覚に襲われる。

（間に合え！）

　足元に転がった愛剣を拾い、二人に向かってダッシュをかけた。

　妖狐の手の平の上でどんどん大きくなっていく紅い火の玉に、危機感が募る。

（間に合え間に合え間に合え間に合え！）

　エミリオ様が何故か口元に微笑を浮かべながら目を伏せる。

　──間に合わない!?

　俺がゾッとしたその瞬間、

　バシャッ！

　妖狐の頭上から、大量の水が降って来た。

『何、何これは!?』

　消える金狐の群れ。

　目元を押さえて蹲る妖狐。

『エミリオ様、無事ですか！』

　天井から大きなバケツを持って飛び降りてきたのは、見覚えのある顔の男達だった。

　以前陛下にホナミの事を忠言し、表向き処刑された事になっていた者達だ。彼等は首を落とされる直前、アミール王子の手引きにより脱獄し、生き延びていた。

『これは聖水です！　聖地へ行き、大量に汲んできたのです！』

『おのれ……！』

　溶ける化粧、溶ける肌。頭皮からボロボロと落ちていく銀の髪。溶けた肌から肉が剥き出しとなり、おぞましい外見となる妖狐の周りにまた大量の金狐達が生まれる。

『わし等がこの国の王子だと認めているのは、陛下とベルナデット様の息子のアミール様とエミリオ様だけじゃ！』

『どうかここは私達に任せてお逃げ下さい、アミール様とのお早いご帰城をお待ちしております！』

『お前達……』

　金色の炎に身を焦がしながらも金狐達を押さえ、必死に叫ぶ老兵達。

　尻餅をついたまま呆然と見上げるエミリオ様の腕を引いて強引に起こし、俺は走り出す。

『恩に着るぜ、爺さん達！』

（またお兄様に守られたな）

　恐らく聖地まで聖水を汲みに行かせたのも、自分の留守中に弟を影から守るように命じたのもこの人のお兄様なのだろう。

『門を閉ざせ！　城門を閉じろ！　兵を出せ、追え、あの二人の首を跳ねろ！』

　玉座の間から出た時、後ろからホナミのヒステリックな声が聞こえる。

『離せルーカス！　あの者達の命が！　僕も戻って戦う』

　ホナミの声に、エミリオ様は弾かれたように後ろを振り返った。

　引き返そうと立ち止まり、俺の手を振り払おうとするエミリオ様に一喝する。

『寝ぼけた事言ってんじゃねぇ！　あいつらは命を懸けてあんたを守ったんだ、今はその命を散らす時じゃねぇ！　厳守すべき時だ！　いいからさっさと逃げますよ！』

『しかし！』

『あのな、王子様！　人類皆平等っつーが、あんた等王族の命は俺達平民の命よりも遥かにお高いんだ！　あんたらの背中にはこの国の五千万の民の命が懸かってる！　それを忘れたとは言わせねぇ！　何故あんたに命を捧げる者がいるか分かるか!?　あんたにしか出来ない事があるからだ！　あんたには王族の義務がある！　それは我が国が他国からの暴力や侵略に晒された時に民を守ること。規律や規範を用いて、民に一定の秩序を与え、弱者を守ること。限られた資源と条件で国力を高め、より豊かでより平和で安全な国づくりをすること。──それは俺達平民に出来る事じゃねぇ、あんた等にしか出来ない事なんだ！　だからあいつ等も命を懸ける！　それを無駄にすんな！　自分の命の価値とその身に背負った重圧を思い出せ！』

　エミリオ様は俺の言葉に大きく目を見開いた後、俯くと「うるさい」と小さくぼやいた。

『……お前なんかに言われなくても、そんなの充分承知している』

（逃げきれるか……!?）

　吹っ飛ばされた時、肋骨にひびが入ったかもしれない。体が悲鳴をあげている。

　ここで兵に囲まれたら、電池の切れた玩具のようになってしまったエミリオ様を守り逃げ切れるかどうか怪しい。

　しかし俺の心配は杞憂に終わる。

　俺達は兵に襲われる事もなく城を脱出する事が出来た。

　城を出た時、俺は視線を感じて後ろを振り返る。

（陛下？）

　俺と目が合うと、その男はすぐに部屋の奥へと引っ込んでしまったので、顔をよく確認する事は出来なかったが、──城の窓から城門の堀を渡る俺達を見下ろしていたのは、確かにこの国の国王陛下、ラインハルトだった。

（もしや陛下が助けてくれたのか？）

　そう考えると辻褄が合うような気もする。

　何故なら俺達が飛び出した時、城門は開いたままで見張りの兵すらいなかったのだから。

　──そして俺達は、リンゲイン独立共和国との国境付近にある「闇の森」を目指して逃亡した。





　　＊＊＊＊






　どうやら俺も疲れが溜まっていたらしく、あれからすぐに眠りに落ちてしまった。

（これは）

　夜の海の優しい波の音。テントの中にまで漂う潮と磯の香り。いつしか忘れてしまった、幼い日の記憶。

（夢……？）

　──あれは前世、小学生時代にアキラ達と九十九里浜にキャンプに行った夜の出来事だった。

　必死に押し殺すような嗚咽に、俺は目を覚ます。

　誰が泣いているのかと辺りを見回すと、それは隣で寝ている妹でもアキラでもアキでもなかった。嗚咽の主の正体は三浦のおばさんだった。

『おばさん、どうしたの？』

『ごめんね、起こしちゃったね、シゲ君』

　あれは確か夜も更けて来た静かな時刻。

　波の音と虫の音ねに紛れるようにして、彼女はひっそりと涙を流していた。

『なにか悲しい事、あった？』

『……あの人に、この子達の父親に、会いたい』

　いつも気丈なあの人が子供の俺に見せた涙だった。

『うちの親父とお袋は？』

『シゲ君のお父さんとお母さんは、砂浜を散歩しに行ったよ』

　寂しそうに微笑むおばさんに俺は気付く。

（あっ……）

　──うちの両親は馬鹿だ。

　俺は別に自分の両親の事が嫌いではないが（当然名前の話は別だ）、人の気持ちを考えられない部分や、その空気の読めない部分は子供の頃からどうかと思っていた。

　近所の母子家庭の家族を誘い、毎年夏になったら海にキャンプに行く。子供達も喜ぶし、男手がないと中々難しいアウトドア活動は三浦のおばさんも喜ぶ。

　両親は、自分達はとても良い事をしていると信じて疑わない。……確かに、そうなのかもしれない。だが、夫を亡くした彼女が両親揃ったうちの家族を見てどう思うか、夫婦仲睦まじい自分達を見てどう感じるか考える事が出来ない。だから夜中、三浦さんに俺達を押し付けて、二人で浜辺にデートなんかにも行くのだろう。

　俺は考えなしの両親のことが申し訳なくなってしまった。妹が泣いている時にするように、ぎこちなく彼女の頭に手の平を乗せてみた。

　三浦のおばさんは、少し驚いたような顔をした後、小さく微笑んだ。彼女の頬を滑り落ちる涙に、胸が苦しくなる。

『……会いに行けないの？』

『行けないの、とっても遠い所にいるから』

　泣き笑いする俺の初恋の人の在りし日の姿と、寵妃ホナミの顔が重なった。

（そうだ、あの人の名前は、──三浦穂ほ波なみ）







「穂波さん！」

　ガバッ！

　飛び起きると、全身に大量の汗をかいていた。

（って、そうか。……俺、もうあの世界にいないんだ）

　今、自分が森にいる事を思い出し慌てて口を噤むが、後の祭りだ。

　気配を殺し、辺りに獣や魔性がの類が近付く気配はないか、神経を張り巡らせる。……どうやら大丈夫そうだ。

　ほっと一息付きながら夜空を見上げる。

　木々の枝葉の影から、小さな月が一つ輝いているのが見えた。

　この世界には月が二つある。木々に隠れて今は見えないが、平地に行くと巨大な月が半分顔を覗かせているのが昼間にも見える。

　──ここは異世界だ。

（三浦のおばさんは、穂波さんは、……今どうしてるんだろう…？）

　アキラとアキはもう目を覚ましたのだろうか？

　それともあのまま眠り続けているのだろうか？

（おばさんは……今もたった一人で子供達が眼を覚ます時がくることを祈り続けているんだろうか？）

　あの人が今、病室で月を見上げているような気がした。

「……どうしたルーカス」

　どうやらエミリオ様を起こしてしまったらしい。

　寝ぼけ眼でこちらを見上げる主に俺は、頭を下げる。

「すみません、変な夢をみてしまっただけです」

「そうか、ん……森なんだからな、あまり大きな声は出すなよ」

「すみません、気をつけます」

（なんであいつがホナミを名乗り、三浦のおばさんに化けているんだ？）

　もう少し考えれば答えが出てきそうだったが、俺も大分疲労が溜まっていたらしい。

　目を閉じると、俺はすぐに睡魔に誘われた。







　──翌朝。

「あれッスかね？」

「他に大きな建物も見付からないし、まあ、十中八九そうだろうな」

　俺達は一時間も歩かないうちに、木々の合間から覗く古城を見付けた。

　池の畔にあるその古城を目指して、歩くことしばし。

　後方から聞こえる馬の蹄の音に俺は主に目配せをする。

「エミリオ様」

「ああ」

　盗賊の可能性もあるので、主と茂みの中に身を隠してやり過ごす。

「ぎゃははははは！　上玉だぜ、こりゃ親分も喜ぶわ」

「まさかこんな森の奥にこーんな別嬪さんがいるとはなぁ」

「な、俺の見間違いじゃなかっただろ？」

「たまにはお前も役に立つな」

　その台詞や姿格好からして堅気の人間ではない。十中八九盗賊だろう。

　彼等は縄で縛り猿轡を噛ませた美少女を馬に乗せ、俺達の前を颯爽と駆け抜ける。

　馬が通り過ぎるその瞬間、見覚えがある少女の顔に俺は瞠目した。

（『白雪姫と７人の恋人』のヒロイン、スノーホワイト！）

「ルーカス、今のはなんだ」

「盗賊……じゃないッスかね？」

　──ここが乙女ゲームの中か俺の夢の中か判らないが、どうやら妖狐とのアレは、エミリオ王子とルーカスの登場イベントで合っていたらしい。

　という事はあのヒロインちゃんは、俺達を登場させる程度のステータスは持ち合わせているという事になる。

（どうにかしてあの子の総ステータスを確認できればいいんだが。でもゲームのように数字が浮んでくる事もないだろうし）

　アミール王子とエミリオ王子が城に帰還して、妖狐を倒してハッピーエンドになるには彼女のステータスが関わってくる。ゲームでは妖狐ではなく悪の大臣だったような気がするがそこは流石にうろ覚えだ。

　このゲームは、ヒロインが『白雪姫と７人の恋人』のメインストーリーのイベントを全て回収しなければ、ラスボスを倒せなかったはずだ。

　彼女のステータスが低く、メインイベントを全て回収出来なかった場合、スノーホワイトは森の奥にある小さな小屋で、７人の恋人達と永遠に幸せに暮らす事となる。

　彼女はそれでいいかもしれないが、俺達は困る。あの妖狐を野放しには出来ない。もしもスノーホワイトのステータスが低い場合、俺が一緒に上げてやりたい所だが、俺が上げてやれるスキルは〝美貌〟と〝流行〟だけだ。あとは〝体力〟コマンドの中の一つの〝剣術〟。

　しかし〝体力〟系のスキルは、俺よりもヒルデベルトと一緒にいた方が大幅に上がったはずだ。そして俺と一緒にいると〝家政〟と〝気品〟のスキルが下がるというマイナス面がある。

　他の攻略キャラ達も俺同様、一緒にいれば上がるスキルと下がるスキルがあった。

　彼女の全パラメーターをバランス良く上げるには、アミール王子が一番良かった。次点でエミリオ王子。

　ただ親密度の低い初期はアミール王子と一緒にいても、パラメーターは全く上がらない。親密度が高くなれば大幅に上がるようになるのだが、ここはやはり最難関のメインヒーローと言うべきか。彼の親密度を上げるのは至難の技なのだ。

　次点のエミリオ王子だが、彼と一緒にいると〝ストレス〟が溜まりやすい。

　特に登場時の親密度の低いツンツン状態のエミリオ様と一緒にいると、すぐに〝ストレス〟がＭＡＸになり〝休憩〟をしなければならなかった。〝ストレス〟がＭＡＸになるとスノーホワイトは〝病気〟になってしばらく寝込む事になる。

（なんとかスノーホワイトのレベルを上げて、パラメーターもバランス良く上げないとな…）

「女が捕まっていたな。見て見ぬふりも出来ん、助けに行くぞ」

「へいへい、お供しますよ王子様」

　そして俺達は、シナリオ通りに彼女の救出に行く事になった。

（とりあえず、今後の事はヒロインちゃんを助けてから考えよう）

　彼女を助ければ、アミール王子達とも合流出来るのだ。

　まずは彼女を助けなくては始まらない。







　盗賊達の後をつけ、向かった古城にはアミール王子達の姿はなかった。

　やはりここはただの盗賊のアジトのようだ。

「侵入者だ！」

「なんだお前等は!?　名を名乗れ！」

「可愛い女の子の貞操の危機は見逃せない！　あわよくば悪者達から救出した後、彼女のハートに恋の炎をつけて、燃え上がる一夜のロマンスを期待している純粋な青少年！　通りすがりの正義の使者でっす！」

「ルーカス……」

「なんだとォ!?　お前等もあの女狙いか！」

「……やめてくれ、この下半身男と僕を一緒にしてくれるな」

「えー、それ酷くないッスかエミリオ様」

　襲い掛かる山賊達を薙倒し、城の奥へと進む。

　ゲームらしく、最上階の大きな部屋にその少女はいた。

「その少女を放せ、この薄汚いならず者達め！」

　バン！

　勇ましくドアを開け放つエミリオ様に俺も続く。

　スノーホワイトがならず者達に強姦されるその寸前の所に、俺達は滑り込んだ。

「浚ってきた女の子に淫蟲を使って性奴に仕込もうだなんて、顔の悪い男達は大変だねぇ。そうでもしなければ、女の子の一人も自由に出来ないなんて」

「なんだとぉ!?」

　逆上して飛び掛かってきた男達を呆気なく倒した後、台座の上で縛られていた全裸の少女の縄を解く。

「大丈夫かい、お嬢さん」

「あ……あ、うぅ、」

　少女の後孔から尾っぽのように生えるその黒い尾は見覚えのある淫蟲の尾で、思わず俺は顔を顰めた。

（酷い事しやがる……）

　彼女の後孔に頭から挿入されている、ツチノコのような生物は淫蟲の一種だ。

　この淫蟲の出す催淫効果のある粘液を腸壁から血中へ吸収する事により、女は前に男が欲しくて欲しくて悶え狂うようになる。

　この淫蟲は主に借金のカタに売られてきた娘を〝仕事〟に慣らし、雇い主と快楽に依存させて、逃げられなくするために裏社会で使われている蟲だ。

　一応、リゲルブルクでは違法扱いされている蟲ではあるのだが、森でこの蟲を捕まえていて夜な夜な楽しんでいる夫婦もいるとかいないとか。まあ、そこは個人の自由だろう。

　彼女には悪いが、これは一度中で男が吐精してやらなければ彼女は淫蟲の熱からも催淫効果からくる強い衝動からも解放されない。

「騎士さま……たすけ、て……」

　縋るように、細くて白い指が俺の腕を掴む。

　その時になって俺は初めて彼女の顔を真正面から直視したのだが、まるで絵画の中から抜けだして来たような、悪魔的に美しいその少女の姿に一瞬にして心を奪われた。

　盗賊達に捕らえられた彼女を遠目で見た時から美しい少女だとは思っていたが、間近で見たスノーホワイトのその美貌は目を見張るものがあった。

　百合の花のように楚楚とした印象の少女だが、その愛らしい顔立ちからは不釣合いな大人の女の色香が、全身から滴らんばかりに溢れている。

　スノーホワイトは噂に違わず、雪のように白く美しい肌をしていた。処女雪のように清らかでみずみずしいその素肌は、男に蹂躙されるのを今か今かと待ち望んでいるように思えてしまうのは何故だろう。

　新芽のように初々しい肢体は華奢で、抱き締めれば簡単に折れてしまいそうだが、男ならば誰もが彼女の事を力の限り抱き締めたいと思ってしまうはずだ。

　その大きな瞳と目が合った瞬間、百戦錬磨を自称する俺の思考がしばし停止した。

　潤んだ瞳、上気した頬。甘い吐息を繰り返し吐き出している、そのチェリーのシロップ漬けの様に真っ赤な唇を、人助けという事を忘れて、思うがままに貪り尽くしたい衝動に駆られる。

（な、なんだこの子。やっべぇ、クッソ可愛いな、このヒロインちゃん……）

　胸が激しく波打って膝がわななく。

　下腹の辺りからジリジリと込み上げてくる熱は、恐らく性衝動だけではなかった。

　俺は今、目の前の美しい少女に、思春期のガキのようなトキメキを覚えている。

　──この胸の高鳴りは、もう抑えられそうにない。

「る、ルーカス！　何を考えているんだ！」

　舌打ちしながらズボンのベルトを外すと、エミリオ様が驚愕の声を上げる。

「これは淫蟲です！　中で精液を出して中和してやらなければ、この子は快楽で悶え狂い死んでしまう！」

「し、しかし、初対面の女性に、そんな事を……！」

　真っ赤になって喚く主に俺は溜め息を付いた。

「女性とお付き合いした経験のない、オコチャマのエミリオ様には刺激が強過ぎますもんね。いいですよ、俺が彼女をお助けしますから、王子は一時間くらいそこいらを散歩でもして来てください」

「な、なんだとォっ!?　ぼ、僕にだってそのくらいっ！」

　エミリオ様はいつになく乱暴に上着を脱ぎ捨てる。

　彼は肩を怒らせながらカツカツと軍靴を鳴らして俺達の前まで来ると、フンと鼻を鳴らして台座の上の美少女を見下ろした。

「あなた……は……？」

「僕の名前はエミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルク。リゲルブルクの第二王子だ」

「え……？」

「フン。……女、お前は自分の幸運に感謝する事だ。本来ならば僕のような高貴な者に抱いて貰う機会なんぞ、なかなかないのだから。──ほら、さっさと脚を開け、抱いてやる」

「きゃぅ！　ま、待、…………ッあ、あ、あぁあああああっ！」

　──そして俺達は、シナリオ通りに彼女に恋をする。








【閑話】恋煩いの魔女とカルネージの狐　前編









　◇前略スノーホワイト様◇

　アキラ君久しぶり！　お姉ちゃんだよ！　……って言うと何か変だけど本当にお姉ちゃんなんだよ！　信じられないかもしれないけどお姉ちゃんだよ！　三浦亜姫だよ！　久しぶり！

　いやー、実は私も転生しちゃったみたいなんだよね！　その、アキラ君と言うか、プリンセススノーホワイトの継母に……。

　本当にごめんなさい、記憶戻ったの、本当につい最近なんだ……。謝ります。謝りますのでどうか今までリディアンネルがあなたにしてきた数々の事をお許し下さい。

　前世のよしみで許しておくれ。どうぞよしなに。平に、平に。

　アキラ君とアミー様の結婚の宴の席で、真っ赤に焼けた鉄の靴を履かされて、死ぬまで踊るのだけは勘弁……。

　とりあえず今度何か美味しい物でも持って遊びに行くから、皆で一緒にお茶しようよ！

　安心して！　毒りんごは持って行きませんｗ




　＊追伸＊

　アキラ君の本命は誰なのかな？

　やっぱりスーパー逆ハーレム重婚ＥＤ狙い？　頑張ってね！

　あ、選択肢で判らない所があったら、何でもお姉ちゃんに聞くんだよ！





あなたの継母ＩＮお姉ちゃんより









（うーん）

　ＰＣの電子メールやスマートフォンのメッセンジャーアプリ、ＳＮＳの弊害だろうか。何度か書き直したが、我ながら馬鹿っぽい手紙だ。……いや、真面目に書いても手紙の内容が内容なので、物凄く馬鹿っぽい文面になってしまうのだが。

（まあ、これで良いか……？）

　羽ペンで書いた手紙を封筒に入れ、王家の紋章入りの赤い封ふう蝋ろうをしながらアキは虚空を見上げる。

　文体や筆跡も当時の三浦亜姫の物だ。文字は懐かしの日本語で書いているので、この世界の人間に読まれる心配はない。例え中身を見られてもリディアンネルが頭がおかしいと思われる心配もない。自分の身元保証といった意味ではこれで一発だろう。

「ねえ、これ、ちょっとアキラ君に届けてきてくれない？」

　封筒を傍で待機していた執事の妖魔に渡すと、彼は何故か苦々しい表情になった。

「……私ですか」

「なんでそんな顔するの、あんたなら鏡使えば一瞬で向こうに行けるじゃない」

　この鏡の妖魔の能力はレアだ。

　鏡がある場所なら基本、どこへでも一瞬で行く事が出来る。

　ただし鏡に皹が入っていたり割れていたりすると通り抜けが出来ないとか、魔界や霊界、亜空間に行く場合は、自分の住処である鏡を介して入らないと駄目だとか、幾つかの制限や条件はあるのだが。

「いえ、今回はそうはいかないのです」

「なんで？」

　いつになく憂鬱そうに使い魔は嘆息する。

「アキ様……いえ、リディア様は〈神の石〉の事はご存じですよね？」

「うん。世界に７つあるとっても強力な魔石の事でしょう？　手にした者に適性があれば、いにしえの邪神の力を自在に使いこなせるようになるとかいう、あれ」

「アミール王子が〈神の石〉の一つ〈幽魔の牢獄〉を持っているのです。彼が幽魔を使い、あの小屋の周辺に迷霧の結界を張っているので、あの小屋の中にある鏡の中に入る事が出来ないのです」

　そこまで言うと、使い魔は以前自分が入っていた古ぼけた鏡を出す。

　宙に浮いた古い木枠にはめ込まれた楕円形の鏡は、一体何十年前の物なのだろう？

　白いペンキがところどころ剥げ、苔まで生えてどこかシャビーシックな印象がある。

　前世の母が目指していた、白で統一したフレンチシャビーのキッチンとダイニングを思い出して、アキは少し憂鬱になった。

「ご覧ください」

　言って使い魔は鏡の中に、ぬぷんと自分の腕を突っ込んだ。

　まるで水の入った桶に腕をつけるように容易く鏡の中に入った彼の腕は、次の瞬間、鏡の中から勢いよく飛び出してくる。

「今、あの小屋の鏡の中に入ろうとするとこうなるのです」と言って、彼は自分の腕を引き抜いた。

「その様子だと、例え私達がミュルクヴィズの森に行ってもアミー様が結界を解かない限り結界の中には入れないって事なのかな」

「いいえ。確かに〈神の石〉の力は強力ですが、使っているのはただの人間です。私ならばあの結界を破る事も容易い」

　コキコキと肩の骨を鳴らしながら鏡をどこかに消す使い魔を見つめながら、アキは思案する。

「つまりあなたが行くとなると、ミュルクヴィズから一番近い場所にある村の家の鏡から出て、そこから森の中を歩いて行かなければならないって事ね？」

「そうです。結界の張ってある場所の位置からして、恐らく戻ってくるのに２、３日はかかるかと」

「それでも私の他の使い魔じゃその結界を破れるかも微妙だし。あなたを行かせるのが一番合理的だと思うんだけど」

「まあ、それはそうなんですが」

　どうしたというのだろう、鏡の妖魔は渋っている。

「どうしたの、何か行きたくない理由でもあるの？」

「……いえ、ご用命とあらば何なりと」

　白い手袋をはめた男の手が、アキの頬に触れた。

　ドキン、

（な、なに……？）

　キス、されるのだろうか？

　キスなんてベッドの中では数え切れないくらいしてるのに、今更何故だろう。ドキドキと壊れそうなくらい大きな音で心臓が鳴っている。身を硬くして、ギュッと目を瞑ると使い魔は苦笑混じりに呟いた。

「……エンディミイリオン」

「え？」

「私の名前です。私の留守中、何かありましたら呼んで下さい。呼ばれれば、アキ様がどこにいたとしても私には分かります。呼ばれればすぐにあなたの元に馳せ参じます」

「なん、で……？」

　──この使い魔の主として、魔女リディアンネルとして適切な言葉が出て来なかった。

　そんなアキの様子に、男は静かな笑みを浮かべる。

　それは蝉の儚い夏歌と鈴虫の奏でる秋歌が混ざりゆく季節めいた、妙に切ない笑顔だった。男の笑顔に綺麗だなんて感想を持つのはおかしな感じもするが、純粋に綺麗だなと思った。

　この男の主として返すのならば「それが当然でしょう、今更何を言っているの」といった類の台詞が適切であった。魔女として返すのならば「何故名前を教えた？」と向こうの思惑を問うべきだった。

　──この男、さらりと自分の名を名乗ったが、実はこれはとんでもない事なのだ。

　妖魔という生き物は極めて特殊な生き物だ。彼等は精神生命体の魔族と近く、肉体を破壊されても死ぬ事はない。

　しかし彼等が不死という事ではない。

　妖魔は〝玉たま〟という、自分の命を具現化させた物を隠し持っている。

　それを破壊されると彼等の体は砂となって消滅する。

　リディアンネルは、使い魔達の〝玉〟を握っている。だから、主として彼等を使役出来る。

　しかし、この妖魔はリディアンネルが直に配下にしたわけではなかった。

　だからこそ不平不満は言うし、聞きたくない命令は聞かない。

　──しかし今、この男はリディアンネルに自らの〝玉いのち〟を差し出してきたのだ。

　自分の真ま名なを教えるという事はそういう事だ。

「すぐに戻ってきますから」

「う、うん」

　そのまま使い魔は音もなく部屋から消えた。

「…………」

　ボスン。

　一人になったアキは、大きな天蓋ベッドに背中から倒れ込んだ。

（何考えてんの、本当に）

　何とはなしに、ベッドの背もたれにセットした大きな鏡に視線を投げる。

　もうそろそろ白雪姫の所には、最萌のツンデレ王子エミリオたんがいつ登場していておかしくない。もちろん愛しのルーカス様も。

（でも、なんでだろう……）

　最近、鏡でスノーホワイト達の様子を覗きたいとは思わなくなってきた。

　──それよりも、

『鏡ばかり見てないで、たまには外に出てみませんか？　アキ様、私とデートしましょう』

『……嫌よ、なんでこんな暑い日にわざわざ外になんか出なきゃなんないの』

『まあまあ、そう言わずに。私が日傘をお持ちいたしますから。ね、ね？』

　何故だか今はあの男と何気ない話をして、一緒に過ごしている時間の方が楽しく思えるのだ。

『アキ様』

　自分の名前を呼ぶ、彼のあの声が好きだ。

　冬の朝、寒さに震えながら作ったホットチョコみたいに、冷えた体にじわっと染みこんでいく、低くて甘いあの声が好き。

　彼のあの春の陽射しのように暖かい眼差しが好き。

　バレてないと思ってるのかな。毎朝自分を起こす時、カーテンを開ける前にこっそりキスされるのが好き。

　手袋を外す時、噛んで外す妙に色のある仕草が好き。

　黒いタイを緩める時の、意外に男らしい手付きが好き。

　夜のあのとろけるように甘い声が好き。

　大人の男の余裕が消える、あの瞬間の顔が好き。

（これって、もしかして……）

　──私は、もしかしたら彼の事を……？

　自分の気持ちを誤魔化すようにブンブンと頭を振る。

「エンディミイリオンかぁ、なんか長いな。なんて呼べばいいんだろ？　エンディ？　それともリオン？」

　──その時、

　ビリリリリッ！

　城周辺に張り巡らせた結界が抉じ開けられる感覚に、アキは鏡の女王の顔になった。

　慌ててベッドから飛び起きると、不死鳥の血を固めて作った杖を手に取る。

　ギャアギャアギャア！

　カラスの形に変化させた使い魔達が、外で侵入者だと騒ぎ立てている。

「初めまして、鏡の女王。私は東の大陸から来た白面金毛九尾の狐、玉たま緒おの前まえと申します」

　ふわりとカーテンが揺れ、突如部屋に現われた女の姿にリデアンネルの眼光は鋭くなる。

　年の頃なら十五、六。白い死装束のような着物から覗く九本の金色の尾に、頭から生える同色の獣耳。

　白い狐面の下から流れる、この世界ではとても珍しい闇色の髪。

　女が己の顔を隠していた狐面を取った瞬間、アキの体から力が抜けた。

　仮面の中から現われた女の顔は、アキにとって馴染み深いどころではない顔だった。

（お母さん……？）

　これは何かの偶然、いや、悪い冗談なのか。

　その女の顔はアキの母親──三浦穂波の若かりし日のものと同じだった。
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（ヤバイのがやってきたわね……）

　白面金毛九尾。通称大虐殺カルネージの狐。魔性達の間ではちょっとした有名人だ。

　ここ、西の大陸と違い、東の大陸の妖魔達は気が荒いと言われている。種族にもよるが、中でも東の狐は悪逆非道で残忍だと有名だった。

　今この辺りで一番危険視されているのがこの妖狐、白面金毛九尾だ。

　半妖の彼女は妖魔の理に縛られない。だから人の世に降りて悪戯に権力者を惑わし、贅を尽くし、民を苦しめる。

　白面金毛九尾の狐とは、東の国を散々食い荒した後、西に渡って来たという悪名名高い妖狐であった。

　数十年前この狐が教皇国カルヴァリオで行った大虐殺は有名だ。

　その派手な騒動により、この狐は大虐殺の狐と呼ばれるようになり、西の大陸の魔性の間では一躍有名人になった。

　出来る事ならば、リディアンネルも関わり合いになりたくない相手だ。

　妖魔と人の間の子の半妖とは大体出来損ないが生まれるのだが、極稀に強力な魔力を持って生まれる者がいる。──この白面金毛九尾がソレだ。

　カルヴァリオで血酒の池を作り、臓物で飾られた肉の林を作って、文字通り酒池肉林を楽しんだ後は満足してどこかへ消え失せたと聞いていたが──、

「ご丁寧にどうも、私は鏡の魔女リディアンネルよ。こんな突然の訪問、聞いていないわ。失礼ではなくて？」

「今日はあなたにお願いがあって」

「お願い、ね」

（リンゲインの女王の座を寄越せって事かしら）

　だとしたら、無条件降伏するしかない。

　魔女とは人間よりも寿命が長く、魔の世界に精通しているだけで、その肉体の脆さは人間と何の変わりもない。

　流石のリディアンネルも、噂の最高危険種とやらと正面からやりあうつもりはなかった。

（ただの偶然なの？　それにしても気持ち悪いほど似てるわ）

　──白面金毛九尾の顔は、見れば見るほど若かりし日のアキの母の顔とよく似ている。

　その容貌を気味が悪いと感じてしまうのは、三浦亜姫の顔が母親似だったからだろう。

　亜姫は母のように華のあるタイプではなかったが、目の前にある妖狐の顔は、目鼻立ちから耳の形まで、昔の自分の顔とよく似ていた。

　母にも弟にも幼馴染にも昔から色気がないと言われていたが、まあ、恐らくそうなのだろうと思う。目の前に立つ女とアキが格好をしてみても、自分はここまで色気を出す事は出来ない自信がある。

「……ところでその顔は？　毛色も、噂の白面金毛九尾の狐の印象と大分違うのだけれど」

　内心の動揺を顔に微塵も出さないで会話出来るのは、リディアンネルとして生きてきた人生経験の賜物だろう。

「ああ、この顔ね。ホナミとかいう女の顔よ」

（え……？）

　妖狐が狐面を顔に戻し、もう一度面を外すとその顔は、──いや、体付きまでもが別人と化した。恐らく変化の術を使っていたのだろう。

　現われたのは彼女の狐面のように真っ白な面のような顔だった。目の周囲や頬、額に引いてある紅のラインは妖狐独自のまじないだ。

　いかにも女盛りといった成熟した女性特有の悩ましげなボディーラインは、先程までの線の細い印象の少女の肉体とはボリュームが違う。

　一言で言うのであれば金のかかりそうな美人。自分の美しさを鼻にかけているような態度が端々から垣間見える、扱いにくそうな美人だ。普通の男からすれば近寄りがたい雰囲気のある、リディアンネルと同じ系統の美人だった。

「ホナミ。……その女の名前は三浦穂波では？」

「あら、あなたもホナミを知っているの？」

　ドクン。

　妖狐の言葉に心臓が跳ね上がる。唾を飲み込むと不自然なほど大きな音がした。胃の底で無数の羽虫がざわめくような不快感に、ただ歯を食いしばる。

「いいえ、名前だけ」

「そう？」

　探るような瞳でこちらを見てくる妖狐に、リディアンネルは先手を打った。

　沢山の宝石がつけられた放射状の宝冠を頭の上から外すと、人差し指で軽く回しながら薄く笑う。

「お願いとは、この宝冠ティアラを寄越せという事かしら？」

「いいえ」

　しかし、妖狐はリディアンネルの予想を妖狐は裏切った。

「私は今この国のお隣、リゲルブルクにいるんだけど、」

（ああ、そうか。なるほどね）

　順当と言えば順当だった。

　ここ西の大陸には巨大な国家が三つある。一にこの狐が壊滅させた教皇国カルヴァリオ。二に先の大戦で敗戦し、カルヴァリオの盾の国となったアドビス神聖国、三にうちのお隣さんのリゲルブルクだ。

　六芒星の結界を模って王都を建設したアドビス神聖国は、魔性達にとって攻め難い国だ。

　魔女であるリディアンネルでさえアドビス神聖国の聖王都に入ると、その神気でガチガチと歯が噛み合わなくなる。

　まあ、それでも白面金毛九尾ほどの狐ならば、聖王都に入っても何の問題もないのだろうが、それでも二の足を踏んでしまう土地である事には違いない。

（あれがこの女だったのか）

　リゲルブルクの国王が、どこからともなく現われた怪しい女を寵愛しているという噂を、リディアンネルも聴いた事がある。その女の正体がこの狐だったのだろう。

　──リゲルのラインハルト国王陛下が、三浦穂波というアキの母親と同じ名前の、アキの母親と同じ顔の女を寵愛している。

（もしかして、ラインハルトの国王陛下は、私のお父さん……？）

　恐ろしい事に気付いてしまった。

『お母さん、なんでうちにはお父さんがいないの？』

『うーん、難しい質問ねぇ』

『難しくないよ。生きているのか死んでいるのか。生きているなら、どこにいるのか。なんで一緒に暮らさないのか知りたい』

『ますます難しいわ。……本当の所は、あれが夢だったのか現実だったのか、もう私にもよく判らないの』

『また誤魔化した！　結局アキのお父さんはどこにいるの？』

『遠い、遠い国よ』

『今度、みんなで会いに行こうよ』

『お母さんも行きたいんだけど、簡単に行けない所なの』

『えー、なんでぇ？』

『でも、アキならいつか行けるかもね』

　──母の与太話が、今になって現実味を帯びてくる。

「時に相談があるんです。そろそろマナの祝祭日じゃありませんか。私、あの日は本当に駄目なんです。聖気が強くて、起きているのも億劫で」

　マナの祝祭日。──大地が聖気で満ちるその数日間は、人間界で生きる魔性の類が１年で一番弱体化する日だ。手負いの魔物などはマナの祝祭日に死ぬ事もある。

　なので祝祭日が近付くと、森の魔獣達の縄張り争いもなりをひそめ、人を襲う事も少なくなる。下手にダメージを負ったままその日を迎えると命取りになるからだ。人間からしてみれば、マナの祝祭日がある月は一年で一番安全な月だとも言えるだろう。

　リディアンネル達魔女からすれば、弱った魔物を捕らえ使役するのにとても都合のよい日であった。

　変な例え話になるが、女性の生理のようにマナの祝祭日の重い軽いには個体差があるらしい。

　白面金毛九尾は、マナを迎えるとかなりダメージを受けるタイプなのだろう。

「うちには犬っころを手懐けている王子が、妙な石を持っていますし。今年はちょっと心配なんですよね。恨みは色々な所で買っていますので」

　憂鬱そうに嘆息する彼女の言う王子とは、アミール王子の事だろう。

「たかが人間如き、殺せなかったのか？」

　魔女らしく答えると、彼女は憂いの深い瞳で頭を振る。

「実は、あの石の中も犬臭いのです」

「なるほどね」

　〈幽魔の牢獄〉に封じ込められている邪神とやらが、犬に近い何かなのだろう。

　となると犬を苦手とする妖狐からすれば、彼はとても厄介な相手なのかもしれない。

「石ごと国外に追い出したのですが、あの王子は絶対にマナの祝祭日を狙ってくる」

　低い声で言う白面金毛九尾の眼光が剃刀のように鋭くなる。

「つまり、同盟を組まないかって事ね」

「ええ、だからその間、ちょっとうちに遊びに来てくださいまし。リンゲイン独立共和国の王妃様を、リゲルブルクの寵妃ホナミの客人として正式にご招待いたしますわ。この機に親交を深めましょう」

「……条件は？」

　大きな胸の下で腕を組み挑む様に白面金毛九尾を見ると、彼女は血のように紅い紅を塗った唇を釣り上げて妖しく微笑んだ。

「次のヴァルプルギスの夜に、リゲルブルク全体に篝火をたくのを禁止いたします」

「へぇ？」

「破格の条件でしょう？」

「そうね」

　ヴァルプルギスの夜とは魔女にとって祭りの夜だ。

　それは死者を囲い込む夜、と言われている。その夜は死者と生者との境が弱くなると言われており、篝火は無秩序に人の世を歩き回るといわれる死者を追い払うために焚かれる。

　その夜、篝火をたかなければ人の世は混乱する。何故なら街に彷徨える魂が大量に現れるからだ。

　ヴァルプルギスの夜に現れる死者の大半はゾンビやグール、ゴーストなどの至極平凡な死者アンデットだが、たまにレアモノも現れる。そんなレアモノを探して捕えて使役するもよし、沢山アンデットを捕まえて魔法の実験にするもよしと、魔女にとってこれほど有益な夜はない。

　──つまりこの狐は次のヴァルプルギスの夜、自分の国をリディアンネル好きにしてよいと言っている。

「ねえ、こんな小さな国にいても富も贅も浴びれる血の量だってたかが知れている。こんな国、さっさと滅ぼして私と一緒にリゲルブルクにいらっしゃいな。私の客人として手厚く歓迎するわ。──そして、次のヴァルプルギスの夜、私と一緒に愉しみましょうよ」

（確かに破格の条件ね……）

　魔女リディアンネルには、この誘いを断る理由はない。──しかし、今の自分は、三浦亜姫だ。いたずらに人を殺めたいとは思わない。──そして、

（リゲルブルクには、お父さんがいる……？）

　恐らく、ラインハルトがアキの父親だ。

『白雪姫と７人の恋人』ではスチルどころか顔のアイコンすらない、ラインハルトの人柄を必死に思い出そうとしてみるが、彼は純粋なモブなのだ。

　台詞も数個しかなかったそんなモブキャラから、父の人柄を想像する事は流石のアキにも不可能だった。

「そして友好の証として、噂の便利な鏡を私にお渡しなさい」

　三日月のように両目を細め、紅い唇が大きく裂けるような笑顔となった妖狐をリディアンネルは冷静に見つめ返す。

　獣性溢れる魔性らしいその笑顔からは、殺気が駄々漏れだった。

　──断れば命を奪う。命が惜しいならば臣下に下れという事だろう。

　元々この狐はリディアンネルのような平凡な魔女ではなく、稀有な力を持つ真実の鏡狙いだったようだ。ならば、この狐が直々にこんな小国くんだりまでやってきた事にも合点がいく。

（勝てるかしら……？）

「断る、と言ったら？」

「こんな破格のお誘い、断る理由が判らないわ」

　白面金毛九尾はリディアンネルの返答に心底驚いたらしい。

　紅く染まりかけた瞳が、一瞬元の色に戻る。

　無言で杖を構え直すと、白面金毛九尾はそれがリディアンネルの返答だと悟ったらしい。

「悪いけど、自分の男を他の女にくれてやる趣味はないの」

　杖先を妖狐に突きつけると、彼女の目の色が変わった。

　白面金毛九尾の目が紅く、妖しく光り出す。

「ならば、力ずくで戴きます」

　リディアンネルの部屋に、おどろおどろしい紅い妖気が満ちる。

（エンディミイリオン……）

　杖を握った手が汗ばんでいた。

　──勝てなくても、絶対あんたの事なんて呼ばない。

　バリリリリリリリッ！

　次の瞬間金の光がリンゲインの王城内に満ち、光は城の全ての窓を割って外へと放たれた。









第八章　マジで王子が来てしまったんだが











出会って即合体とかＡＶみたいな展開になっている件









「……はっ、は、ぁ、……あ、ああん！」

　女体とはこういう仕組みなのか、スノーホワイトの体が特別にそうなのかは判らないが、後ろを男で貫かれると、前も疼いて疼いて信じられないほどダラダラと蜜が溢れてくる。そして、耐えられないくらい前にも男が欲しくなってしまう。

（駄目だ、気持ちイイ……っ！）

　膣内で動く熱と後孔で動く熱が粘膜越しに擦れ合う感覚に、ビクビクとスノーホワイトの体が痙攣する。痙攣はしばらく止まりそうになかった。

　チツノコで疼きがマックスだった前に、後ろに、同時に熱を埋めこまれ、お腹がパンパンになったこの状態の恍惚感といったらなかった。

　──異世界で女として生きていく事の戸惑いや躊躇い、男に犯されている事への抵抗感が消え失せる瞬間。

「ちょ、エミリオ様、もうちょっとタイミングをですね」

「そうは言われても」

　しかし気持ち良いのは俺だけで、男達の方はといえば慣れない３Ｐに戸惑っているようだった。

　女一、男複数でするプレイは案外難しい。特に今、俺達がしている二穴プレイという奴の難易度は、初心者には高めだ。三人の呼吸が合わなければ絶頂を迎えるのも難しい。

　元々、雄同士とは魅力的な雌を前にすれば競い争いはじめる性質を持っているが故に、仲良く二本挿しするというのも難しい。一人だけ早く達してしまった場合、もしくは一人だけ達せなかった場合、一人だけ女を喘がせまくった場合、一人だけイイ思いをした場合、後で険悪なムードになるのは避けられない。

　一緒に暮らしているあいつらとは回数をこなしているせいもあって呼吸も合ってきたが、リアルな話をしてしまうと、皆で楽しめるようになるにはかなりの時間を要した。

　そうなった今ですら、複数でやると達した回数やら順番やらで揉める。

「ルーカス、これ、動き難いぞ……」

「３Ｐなんてこんなもんですよ」

（チッ、さっさとズコバコしろよ）

　この体の奥で燻る熱を、一刻も早くどうにかして欲しい。

　一人はさっきまで童貞だった男なので不慣れなのは分かる。もう一人も主を交えた情交という事で、躊躇いがちなのも判るには判るのだが……。

　フィストファックが出来る程度にアナルを開発された上級者や、相手の男のサイズがすこぶる小さい場合はまた違ってくるのだろうが、スノーホワイトちゃん程度の開発具合いだと、男側は動き難いのだろうと俺も思うのだ。

　俺が前世見た二穴モノのＡＶとは違い、アナルとは実は乱暴なピストン運動や無理な拡張に向いていない。二つの穴を同時に激しく攻め穿った場合、女体は確実に壊れてしまう。

　二穴攻めで男が二人同時に動く場合、片方が先端まで引き抜いた瞬間にもう片方が奥まで挿れて、挿れて抜いて挿れて抜いてという単調な抽挿の繰り返しになる。

　女側からすると前から後ろから代わる代わる男が入って来る、そのバラバラの動きが強烈な快感を呼び起こす。

　しかし、それも三人の呼吸が合っていないと難しい。

　──そういう場合は、

「しゃーない。んーじゃ王子はしばらく動かないでいてくれますか？　俺が動くんで」

「ふぁ……っ!?」

　このように、片方が中に挿れっぱなしの状態で、もう片方が動く事になる。

「あっあああああ───っ！」

　後ろから騎士に揺さぶられ、甘い悲鳴が口から零れた。

　王子は自分の物を咥えこんだまま、よがりまくるスノーホワイトの様子をただ呆然と下から見上げている。

　ふと、彼の緑柱石アクアマリンの瞳と目が合った。

　飴細工のように精巧で甘美な美少年フェイスが、電気ケトルが水を沸騰させるような速度で赤く染まっていく。

「ゃん！　はあ、んっ……あ、ああっ！」

「────っ！」

　感じまくっている俺の目の前には、羞恥でわななく王子様の真っ赤な顔があるわけで。

（なんかこれ、結構恥ずかしいな）

　正面から見つめ合いながら、後ろから突き動かされる男の熱に酔い痴れ、快楽を貪るというのは、かなり気恥ずかしい物があった。

「ッん、ぅ、あ、あ、は、ぁああああ……っ、んんーッ！」

「くっ……う、あ」

　眉を寄せて、高まる快楽を堪える王子の様子に後ろにいる騎士が吹き出した。

「ははは！　こんなエミリオ様の顔初めて見たわ。ねえ、もっと乱れて。そしてもっとエミリオ様を困らせてやろうぜ」

「こら、お前……！」

　さっきまで魂が抜けたような顔をしていた王子様だったが、従者のその言葉に彼も色々と吹っ切れたらしい。

　何故か親の仇を見るような目で、フン！　と下から俺を睨み付けてきた。

（なんだこいつ……）

　俺──というか、スノーホワイトみたいな美少女の裸を拝めて、しかもラッキースケベまでしているというこの幸運に、一体何の不満があるのか？　ここは男として喜ぶ所じゃないの？　話の流れからしてお前童貞だろ？　この王子様、出会った時から、スノーホワイトに対してあまり優しくない。

（俺みたいな美少女に筆降ろしして貰えるなんて、むしろ最高の栄誉だろうが？）

　俺は元男として、そんな王子の態度に些かムッとしていた。

　なんて贅沢な男なのだろう、と。出来る事なら、俺が交代して欲しいくらいなのだ。

　しかし、スノーホワイトちゃんは本来、あまり気が強い方ではない。

　元々彼女は、継母にいびられても仕返しなんて考えもせず、彼女を恨みもせず、くすんくすんと影で泣き寝入りをしているような少女だった。

　彼女が涙すれば小鳥達が集まってきて、歌を歌って彼女を慰める。小鳥達の歌で泣き止んで、笑顔を取り戻したスノーホワイトが彼等と一緒に歌い出せば、彼女の歌声が城の者達を魅了する。そして、継母が嫉妬で金切り声を上げるまでの流れが、毎回お約束であった。

　スノーホワイトの精神は、エミリオ王子のその態度に当然の如くゴリゴリと削られていった。

「ご迷惑をお掛けしてしまって、すみません」

　しょげた顔で呟くと、その時、王子に初めて動揺の色が走った。

　同時にスノーホワイトの膣内にある彼の熱がびくん！　と脈動する。膣内で膨らんだ彼の物に「何故ここで？」と疑問が湧いた。

（ああ、そうか……）

　今、彼は全裸の美少女に押し倒されている状態なのだ。

　大国の王子である彼は、今まで美しい姫君や貴族のご令嬢を腐るほど目にして来ただろう。

　しかしスノーホワイトは、今まで彼が目にしてきた美姫達とはレベルが違う。

　──なんたって公式設定で、スノーホワイトは世界で一番美しい少女だ。

　そんな美少女が自分を押し倒し、快楽で顔を歪めながら腰を振っているのだ。

　密着した素肌。間近で聞こえる吐息と甘い嬌声。後ろから男に突かれる度に揺れる、形良く張った乳房。激しく収縮を繰り返す、蜜でどろどろに蕩けたその場所に、男の弱点を咥えこまれ、涙で潤んだ瞳でジッと見つめられたこの状態。──流石にここで反応しなければ、男ではない。ツンツン王子様でも、ちんぽが付いてる限り男だという事なのだろう。

「この人はいつもこうなんで、あんまり気にしないでいいですよ」

　その時、ずっと後ろから穿っていた背後の騎士が左手でスノーホワイトの乳房をやわく包み、彼女の体を起こした。

「騎士、さま……？」

　後ろから青い果実のようなスノーホワイトの乳房が揉みしだかれる。乳房を包む男の大きな手により自分の胸の形が変えられていくその光景は、何だかとても卑猥なものに見えた。

「ひ……んっ！」

　ピンと勃ち上がった乳首を親指と人差し指でつままれ、一際甲高い声が上がる。

「おっぱい、そんなに気持ち良いの？」

「やっ、そんなこと、言っちゃ……、やだぁ……っ！」

「そっか、じゃあもっと乳首弄ってあげるね」

「ゃんっ！　あ、あっ……ぁあ、あああっ！」

「可愛いな」と男が漏らした甘い低音ボイスは、スノーホワイトの鼓膜だけでなく体をも震わせて、官能を高め、中の収縮を促していく。体の芯から脳髄まで痺れるその感覚に身を委ねてしまえば、王子の物を咥えこんだ場所からまた蜜が溢れ出して太股を伝った。

　気持ち良くて気持ち良くて、耐え難くて。息をはずませながら腰を振るスノーホワイトの様子を、王子は固唾を飲んで見守っていた。

「王子もおっぱい触らせて貰ったらどうですか？　最高ッスよ」

「そうだな……」

　恐る恐るといった様子で、自分の胸に伸ばされた手を呆然と見下ろす。

（え……マジで？）

　震える指先で乳肌に触れた瞬間、びくんと体が跳ねた。

「本当だ、とても柔らかい……」

　カアアッ！

　その恍惚とした声に、我を忘れたような顔に熱が灯るのは何故なのだろう。

　もう王子は何も言わなかった。腰を起こすと、膝立ちになったスノーホワイトの乳首を前から吸いはじめる。

「ひゃん！　あ、あぁあっ！　あ、あっ……あぁ、んっ！」

　胸の先端は、さっきからジンジンと痛いほど疼いていた。

　もっとそこに強い刺激が欲しくて、気が付いた時には自分から王子に胸を突き出すような格好をしながら喘いでいた。快楽に流され、男を欲している屈辱感と羞恥心で軽く死にたくなる。

　もう王子の目には敵意らしきものはなかった。

　ただ本能の赴くままに、目の前の若く美しい女の肢体を貪っている。

「じゃ俺はこっち担当ね」

「───っ!?」

　後ろからゆるゆる腰を動かしていた騎士が、右手を花芯に添えた。

　二本の肉杭で貫かれたまま乳房を吸われ、花芯を弄られて、頭が真っ白になる。

「だめッ、騎士さま！」

「うん、ここだろ？」

「やんッ……そこ、触らないで、っあ……それ、だめ、だめ、だめなの！」

「違うよね？　本当は駄目じゃなくてイイんだよね？　もっかいイっちゃいな」

　ちがうちがう！　と頭を振り続けるが、騎士の指の動きは腫れあがった花芯を追いつめるようにどんどん速くなっていく。

「っあ!?　……だめっ、だめぇええええっ！」

「くっ……、だから！　そんなに締め付けられると！」

　チツノコにより何度もお預けを喰らっていた体はとても敏感で、花芯への刺激ですぐに達してしまう。

「ごめんな、さ……いッッ」

「ちゃんとイけたね。良い子だ、偉いよ。エミリオ様は放っておいていいから、もっかいイこうか？」

　敏感になっているその部分に、太股にまで垂れた花蜜をすくって塗りつけられ、ヒッ！　っと喉が仰け反った。

　天井に大きな穴が開いている事に、その時初めて気付く。

　一体いつの時代に開いた穴なのだろうか。そんな事を考えながら青い空を見上げ、波のように寄せては返す快楽に身を委ねる。

「こら！　だ、だから、そんなにキツク締め付けるな、と……」

「ごめんなさい、ごめんなさ、いっ！」

　泣きながら何度も謝るが、もう揺れる腰は止まりそうになかった。

　かく言う王子の腰も動き出している。十代の少年特有の硬過ぎる熱で、下から追い上げるような動きで子宮口を抉られて、気持ち良すぎて胸が震えた。

「気持ち良いでしょ、エミリオ様？　なら別にいいじゃないッスか」

「そういう、問題では……！」

　後ろの騎士はスノーホワイトの首筋に吸い付きながら軽く嘲う。

「や、あんっ！　く、ぅッ……、────ッあ！　ああ、あああああああっ！」

「可愛いなぁ、またイっちゃったんだ？　もっとたくさんイっていいんだよ」

　絶頂を迎え、背筋を弓の弦のようにしならせ震えるスノーホワイトの花芯に、耳朶に、騎士はおのが熱を埋め込んだまま刺激を与え続ける。

（なん、で……？）

　何故、ルーカスは腰を動かしてくれないんだろう。

　前からスノーホワイトの細腰を掴み、激しく腰を打ち付ける王子様を見て俺はある事を思い出す。

（ああ、そっか、そうだよな）

　今度は王子が動く番という事なのだろう。

　こいつらは主従関係にある。憎まれ口を叩いてはいるが、これは初めての王子様に対するルーカスなりの気遣いなのだろう。

（だからと言って、王子の膝の上で、一応女である俺にこんなに腰振らせんのもどうなんよ…？）

「ゃぁ！　ッあ……ん、あ、あぁ……ああっ！」

　王子の膝上で痴女の如く腰を振りながら、そんな事を考えた。

　しかしこの体位、俺や王子様の体には負担は少ないが、こっちの男の膝の負担は大きそうだ。

　やはり彼はこの王子様の従者なのだろう。まあ、肉体労働がメインの騎士だしこのぐらいなら余裕なのだろうか？　眼鏡やエルにゃんはともかく、王子やわんこ、猟師辺りは結構無茶な体位でした後でもケロッとしていたし。

　しかしこの体位、何気に俺の足腰にも負担がかかる。

　顏や態度に出したつもりはなかったのだが、俺の膝に負担がかかっている事にルーカスは気付いたらしい。

「この体勢、石の上じゃこの子の体に負担がかかりますね。エミリオ様、もっかい横になってくれませんか？」

「わかった」

　ルーカスはスノーホワイトごと、王子も台座の上に押し倒す。

「動くよ、大丈夫？」

「は、い……！」

　二人が腰を動かし出すと、耐え切れず俺は目の前の王子様の首に抱きついた。

　怒られるかなと思ったが、王子は何も言わなかった。

　ギュッと眼を瞑って、高まりゆく快楽に堪えるように王子の肩口に額を擦り付ける。

　左の耳が触れた王子の首の辺りから、彼の鼓動が伝わってきた。耳元で流れる血流の音、前から後ろから挿し込まれる男の動きに思考が支配されはじめた時の事。

「もっと奥突いてあげるから、お尻をもっとこっちに突き出してごらん」

「やぁッ、そんな、はずかし、い……っ！」

　羞恥に色づいた双丘を軽くペンペンされながら言われ、やだやだと首を振っていると、王子がスノーホワイトの双臀をガシッと掴んだ。そして騎士の雄が埋め込まれた蕾を拡げるようにして、左右から剥き出しにしやがったのだ。

「きゃあ!?　……はずかしい、です……！」

　条件反射で尻を騎士に突き出す格好になってしまったスノーホワイトに、フッと王子様が笑った。思わず顔を上げて抗議しようと思った瞬間、唇を奪われる。

（え……？）

　なんでキスされてんの？

　こいつ、俺の事嫌いじゃねーの？

　意外な事に優しい王子のキスを受けて呆然としながら、そんな事を思った。

　上唇や下唇、舌を甘噛みされて、じれったくも甘い口付けに眉を顰めると、口腔内に舌が侵入する。目の前のガラス細工の薔薇のように美しい美少年フェイスを、愕然としながら凝視していると、視線に気付いたらしい彼は不服そうに瞳を開いた。

　長い、金色の睫が揺れる。

「無粋な女だ。口付けの時くらいは目を伏せていろ」

　口付けを中断すると、彼は不機嫌を隠さない口調で言う。

「は、はい……？」

　よくわからんが、取りあえず目を閉じて口付けに応える事にした。

　絡みあう舌に、前から後ろから交互に抽挿される熱。肌と肌がぶつかる音と、自分の脚のあわいから漏れる羞恥心を擽る卑猥な水音。

（なんだ、これ……？）

　目を閉じて視界がゼロになると、聴覚の鋭さが増していく。

　人は五感の内の一つが欠けると、他の感覚がとても鋭くなるというが、それがこれなのだろうか？　擦れる布ずれの音、耳元で感じる王子の鼓動、そして自分の高鳴る鼓動にまで翻弄され、快感の渦に飲みこまれていく。

「やんっ……、やぁ、ああッん……っ！」

　スノーホワイトの嬌声がどんどん大きくなっていくと、後ろの騎士の動きが変わってきた。

（やばい……！　こいつ、アナルセックス慣れてる……っ!?）

　さすがチャラ男とでもいうべきか。浅く深く、ゆっくりと、カリで柔壁を擦られて。後孔から子宮の裏側を揺すられて、膣内からも子宮口を突き上げられていく感覚に目の前が真っ白になった。

　もう目を閉じているのか開けているのかも判らなかった。

　ただ、世界は白かった。

「あ、あ、ああぁ……あ、」

（駄目だ、これ……やっぱり、ヘンになる……っ！）

　気持ち良過ぎてヤバイ。さっきから胸がバクバクいっていて、心臓の音が異常だ。

（毎日こんなセックスばかりしてたら、確実に寿命が縮む……！）

「やぁ……っ、ぁ、あ！」

　ズリュッ！　といっそう奥を深く抉られた瞬間、目の裏側で白い火花が弾ける。

　強烈な快感に、脳が焼き付けられていくようだった。ガタガタ震える腰を後ろから騎士が持ち上げて、抽挿の動きを速めていく。白く染まった世界で、絶息せんばかりの男二人の息使いが近くで聞こえた。

「ごめんなさい！　イっちゃう！　私、また、イっちゃう……っ！」

　激しさを増していく二本の肉の責め苦に咽び泣き、自分の意思とは関係なく、男達の子種を搾り取るように蠢く女体の業の深さに嘲う。

「俺も、そろそろ」

「ま、待……っ！」

　次の瞬間、スノーホワイトの中で二人はほぼ同時に果てた。
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　しばらく誰も動かなかった。

　俺はハンバーガーの具のように、上から下から男に挟まれながら、王子の速い胸の音を聞いていた。密着した肌が、胸が、熱かった。

「あっ！」

　射精の余韻に茫然自失としていた王子様が、弾かれたように顔を上げる。

「すまない、中に……」

「いえ、いいんです」

　避妊薬飲んでるし。

「いや、しかし……そんなわけには」

　後ろからルーカスの肉が引き抜かれる。それに促されるように、俺も腰を引いて、何か言いたげな王子様の物を引き抜いた。

　スノーホワイトの中から、にゅぽん！　と跳ね踊るように飛び出したその肉は、まだ吐精の最中だったようだ。先端の切れ込みから、噴水のように白いほとばしりが溢れ出た。

　勢いあまって、スノーホワイトの胸に、そして頬に王子の飛沫がかかる。

「す、すまない！　その！」

「い、いえ。こちらこそ、あの、えっと……私こそ、すみませんでした」

　頬に付着した白濁を指で拭われながら、ペコペコ頭を下げると、背後からにゅっと伸びた手に肩を抱かれる。

「ところで、もう一回どう？」

「へ？」

　ぐいっ！

　台座の上に、俺を押し倒すチャラ男騎士の頭を王子様がぺしりと叩く。

「……ルーカス、人助けだろう。もう一度する必要性がどこにある」

「えー。いいじゃないですか、ねぇ？」

「え、あ……」

　名残惜しそうに、先端で後ろの蕾をツンツンされて変な声が出そうになってしまった。

　正直もう一度や二度、いや、三度くらいならヤリたい気分なのだが、出会ったばかりの男達にそれを言うのはビッチだ。ビッチ過ぎる。

　流石にそれはプリンセスとしての教育を受けてきたスノーホワイトちゃん的にも、前世ビッチを憎んできた俺的にもＮＧ行為だ。必死に自制した。

（あ……）

　次の瞬間、前と後、二つの穴からボタボタ垂れてきた男の白い残滓に俺の動きが止まった。なんか凄くいやらしい光景だ。

「ノリ悪いなぁ、エミリオ様は」

　ブツブツ文句を言いながら、騎士はどこからともなく取り出したハンカチで自分と王子が吐き出した精を拭ってくれた。

「ど、どうも」

「いえいえ、お気になさらず。それより俺もお尻に出しちゃったけど、お腹痛くない？　大丈夫？」

「はい」

　真っ赤になって俯くスノーホワイトの肩を抱き起こすルーカスをよそに、王子様は無言でベルトを締めている。

　何故か気まずい雰囲気が、流れ出す。

「お嬢ちゃん、これ着な。寒いだろ？」

「いい」

　騎士が自分の上着を俺に渡したが、俺がそれを受け取る前に王子様が突っぱねた。

「ええー、なんでッスかー？」

「うるさい。お前のサイズでは彼女には大き過ぎるだろう」

「それはそうですけど」

「お前は僕のシャツを着ろ」

「は、はい」

　王子様は有無を言わさぬ態度で、スノーホワイトちゃんに自分のシャツを着せてボタンを留める。

　王子の白いシャツに包まれた時、何だかとても良い匂いがふわりと鼻腔を擽った。

　レモン、ライム、マンダリン、ベルガモットをミックスしたような、爽やかな青い柑橘系の香り。どこかで嗅いだ事のある匂いだなと思った後、すぐに思い出した。姉はお洒落のおの字もない女で、普段香水などつけもしないような女だったのだが、彼女は「エミリオ・バイエ・バシュラール・テニエ・フォン・リゲルブルクの香り」なる物だけは買っていたのだ。これはその香水の香りだった。

　最近の乙女ゲームに関しては、人気キャラの香りをイメージした香水やら、アロマキャンドル、アクセサリー、メッセージカード付きのホワイトデーお返しクッキーまで販売されているらしい。

「くそ……っ」

　王子様は、スノーホワイトの胸元のボタンを必死にはめようとしている。

　純粋に不器用なのか、普段は自分で服の着替えもしないのか、俺の胸のボタンを留めようとする彼の手はやけに覚束ない。

「エミリオ様、手伝いま…」

「必要ない」

　部下を一喝し、王子様は不器用な手付きで俺にシャツを着せた後、自分のマントを肩に羽織らせた。正直自分で着た方が早いんだけどなーという思いもあったのだが、なんだかソレを言ったら怒られそうなので気の弱いスノーホワイトは黙っている他ない。

　中身こそ俺だが、スノーホワイトちゃんの性格の基本ベースはやはり18年間生きた彼女のものなのだ。押しに弱く流されやすい彼女に突っ込みを入れたり、あんまりにもアレな時は俺が表層面に顔を覗かせたりするが、やはり普段のスノーホワイトはスノーホワイトでしかない。

「ところで女、お前はどこに住んでいるのだ？　わけあって急ぐ旅ではあるが、近くまでなら送ってやらない事もない。お前のような年頃の娘が盗賊に浚われたとなると、ご両親もさぞかし心配なさっている事だろう。早く家に帰って安心させてやるといい」

「お、王子！　しかし今はそんな悠長に旅が出来るような状況では！」

　ずっと所在無げに佇んでいた騎士が、そこで声を上げた。

「何を言う。このままここに捨て置くわけにもかないだろう？　それにだな、僕は、その、」

　何故か赤く染まった顔でごほん！　と咳払いしながら王子様は続ける。

「成り行きとは言え、このような関係になってしまった以上、僕は近々彼女の両親に挨拶に行く必要がある」

（は？）

　なんだかよく分からないが……。

「えっと、実は私」

　とりあえず俺は、自分の今の状況を素直に話す事にした。

　実は両親は既にこの世にいないので、うちに挨拶に来られても困ると言うと、硬くへの字で結ばれていた王子の唇が開いた。

「そうか……、苦労をしてきたのだな。実は僕も幼い頃に母上を亡くしている。もしや父上もいないのか？」

「ええ、数年前に」

「そうか、辛かったな」

　ずっと上がりっぱなしだった王子の目尻と眉尻が下がり、なんとも言い難い気分になった。中の人からすると茶番でしかない流れなのだが、ズキリと胸が痛むのはスノーホワイトとして生きて来た18年のせいか。

　胸の痛みを誤魔化すように笑いながら、前に落ちて来た髪を耳にかけて笑う。

「どうなんでしょう。そんな事、考えた事なんてなかったな。辛かった…のかな……？」

「家族を亡くして辛くないわけがないだろう」

　ふいに抱き寄せられた瞬間、涙腺が緩んだ。

　しばらく誰も何も言わなかった。

　静寂の後、ぽつりぽつりと話し出したのはスノーホワイトちゃんだった。

「新しいお母様が来てからお父様はそちらにべったりで、私の顔を見るのも避けていましたが、……それでも私はお父様の事をお慕いしていましたから、そうですね……やっぱり、辛かったような気が、します」

「心中察する。うちにも新しい母上が来てから……いや、この話はやめておこう」

「聞かせて下さい、お聞きしたいです」

「そうか……？」

　男女の仲とは百の言葉、千の言葉よりもただ一度の交わりの方が深く互いを結び付ける事が出来る物だとばかり思っていたが、実はそうでもないのかもしれない。

　ぼそぼそと自分達の身の上を語り合っているうちに、ずっと固かった王子様の表情がほぐれてきた。スノーホワイトほど壮絶ではないが、義理の母が二人という環境は大変そうだなと他人事ながら思った。

　そういえば、家庭環境はこいつの兄ちゃんの方も同じだったはずだ。

　それなのに兄からは何も聞いた事がない。

　兄の方も親密度が高くなったら、辛い過去やら壮絶な家庭環境やらをペラペラ喋り出すカウンセリングラブ的なイベントが発生するのだろうか？　それとも兄の方は素もドーピーのままで、その手のシリアスイベントは発生しないのだろうか？

（アミールの親密度がそこまで上がってなさそうな事に安堵すべきか、それとも初対面でここまで打ち解けてしまった弟の方に危機感を感じるべきなのか……）

　所在なさげに、縄で縛った盗賊達の様子を見回りに行っている騎士が戻ってきた辺りで二人の会話は丁度良く一段落ついた。

「家に帰るのが辛いのなら、僕と一緒に来い」

「え？」

　ポカンとしながら顔を上げて王子を見つめると、彼の顔がボン！　と音を立てて赤く染まる。

　エミリオ王子は俺から目を反らすと、明後日の方向に視線をやりながら早口で捲くし立てた。

「今うちは少し揉めているのだが、すぐに片を付けるつもりだ。危険の伴う旅だが、お前の事は僕が守ってやる」

「はあ」

「王族という事もあり僕には十数人の婚約者候補がいる。正妃には出来ないかもしれないが、出来るだけ便宜ははかってやろう。だからだな、あー、なんだ。……お前がどうしてもと言うのなら、まあ、婚約してやらん事もない」

「いや、その……え？」

「べ、べつに僕はお前の事なんてどうでもいいんだからな！　勘違いするなよ!?　これは男のケジメの問題であって！　ああ、そうだ、ケジメだ、ケジメ。大国の王子としてだな、良識ある貴公子の沽券に関わる問題であって、うむ」

（何言ってんだ、この王子様……？）

　気のせいだろうか？　なんだか俺、プロポーズをされてるような気がする。もしや、中出しした事への贖罪だろうか？

　ポカンとしているのは俺だけではなかった。

「え？　嘘だろ、ここでプロポーズ来ちゃうの？　プロポーズは湖だろ？　湖じゃねーの？」

　後ろのチャラ男騎士も何やら小声でぼやいている。

（やっぱこれ、プロポーズなのか……？）

　しかし無駄に責任感の強い兄弟である。

　兄貴の方も一発犯っただけで責任取る責任取るとうるさかったが、たかが一回エッチしただけで何言ってんのこの兄弟。よく判らんが、この世界の王子様ってそんなもんなの？　それともこれが童貞力のなせる技なのか？

「いや、えっと、さっきの事なら、別に。……私、避妊薬を飲んでいるので、そんなにお気になさらなくても……」

「避妊薬？　何故そのような物を飲む必要が……」

　そこまで言ってエミリオ王子は、スノーホワイトちゃんに定期的にセックスをするパートナーがいる事に気付いたのだろう。

　真っ赤に染まる顔と怒りに震える肩に、俺は自分の顔が青ざめていくのを感じた。

「嫁入り前の娘がなんてふしだらな！」

（ごもっとも過ぎて返す言葉がないわ……）

　返す言葉のない俺の肩をチャラ男騎士が抱く。

「まあまあ、王子。今じゃ民間で婚前交渉は当たり前ですよ」

「僕は民間人ではない！　歴史ある由緒正しい王家の血を継ぐ者だ！」

「でもさー、結婚してから相手がガッカリチンコだったり、相性最悪だって分かったら女の子の方も辛いっしょ。テクナシ男やガッカリチンコしか知らないで、女の悦びを知る事もなく生涯を終えるなんて最高に不幸ッスよ。お嬢ちゃんもそう思うよな？」

　チャラ男騎士に笑顔で同意を求められる。

　俺はといえば、チャラ男のチャラ男理論に何と反応してよいのか判らずに、曖昧な笑みを浮かべる事しか出来なかった。

　そんなスノーホワイトに「ところで俺のカラダどうだった？　結構良かっただろ？　俺ともケジメしちゃう？」と、意味の分からない事を言いながら、唇を寄せてくる不埒な部下を、王子様が引っぺがす。

「お前は少し黙ってろ！　というか彼女から離れろ！　今僕が彼女と話をしているんだ、邪魔をするな！」

「えー。でもぉ、」

「いいから黙ってろ！　命令だ！」

「……へいへい、分かりましたよ王子様」

　王子様は一喝して騎士を黙らせると、俺に詰め寄った。

　鬼のような形相で鼻と鼻がくっつく距離まで詰め寄られ、俺は思わず隣のチャラ男の腕を掴んでしまう。それを見た王子様は更に険しい形相となった。

「その髪色、お前だってどこかしらの王家に縁のある、高貴の家の者なのだろう!?」

　東の大陸では珍しくもなんともないと言われている黒髪だが、ここ西の大陸では非常に珍しい。一部の王家の血を受け継ぐ者にしか出ないと言われている。

（王家に縁のある……っていうか、本当にお姫様なんだけどな）

　思わず俺は苦笑してしまった。そんな俺の反応に王子様は、目の前の美少女の家柄や身分、そして相手の男もそこそこの地位にある者だと確信を深めたのだろう。

「その仕草、立ち居振る舞い。お前が高貴な家の生まれで、しっかりとした教育を施された娘だという事は僕にも分かる。その男は婚約者なのか？　いや、今の貴族社会の空気を知っている者ならば、婚約者相手と言えど婚前交渉などという軽率な真似をする事は……」

「ええっと、話せば長くなるのですが、実は──」

　継母に殺されそうになり、猟師に逃がされた森の中でスライムに絡まれ……と長い話を話し出したら王子の顔がまた強張っていく。

「なんなんだ、その男は！」

　なんなんだってお前の兄ちゃんだ。

「命の恩人、確かに命の恩人ではあるが……。やむを得ない状況だったのかもしれないが、その流れで求婚だと……？　くっ！　なんなんだ、なんて厚かましい男なんだ、一体どこのどいつだ！　信じられない！」

　だからお前の兄ちゃんだ。心底悔しそうに歯ぎしりする王子を見つめるスノーホワイトの顔は、恐らく半笑いしている。

「で？　お前はその男の事をどう思っているんだ!?」

「え、それは」

「どう思っているのか聞いている！」

　しかしなんなんだこれ。なんで俺、さっきからこの王子様に浮気した男が女にされるように責められてんの？

（しかしまた返答に困る質問してくるな、この王子様……）

　恐らくアミール王子はスノーホワイトの事を自分の女だと思っているだろうが、俺からすればこいつもこいつの兄ちゃんも、なんだかよく判らないが気が付いたら関係を持っていた男その一とその二でしかない。

　要領を得ない返答しかできない俺に痺れを切らしたのか、王子様はますます険しい形相になる。

「そいつと僕、どちらが格好良い!?」

「は？」

「だから！　そいつと僕、どちらが男として魅力的かと聞いている！」

　視線を泳がす俺の肩を王子様はガシッ！　と掴んだ。

「え……あ、どうだったかな？」

「はっきりしろ！」

　どっちかなと考えながら、エミリオ王子の顔をマジマジと見つめた。

　あ、はい、間近で見ても美少年ですね、ええ。

　エミリオ王子は正統派タイプの美少年とでも言うべきか。美少女フェイスで中性的な魅力を持つエルたんとはまた違ったタイプの美少年だった。

　三段のケーキスタンド上に、ちょこんと載ったパステルカラーのマカロンがエルにゃんだとすれば、テーブルの中央にデデン！　と鎮座するイチゴと生クリームのホールケーキがエミリオ王子だとでも言えば分かりやすいだろうか？

　外見だけの話をしてしまえば、多少の違いこそあれどエミリオ王子とはアミール王子のミニチュア版だ。

　兄の方にある大人の色気のような物がない代わり、こちらには前世姉の言っていた少年と青年の間の年齢の者にしか醸し出せない、年齢限定モノの謎の魅力が満ち溢れている。それがこのツンツンキャラと混ざりあって絶妙な味を醸し出しているのは俺も認めざるを得ない。

　正直彼の性別が女だったならこのプロポーズ、俺は涙ながらに受けていただろう。

　ツンデレ金髪美少女とか最高に俺のタイプだし。……アキと好みが被ってると思うとなんか嫌だが…。

（相殺して同じぐらいと言ったら、怒られるだろうしなぁ……）

　即答出来ないスノーホワイトの様子に、王子の形の良い眉がまたキリキリと吊りあがっていく。

「その男の名前を言ってみろ！　一体どこの家の者だ？」

「あ……、えっと、」

「そいつが僕以上の才器を持つ男だとは思えないが。王家以上の権威と財を持ち、僕に匹敵する蓋世の才と高貴の魂を併せ持つ男なんぞ、この大陸にはそうはいないだろう。……フン、まあ、いい。その男の名前を言ってみろ」

　ふふんと得意気に髪の毛をかきあげる王子様に、チャラ男騎士は処置なしといった顔で首を横に振りながら額に手をあてる。

「スライムから私を助けて下さった方のお名前は……、」

　──彼の兄の名前を告げた後、それはそれは大変だった。

　エミリオ王子の大爆発を宥めるのには、大層な時間を要した。俺も疲れたが、お付きの騎士もかなりお疲れの様子だった。

　スノーホワイトには今、彼のお兄様の他に４人恋人がいると知ったら、この王子様、……一体どうなってしまうのだろう？

（先が思いやられる……）








再会して即俺を巡り決闘という謎展開になっている件









　──あの後。

　俺達は軽い自己紹介を済ませた。

「俺はルーカス・セレスティン、この王子様のお付きの騎士です。どうぞ以後お見知りおきを」

　跪いた騎士に手の甲に口付けられ、俺は軽いカルチャーショックを受けた。

（大国の騎士はやっぱり違うんだなぁ）

　リンゲインくらいの小国になると、有事の際は農夫達がかり出されるのが関の山で、騎士団なんてあってないようなものだ。一応自警団的な物はあったが、あれは前世でいうなれば、田舎にありがちな青年団や消防団に近い。──って、それを言ったらヒルデベルトもこの男と同じはずなんだが。……まあ、あいつはリゲルの騎士でも少し特殊な部類の男なのだろう。

　次は俺が名乗ろうと思ったその時の事だ。

「雪のように白い肌、真紅の薔薇よりも紅く色付いた唇、歌を歌えば鳥達が囀るのを忘れ聞き惚れてしまうという美しい声。神に最も愛されし一族と、その縁である高貴の者にしか出ないと言われている、西の大陸では稀少な黒髪。──まさか、リンゲインの深窓の姫君、スノーホワイト……？」

「……え？」

（深窓の姫君？　外の国ではそういう事になっていたのか？）

　ふむふむと納得する俺の顔を凝視するエミリオ王子の顔は、何故か少し青ざめている。

「私の事、ご存じだったのですか？」

「知ってるも何も……」

　そこまで言うと王子様は口を噤み、──またツンツンにお戻りにならせられた。

（一体俺が何をしたっつーんだ……）

　この王子様、なんだかいつもプンスカ怒ってるし、俺、苦手かもしれない……。

（って、ああ、そっか。エミリオ王子がGrumpyなのか）

　納得した。

「ふぁ、ねみー」

　欠伸を噛み殺すチャラ男騎士を、ハッと振り返る。

（で、こっちSleepyか）

　ああ、そうだそうだ。

　ルーカスは確かお昼寝イベントがある、やたら寝てる男だった。

　なんだか暇だったので、姉が居間でこいつを攻略している時に一緒に見ていたからよく覚えてるんだ。

　イベントスチルも確か、木陰の下でスノーホワイトと一緒に昼寝してる奴だった。

「で、今アミール達はどこにいるんだ？」

「案内してくんないかな？」

　──そしてシナリオ通りに、俺はこの二人を森の奥の小屋に案内する事になる。







　アミール王子達も、どうやらいつまで経っても帰宅しないスノーホワイトに異変を感じたらしい。彼等は俺の事を探し回っていたらしく、森の奥にある恋人たちの家に向かう途中で、俺達はすぐに合流した。

「シュガー、探したよ！　一体何があったの!?」

「ったく、本当に世話の焼ける娘だ」

「スノーホワイト！　スノーホワイト！　俺、俺、もうどうしたらいいのか判らなくて！」

「スノーホワイト！　怪我はない？　大丈夫？」

「姫様……、ご無事で何よりです」

　恋人達に揉みくちゃにされ「ああ、俺愛されてんなぁ」とつくづく実感する。

　こいつらの性別が女だったら、どれだけ幸せだっただろうとしみじみ考えた。

（でも、別にこいつらが男でも、悪くはないのかな……？）

　──前世も今世も、俺は今まで誰かにこんなにも愛された事なんてない。

　誰かに愛されるという事は、こんなにも心が満たされるものなのか。

　涙ながらに自分の無事を喜ぶ恋人達の姿に、何故か頬の筋肉が緩んだ。

「皆……ありがとう」

　次の瞬間、その場にいる男全員の顔から火が噴いた。

（あ、忘れてた。スノーホワイトちゃんが超絶美少女って事）

　にしても物凄い破壊力だ。

　何人か鼻血どころか吐血までしてるんだけど、なんだこれ。

　いや、スノーホワイトが美少女なのは歴然とした事実なのだが、お前等のリアクションは大袈裟過ぎるだろ。いや、マジで。

　ガバッ！

「スノーホワイト、今の笑顔、最高に可愛かった！　もう一回その笑顔を見せて！」

「ヒル？」

「こら、抜け駆け禁止って約束だろ！」

「だってエルも今の見ただろ!?　もう、もう！　可愛いすぎっ！」

「まったく本当にヒルは馬鹿なんだから。スノーホワイトは今、僕に微笑みかけてくれたんだよ、ねえ、そうだよね？」

「え、あ……」

　スノーホワイトに抱きついたヒルデベルトを引っぺがしながら、エルヴァミトーレは強制力のある笑顔で俺に同意を求める。

「まったく。……本当にお気楽な坊や達だ」

「そうだよねえ、イルミ。シュガーが私に微笑みかけたのは火を見るよりも明らかなのに」

「アミー様も言いますか」

「ん？　だって事実だろう？」

「…………」

「姫様、なんて愛らしい……」

　そしてこちらの大人組も、鼻血をハンカチで拭きながら脳が沸いてるとしか思えない事をほざいている。

「本当にすみません、心配をおかけしてしまったようで。実はお洗濯をしていた所を盗賊達に浚われたのですが、この通り、怪我はありません。この方々が助けてくださったんです」

　恋人達は今の今まで、スノーホワイトしか目に入っていなかったらしい。

　俺が紹介した背後の二人の男の存在に、一瞬だけ辺りを取り巻く空気が張り詰めた。

「……エミリオ、久しぶり」

　一歩前に出て、一番最初に口を開いたのはアミール王子だった。

「……ああ」

「父上は元気かい？」

「……元気じゃないのか、そんなの僕が知るわけないだろう」

　兄と目を合わせる事もなく返答するエミリオ王子の顔は何故か暗い。

　そんな弟の様子にアミールとイルミナートが目配せしあった後、長い三つ編みの毛先を弄って遊んでいたルーカスの方に視線を投げる。

「ん？　ここで話して大丈夫なんスか？」

　二人の視線に気付いたらしいチャラ男騎士の視線は、俺とメルヒの方に向けられる。

「メルヒ、私達は席をはずしましょうか」

「はい」

　気を利かせてメルヒを連れその場を退散しようとする俺を掴んで、アミール王子は引きとめた。

「いや、聞かせて何の問題もない。彼女は私の妃になる人間だから」

「……へ？」

　思わず言葉を失った俺の肩を抱きながら、アミール王子はにこやかに告げる。

「エミリオ、紹介するよ。こちらスノーホワイト・エカラット・レネット・カルマン・レーヴル・ド＝ロードルトリンゲイン。エミリオも知っているだろう？　私の第一婚約者で、リンゲイン独立共和国の第一王女だ。こちらはメルヒ殿、彼女の従僕だそうだ」

　アミール王子の問題発言に、またしても場の空気が凍りつく。

　──って、ちょっと待て。

　今この王子様は聞き捨てならない事を言った。

「だっ第一婚約者……？」

　開いた口が塞がらない。

　話についていけず、口を酸欠の金魚のようにパクパクさせる俺に彼は言う。

「ああ、そうか。新しいお義母上から情報を制限されていたあなたは、何も知らなくてもおかしくないね。リゲルブルクとリンゲインは友好国の証に、どの時代も王子か姫を最低一人、互いの王家に嫁がせるという風習が昔からあったんだ」

「そうだったのですね……」

　亡き父と継母が、子供が出来ない事にとても苛立っている理由が今になって解った。

「でも、それは少し無理があるのでは？　私は第一王女です。そして現状、私の他にリンゲインに世継ぎはいません。第一王女の私が、そうそう他国に嫁ぐわけには……」

「そうだ。だから本当は第二王子の僕が、お前の所に婿入りする予定だった。……だが僕はお前と初顔合わせの時に逃げたんだ。何故ならばお前に会いたくなかったから」

「えっ？」

　苦虫を噛み潰したような表情で、エミリオ王子は続ける。

「第ニ王子として生まれたからには、政略結婚は自分の義務である事は承知していた。しかしリンゲインのような田舎の小国に婿入りするなんて僕のプライドが許さなかった。国内の有閑貴族の娘が第一婚約者である第三、第四王子の扱いの方が遥かにマシだと思った。義母の僕に対する不当な処遇を認めてはなるものかと思った」

　ふて腐れた顔で言うエミリオ王子を、アミール王子が咎める。

「リンゲインの姫君に対して失礼だろう、エミリオ」

「い、いえ。うちが田舎なのも小国なのも事実なので」

　弟を窘めるアミール王子に慌てて手を振る。

　事実、リンゲインはリゲルブルクの王都の外れにある、一領土くらいの大きさしかない小国だ。

　彼は「口の悪い弟でごめんね」と言って弟の頭を無理やりこちらに向かって下げさせた。

「本当は第二王子として正統な扱いではあったんだけど、うちにも新しい義母上が来てゴタゴタしていた時期だったからね、エミリオはそんな風に勘違いしちゃったみたいで」

「……あの状況でフロリアナの罠だと思わない方がおかしい」

　弟と違って、兄の方はあまり身内の恥を外部に晒したくはないらしい。

　ごほんと咳払いをして話を戻す。

「それで私が急遽、エミリオの代わりにあなたに会う事になったんだ。初めてあなたに会ったあの日の事を私はとてもよく覚えているよ。花畑で咲き乱れる美しい花々に、私は生まれて初めて同情した。何故ならば今日はどの花よりも可憐な花が咲いている。貴女がいる限り、他の花達はあなたの引き立て役にしかならない。あの時、私は一目であなたに恋に落ちたんだ」

「…………」

「エミリオがいらないなんてもったいない事を言うから、私におくれと父上に必死に頼み込んでね、それで貴女は私の第一婚約者となった」

　驚愕の事実に、俺は呆けたまま立ち尽くす。

「だからあなたのお父上も新しい妃を迎えてくれたのだけれど、まさかこんな事になっていたなんて……」

　そこまで言うと、アミール王子はやるせなさそうに息を吐いて、まるでキスでもするようにスノーホワイトの頬を手の平で優しく包み込んだ。

「こんな可愛いお姫様が私の妃になってくれるだなんて、嬉しくて嬉しくて。私はあれから毎日貴女の事ばかり考えていたんだよ。私は貴女を忘れた事など片時もなかった。会いたいと何度も手紙を送ったし、毎年誕生日にはプレゼントも贈っていたんだ。……残念な事に、貴女の手元には届いてはいなかったようだけど」

　切なそうに瞳を細めながら、アミール王子は俺の額にコツンと自分の額を合わせる。

（そんなの、知らなかった……）

「アミー様……ごめんなさい、私、何も知らなくて」

「貴女は何も悪くないよ。恐らくリディアンネル王妃に全て捨てられていたのだろうから」

「本当に、ごめんなさい」

「いいよ、キスしてくれたら許してあげる」

「えっ？　キス、……今、ここでですか？」

「ああ、ここで」

　人指し指で唇をなぞられ、ううっと呻く俺の背中にはさっきからつららのように冷たい視線がグサグサと突き刺さっている。

「ん、どうしたの、キスしてくれないの？」

「あ、えっと、え、えっと……」

「ふふ、もしかして恥ずかしくて出来ないのかな？　なら私からしてあげようか？」

「いいです、いらないです、結構です！」

　アミール王子は全く意に介していない様子だが、俺は背後からの冷気に耐えられずにどうしたもんかとただ冷や汗を流した。

　凍りついた空気をブチ壊したのは、毎度ながらヒルデベルトだった。

「何言ってるんだよアミー様！　スノーホワイトは俺の、俺の！　ね、スノーホワイト、コンヤク……とかよくわかんないけど、俺とケッコンしようよ！　俺、ずっと君と一緒にいたいんだ！」

「ヒ、ヒル……？」

「王子より良い生活を送らせてあげるのは無理かもしれないけど、幸せにするよ！　だから、とりあえず俺とキスしよう」

　アミール王子を押しのけたヒルデベルトの唇がスノーホワイトの唇に触れるその直前に、それを遮るエルヴァミトーレ。

「アミー様もヒルも抜け駆け禁止！」

「え、エル……、」

「そもそもスノーホワイトは僕のものだよ。ね、スノーホワイト、君も僕が一番良いよね？」

「え、あ、」

　エルヴァミトーレにそう言われ、戸惑う俺の肩を抱き寄せるのは鬼畜本家だ。

「まったく。ようやく毛の生え揃ったお子様達が一体何を馬鹿げた事を言っているのやら。スノーホワイトは私のものだ。ろくな甲斐性も持ち合わせていないお子様達は黙っていなさい」

「イルミ様……？」

　イルミナートの言葉にヒルデベルトが憤慨する。

「はあ？　俺のどこが子供だって言うんだよ!?」

「そういう所が子供だというのです」

「スノーホワイト、男は若い方が良いと思わない？　もう大して伸びしろもない、先の展望も見えている兄よりも、将来性があって未来が可能性で満ちている若い僕の方がずっと魅力的だよね？　リゲルに戻ったら僕、君のために頑張って出世するよ。きっとすぐに兄さんよりも高給取りになると思う」

「女を知った浮かれ坊やのはしゃぎ具合いといったら、ああ、見ていて苦笑を禁じえないですねぇ」

　バチバチと鬼畜義兄弟の間に火花が散る。

「え、と……？」

　三人に迫られるスノーホワイトの背後で、メルヒがぼそりと呟いた。

「いえ、姫様は私のも……いえ、失言でした」

　そこまで言いかけると、メルヒはポッと頬を染めて視線を反らす。

　そんな中、スノーホワイトと恋人達のやりとりを呆然と眺めていたエミリオ王子がブルブルと震えだした。

「お、お前達は一体何を言っている？」

　そして顔にやや引き攣った笑みを浮かべながらも、彼は余裕の表情で髪をかきあげる。

「お前達にとても残念な知らせがある。お前達には悪いが、僕はこの女を抱いたんだ。──つまり、彼女は僕のものだ」

　エミリオ王子の言葉に恋人達は顔を見合わせた。

「はあ、だから何でしょう？」

「俺もだけど？」

「僕もですが」

「私も、です……」

「ついでに言うなら俺もッス」

　後ろで挙手する部下の足を王子はダン！　と踏みつける。

「いって！　酷いッスよエミリオ様！」

　珍しく兄の方は真顔で沈黙していた。

「いいだろう。──お前達、この女を懸けて僕と勝負しろ！」

　スラリと抜刀するエミリオ王子を見て、彼に踏まれた足を押さえていたチャラ男騎士はニッと笑い抜刀すると、アミール王子に斬りかかる主の後に続いた。

「いいねぇ！　ヒルデベルト、久しぶりに俺と一本やろうぜ。いい加減リゲル最強の騎士の座を俺に譲ってくれよ！」

「えっ!?　決闘？　いいよ！　楽しそうだね！」

　散歩の準備をする飼い主を見て飛び跳ねる犬のような顔で腰の剣を抜き、ルーカスの剣を受けるヒルデベルト。

「つい最近まで童貞だった坊やが笑わせてくれる。お前のような坊やに男女の何が解ると言うのです？」

「今まで沢山の女性を泣かせて来た義兄さんに、彼女を幸せに出来るとは思えませんけどぉ」

「はあ？　淫水焼けもない、ピンクの可愛らしい坊ちゃんが何か言いましたか？」

「……殺す」

　こちらはこちらで火花どころか、本格的な魔術まで飛び交いはじめた。

「うーん、エミリオと被っちゃったかぁ」

「だからここで白黒つけると言っている！　アミール、剣を抜け！」

「これは困ったねぇ、悩ましい問題だ」

「こら！　ちょこまかと……いい加減当たれ！」

　しばし呆然と立ち尽くしていたが、俺は自分の背後に立つ大男を見上げ安堵の息を吐く。

（まともなのが一人いてよかった……）

「……メルヒは参加しないのですね」

「姫様のご用命とあれば、今すぐ銃の用意を」

「け、結構です……」

　銃に弾丸を詰め始める猟師を、俺は止める。

　──そして、すったもんだの末。七つの輝く丘の彼方、七色に輝く虹のかかった滝の向こうにある深い深い森の奥で、白雪姫は７人の恋人達と暮らす事になったのです。








【閑話】嘘つき男と囚われの魔女









　ミュルクヴィズに連なるように隣接した村の、無人の民家の鏡が怪しく光る。

　鏡の中から這い出て来た銀髪の美男は、リディアンネルの使い魔のエンディミイリオンだった。

　男は執事服の襟元を直すと民家を出て足早に歩く。

（アキ様）

　──妙な胸騒ぎがあった。

　マナの祝祭日が近い。

　使い魔達の力が弱るその日、リディアンネルの護りは一年でもっとも薄くなる。

　しかしリディアンネルは魔女だ。

　どんなに恨みを買えども毎年マナの祝祭日は難なく乗り越えてきたし、使い魔達がへばっているその時期に襲撃に遭う事があっても一人でも返り討ちにしてきた。

　三浦亜姫の記憶を取り戻してから魔女らしい残忍さが消えはしたが、リディアンネルは魔女だ。リディアンネルとして生きて来た32年間の記憶も、魔法の知識も失われてはいない。

　前世の弟だというスノーホワイト達は、この手紙さえ届ければマナに自分の主を討とうとはしないだろうという確信じみたものがある。──しかし、

（大虐殺の狐）

　リゲルブルクに潜伏している魔性については、独自に調査した。

　想像以上の大物の名前が出て来た事に戸惑いはしたが、奴は半妖だ。体の半分が魔の者である以上、マナの祝祭日に力が弱まるのは向こうも同様である。

　カルネージの狐とは、人の世に干渉する魔性達の間でも悪い意味で評判の半妖だった。

　いにしえの時代、奈落の底にある地界で魔族と妖魔の間で大きな戦いがあった。

　先の大戦の理由は、妖魔の狂暴性にあった。これはもう本能だとしか言いようがないのだが、若い妖魔はどうあっても血肉と殺戮を好むのだ。

　意味もなく殺戮を繰り返す妖魔達により、地界は荒れた。

　ただでさえ少ない地界の住人の数が減ったある日、闇の帝王は重い腰を上げる。──そして魔族と妖魔の全面戦争が始まった。

　しかし、争いは意外にもたったの数日で片付いた。

　敗北したのは妖魔達だった。かの王と彼が従える高位10魔族の力は圧倒的だった。彼等に恐れをなした妖魔達は上の世界──ここ、人間界へと追い出される事になる。

　何千年か何万年後か判らないが、上の世界の摂理や生態系を乱す事なく、彼等と共存する事が出来ればいつか地界の扉は開こうと王は言い残して、扉を閉めた。

　妖魔達は苦悩した。人間界とは太陽が照り返し、聖気が大地から湧きあがり、闇の世界で生きてきた妖魔達からするととても暮らしやすいとは言い難い場所だった。

　妖魔達は太陽の光の少ない森の中や洞窟、神の祝福のない呪われし土地など、以前住んでいた地界と空気の似た場所でひっそり暮らす事になる。

　妖魔達の共通の望みは、いつの日か地界に帰る事だ。だから人を喰らう事があっても、人の国まで滅ぼす愚か者はいない。血に飢えた若い妖魔達もそこは心得ており、たまに欲が抑えられなくなっても小さな村を半壊させるのが関の山だ。しかしそれでもやり過ぎると同族間の目が冷たくなるので、やはり皆ある程度自分を抑えて暮らしている。稀にその掟を破る妖魔も出てくるが、その時は同族間で厳しい制裁に遭う。

　その掟を理解していない鼻つまみ者達が半妖だ。

　彼等は別に地界に帰りたいとは思っていない。半分が人間の彼等からすれば、この地の空気はそんなに悪いものでもないらしい。それ故に、半妖の大半は純粋な妖魔とは馴染めない。

　ある程度育つと、彼等は魔の世界から人の世に行く。そして人の世にとけ込む努力をして、平凡に生きて平凡に死んでいく。

　しかしそんな半妖の中から、たまにタブーを犯す者達も出る。

　──それが力を持った半妖、カルネージの狐のような存在だ。

　地界に帰りたいという欲求がない彼等は、妖魔間の掟を守るいわれもない。だから人の世に干渉し、人の世を荒らす。

　妖魔達からすれば純血ではない彼等は同族ではない。掟を破っても制裁する理由もない。ただ自分達とは別の生物で、相容れない生物だと認識している。

（杞憂かもしれないとは思うのだが）

　確かに今、リゲルブルクは軍事力を強化している。

　妖狐の狙いがリンゲインだとしても、この時期に仕掛けてくるとは思えない。

　既にマナの祝祭日まで半月をきっている。

　仕掛けてくるのならば、常識的に考えてマナが終わってからだ。

　もしこの時期に手負いになった場合、マナで大きなダメージを受け、最悪命を落とす事になる。

　だからこそ魔の世界に通じている者ならば、誰もがこの時期は争いを避ける。これは彼等の中での暗黙の了解だ。

　そしてそれを破った者もまた同族間で制裁を受ける。

「半妖か……」

　ふと漏らした声は我ながら、重苦しいものだった。

　そんな魔の者達の間の常識や掟が通じないのが、半妖といった奴等なのだ。

　相手が純粋な妖魔でない限り、動きが読めないのが今の懸念材料であった。

　出来ることならば今、アキの傍を片時も離れたくないのが本音だ。

（どちらにせよ、早く戻らなければ）







「また村の入り口にあのお店が来てるの！　私、両想いになれるネックレス買っちゃった！」

「私は願い事を三つ叶えてくれるペンダント！」

　その時、キャッキャとはしゃぎながら駆けていく村娘達とすれ違う。

（願掛けか魔具の類かは知らんが、暢気なものだ）

　そんな物を買うだけで願いが全て叶うのならば、世界はもっとシンプルなはずだ。

「ようお兄さん、寄ってかない？　安くしとくよ」

　その時、路上で布を広げ女性用の装飾品を売っている物売りに声をかけられる。

　フードを目深に顔を隠した怪しい物売りだ。

　人間の外見年齢で表現すれば、十代半ばくらいだろうか。

「〈七つの輝く丘の空羽衣〉、〈永久とこしえの愛の鐘ベル〉〈星の海を閉じこめた耳飾り〉、〈流れ星の三つの夢〉。これでどんな女でもいちころだ」

「…………」

　さっきの娘達が話していた物売りだろうか？

　馬鹿らしいとは思ったが「どんな女もいちころ」という言葉に、思わず足が止まってしまう。

（ほう）

　あまり高級感はないが、この辺りの工芸品の特色が出ている。

　物売りが売っているアクセサリーからは、わずかに魔力の波動が感じられた。アクセサリーから感じられる魔力の波動と同じ物を男から感じ、ジッとその怪しい商人の顔を見る。

「半妖か」

「ああ、いかにも。妖魔のお兄さん」

　チラリとフードから覗いた男の髪は、水色だ。

　隠しているのは顔ではなく、正確には人にあるまじき髪色だったようだ。

　自分は人間が見ても不自然でないように軽く外見に術をかけているので問題ないが、その手の術も満足に使えない半妖は、こうやって物理的に毛色を隠すしかない。

　そして自分の何かしらの能力を使って日銭を稼ぎ、人間界に溶け込んで暮らしている事が多い。

「喰うかい？」

　自分は今、先を急いでいるのだ。

　断ろうと思ったが、数分程度なら世間話に付き合ってもいいか、と有難く受け取ったリンゴを一齧りする。

「人の世はどうだ？」

「こうやって流れ者の身でやってく分にはそう悪いもんじゃないね、たまに誰かに恋すると辛いものがあるけど」

　人間界で暮らしていくに当たって、一つの場所には留まれない。

　人からすれば年を取る事のないような自分達は不気味がられてしまう。

　どんなにその土地が気に入っても、稀に人に恋をする事があっても、長くて10年でその土地から移動しなければならない。

「ところでお兄さん、今恋してるだろ？」

「いきなり何を言い出すのだ」

　思わず食べかけの林檎が喉につまり、咽せてしまった。

「いや、分かるんだって。妖魔ってさ、恋するとあの血に飢えたギラギラ感が目から消えて穏かな顔付きになるから。種族によっては恋すると逆にもっとギラギラする奴もいるけどな」

「…………」

　いきなり何を言い出すのかと思ったが、別に否定する事でもない。

　だからと言って肯定する必要もないので話題を変える事にした。

「売れてるようだな」

「まあね。この辺りじゃ効果絶大って結構有名なんだぜ、オレの作った恋の魔具」

「そのようだな」

　半妖が作った魔具であるのなら、効果が出る事もあるだろう。

　元々妖魔とはその手のまじないが得意な種族が多いのだ。

　もっともまじないとは言っても、彼等がよく用いるのは呪術の方だが。

　──馬鹿くさいとは思ったが、

「お勧め商品は？」

「意中の妖魔のお姉さんとねんごろになりたいなら〈恋の媚薬 魔女の１０００年祭〉〈隠さない情熱の篝火ブレスレッド〉がオススメ。復活愛・略奪愛がお望みなら〈シャンパンの泡　溜め息ピアス〉〈自由の花の花飾りコサージュ〉〈流れ星の３つの夢〉辺りがオススメかな」

「……略奪愛にも復活愛にも縁はないんだが、何故そう思った？」

「え？　だってお兄さんみたいな綺麗な顔をした男が落とせない女って、やっぱその手の女じゃないの？　ごめんよ、てっきりそっちだとばかり……」

（なんだそれは……）

「……なんと言うかこう、そういう激しいものではなく。もっと普通の、穏かな幸せが続きそうな奴はないのか？」

「なら〈永久の愛の鐘〉で決まりだ。これを毎日一回欠かさず鳴らすだけで、お兄さんと愛しい人の永遠の愛は約束される」

　男が得意気な笑みを口元に浮かべながら渡してきたその真鍮製の鐘を受け取り、チリンと鳴らしてみる。

（これは……）

　一振りした瞬間、鐘の音と共に、鼓膜を揺さぶり頭の中にまで浸透していくその不可思議な音に瞠目する。

「これにする」

「まいどあり！」







（買ってしまった……）

　男の口車に乗せられて、ついつい買ってしまった自分の愚かさが嘆かわしい。

　なんだか最近、自分が俗物と化してきたような気がする。やや自己嫌悪に陥りながら、早速チリンチリンと〈永遠の愛の鐘〉とやらを鳴らしてみた。

（良い音だ）

　不思議な音のする鐘だった。

　この鐘の音を聞いていると、本当に彼女との愛が永と久わとなるような気すらするから不思議だ。

　本物か偽物かは判らないが、例え偽物だとしても、気持ちのいい夢を見るために金を使ったのだと思えばそんなに悪い物でもない。

　そんな事を考えながら、仄暗い森の小道を歩く。

　──その時、

　ただでさえ暗いミュルクヴィズの森が真っ暗になった。

（なんだ……？）

　頭上を見上げると、空が真っ黒な雲で覆われていく。

　ビイイイン！

「────っ!?」

　城の周りに自分が張った結界が破られる感覚に、男は慌てて元来た道を走り出した。

　ここから村まで走って四十分、いや二十分程度だろうか？

（アキ様、どうぞご無事で……！）





　　＊＊＊＊






　──城に着くまで想像以上に時間を要した。

　何故なら城の鏡という鏡が、ガラスというガラスが全て割れていたからだ。

　ミュルクヴィズの森の隣にある名もなき村から、リンゲインの城下町にある民家の鏡の中へと鏡を潜り、その後は城まで走った。

　こうなってしまうと殊の外使い勝手が悪くなってしまう自分の特殊能力を呪う。

　城は酷い惨状だった。大きな地震が来た直後のように、大広間のシャンデリアや窓ガラスは全て割れ落ちて、飾られていた豪華な花瓶や壷などの調度品も全て床に転がっている。

　「金の狐が、化物が出た！」と泣き叫ぶ城の使用人達を搔き分け、最上階へ走る。

（アキ様……っ！）

　噛み締めた唇から鉄の味がした。興奮のあまり、縦に長く開きそうになる瞳孔を手で押さえながら、ただ上へ、上へ、階段を駆け上がる。

　バン！

「アキ様！」

　力任せに王妃の寝所の扉を開ける。

　もぬけのからになったリディアンネル部屋は、城の中でも一番酷い有様だった。

　扉を開けた瞬間鼻を掠める血の匂いと床を染める赤に、男は自分の嫌な予感が的中してしまった事を悟る。

　天蓋ベッドのカーテンは、赤黒い血でによる書き置きが残されていた。

《真実の鏡よ。──我が軍門に下り、我のしもべとなれ》

　魔女の血とは人間の血と匂いも味も違う。

　この距離でも判った。

　──カーテンの血文字は、床の血液は、彼の主の物だ。

「カルネージの狐……」

　ブワッ！

　男の銀の髪が浮き、赤い瞳孔が縦にグワッ！っと開く。

　もう、人型を保っているのは不可能だった。風もない城内ではためく男の燕尾服は、次の瞬間音を立ててビリビリに破れる。突如城に現れた化け物に悲鳴を上げる人間達を食いちぎりたくなる衝動を堪え、彼は自分の鏡の中に頭から入った。

　──目指すはリゲルブルクの中心部、城郭都市ドゥ・ネストヴィアーナにあるルジェルジェノサメール城。

（絶対に許さない……）





〈つづく〉










「白雪姫と７人の恋人」という18禁乙女ゲーヒロインに転生してしまった俺が全力で王子達から逃げる話　２
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